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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ぱっかん。ぱっかん。

　いつものように、ぼくは薪まき割わりの仕事をやっていた。

　薪まきを割るのは、薪割りの仕事。

　原木に斧おのを振ふり下ろす。うまく〝目〟を合わせると、ぱっかん、と、左右にキモチよく割れる。それがつい楽しくて、やってると熱中する。ゾーンに入る。

　そうすると、誰だれが話しかけてきても、聞こえなくなったりして──。

「……！　──!?　……[image: ～][image: ～]!!」

　そう。ちょうど。こんな感じ。

「ちょっと！　ねえカインってば！　もう──!!　聞いてるの!?　カエルにするわよ！　──ねえおねがいだから！　無視しないでよ！　カエルになんてしないから！」

　キサラの声だった。

　無視してたんじゃなくて、ゾーンに入っていただけだよ。

　あとカエルにするの？　しないの？　どっちなの？

　斧を振るう手を止めて、顔を向けると──。

　紺こん色いろの魔ま女じよ服に、すらりとした肢し体たいを包んだ女の子が、作業場の柵さくの向こうに立っているのが見えた。

　キサラだ。

　彼女は見習い魔女。魔女のオババのところで、住みこみ修しゆ行ぎようをやっている。

　ツンとして一見クールな感じのする彼女だけど、じつは内面はそうでもない。頑がん張ばってクールな印象を作っているのだと、みんなわかってる。

「え？　なんの用だって？　……なによ？　用がなくちゃ、来たらいけないの？」

　ううん。そんなことべつに言ってないよ。

「……ああ。じゃあ、薪よ薪！　……薪割り小こ僧ぞうのところに来る用事なんて、それしかないでしょ？　うちの薪が足りなくなってるの。はやく持ってきなさいよね！」

　うん。あとで持ってゆくね。

　ぼくはキサラにうなずくと、薪割りに戻もどろうとした。

「……えっ？　やだちょっと怒おこっちゃった？　いま言った『薪割り小僧』っていうのは、べつに蔑べつ称しようじゃなくてね、親しみをこめた、なにかそんなような感じの呼びかたでね？」

　なんか話が通じてないなぁ。キサラさっきから挙動不ふ審しんだよ？

「あの。だからね。ぶっちゃけて言うとね……？　あそぼ？」

　ごめん。あそばない。ぼく。薪を割らないといけないんだ。

「ふ、ふんっ！　べ、べつに遊びたかったわけじゃないもん！　じゃ──じゃあ！　あとでちゃんと持ってきなさいよね！　そ、そしたら──お、お茶くらい出してあげるわ！」

　キサラは行ってしまった。

　まえにマイケルが説明してくれたけど。あれは怒っているんじゃなくて、「ツンデレ語」というものらしくて、意味を翻ほん訳やくすると、「そっかー。じゃあしょうがないねー。あとで来てくれるの楽しみにしてるからー！」あたりになるっぽい。

　ぱっかん。ぱっかん。

　キサラが行ってしまってからも、ぼくは薪を割りつづけた。

　ゾーンに入って、しばらく作業をしていると──。

「……[image: ～][image: ～]。──さん。……[image: ～][image: ～]ですか」

　また誰かの気配がしたので、ぼくは手を止めて、そっちを見た。

　綺き麗れいで大人っぽくて、とても女性らしい雰ふん囲い気きのお姉さんが、静かにこっちを見つめていた。

「カインさん。お仕事。熱心ですね」

　ユリアさんだった。

　教会のシスターのお姉さん。ぼくたちより四つ年上だから、ユリアさんは十六歳。

　ちょっと年が違ちがうから、一いつ緒しよに遊んだことはあまりないけど。いつも近いところから、優やさしい眼まな差ざしを送ってくれてる。

「あとで教会にも薪をお願いしますね。それじゃ……」

　ひらひら、と、指先を振って、ユリアさんは行ってしまう。

　ぼくは、ひらひら、と、同じようにして指先を振りつつ、ユリアさんを見送って……。

　はっ。と、我に返った。

　斧を手にとって、薪割りの続きにとりかかる。

　ぱっかん。ぱっかん。

　またゾーンに入ってしばらくすると……。

「ねー。カインー。薪もらっていって、いーいー？」

　明るく元気な声がする。

　顔を上げると、オレンジ色の明るい髪かみの色と、青い目と──。それと、ほっぺをちょっとだけ汚よごしている黒いスス。

　かじ屋のマリオンだった。

　マリオンはぼくと同い年なのに、おじさんを手伝って、かじ屋の仕事をやっている、すごい女の子だった。

「あー、仕事中ごめんねー。〝ぞーん〟とかに、入ってるところだったよねー。あたしも鍛冶かじの仕事に夢中になると、そーゆー感じになるから、わかるんだー」

　マリオンは、にかっと笑うと、そう言った。

　そのほっぺについているスス汚れが、ぼくは気になって──。

　腰こしに下げてるタオルを、手に取ると、ぐーと押しつけた。

「え？　なに？　……え？　これで、ほっぺ、拭ふけ？　え？　いいよいいよー。こんなのたいしたことないしっ。あたしみたいなのが、カオ汚してたって、誰も気にしないしっ！　……え？　気にするの？　誰が？　カインが？」

　ぼくはタオルを、ぐーと、押しつけた。

「あの……、その……、あ、ありがと」

　マリオンは顔を拭いた。ほっぺたのスス汚れが取れて、綺麗になった。

　さばさばした性格の彼女だが……。力持ちであることだとか、女の子らしくないことだとか、そういうことを気にしているのだと……。ぼくは知っている。

　あたしみたいなの、と、マリオンが口にすると、ぼくはすこし気になってしまうのだ。

「ねーねー。薪。すこし貰もらっていっていーい？　午後の仕事ができなくってさー」

　かじ屋さんは、薪と炭を大量に使う。炭のほうはどうしているのかよく知らない。

　薪のほうは、ぼくの仕事だ。

　ぼくが、うん、と首を縦に振ると──。マリオンは──。

「ありがとー。じゃあー。もらってくねー」

　びっくりするぐらいの量を、抱かかえて持っていった。

　やっぱり、マリオンって……。力持ちだなぁ。

　朝から割ってた薪が、ごそっとなくなっちゃった。また頑張って割らないとー。

　ぱっかん。ぱっかん。

　ぼくはゾーンに入った。

「……[image: ～][image: ～]。──……。………」

　本日、四人目のお客さん。

　ピンク色の手編みの服を着て、おだやかに微笑ほほえむ女の子がいた。

　話しかけてこなかったから、ゾーンに入ってたぼくが気づくまで、だいぶかかったんじゃないかな？

「あ。ごめんなさい。邪じや魔ましちゃいました？」

　いつもこんなふうに、遠えん慮りよしがちなのが……。ロッカだった。

　彼女は薬草摘つみをやって生計を立てている。

　村の真ん中の広場の近くの、大きな木の上に、おうちを作って住んでいる。

　両親も家族もいなくて、ひとりで生きているのは、ぼくと同じ。

　でも寂さびしくないことは、ぼくも知ってる。ぼくにはトモダチがたくさんいるし。

　ロッカには村のトモダチ以外にも、動物にトモダチがたくさんいる。彼女はなんと動物の言葉が話せるのだ。

「あの……、お邪魔でした？」

　遠慮がちに言ってくるロッカに、ぼくは、ううん……と、首を横に振った。

　ちょうど休きゆう憩けいしようとしていたところだった。

　腰のタオルに手を伸のばし──。あれ？　タオルがないや。

　ああ。さっき、マリオンに渡わたしてから、戻ってきていないんだっけ。

　マリオンにタオルを差し出すと、かならず、持っていかれてしまうのだ。

　そのまま返してくれればいいのに、「洗って返すから」と、ぜったい、譲ゆずらない。

　家に入って、水を一いつ杯ぱい飲む。

　ロッカのところに戻った。

「カインさんの薪割りのおしごと。見ていると飽あきないんです。割りかたがとてもきれいだから。迷めい惑わくでなければ、見ていてもいいですか？」

　うん。いいよ。

　ぼくは薪割りに戻った。

　またゾーンに入って──。

　ぱっかん。ぱっかん。

　割っていると──。

「いてっ」

　頭にどんぐりが命中して、思わず、そう声が出た。

「あはははっ。カインがしゃべったー。〝いてっ〟だってー」

　ころころと笑う、スマートな女の子が立っていた。

　ピンク色の毛糸服が、ライムグリーンのレザースーツに変わっている。

　ぼく的には、さっきまでそこにいたロッカが、一いつ瞬しゆんにしてアネットに変わっていたように思えて……。

　まばたきを繰くり返していたが……。

　見回せば、薪まきの山がたくさんできているし、日の高さも変わっているから、たぶん、きっとすごい時間、集中しちゃっていたのだろう。

　ロッカはいつまでいたんだろ。退たい屈くつしてたかな。薪を割ってるぼくを、ただ見ているだけなんて……。

　あとで薪を持っていったときに、話せなくてごめんね、って、言っておこう。

「はい！　カイン！　なんか言うことは!?」

　アネットは、はきはきした声で言う。

　狩人かりゆうどの彼女は、いつも明るく陽気。ぼくらと同じ十二歳だが。彼女はもう一人前のハンターだった。でも本人は「幻げん獣じゆうハンター」になりたいらしく、まだまだぜんぜん──とか、言っている。

　足元には、本日の獲え物ものなのか──大きなイノシシが置かれていた。

「ね？　どこがいい？　モモ？　キモっ？」

　一瞬、なにを聞いているのだろう？　と、思ったが──。

　腕うで組ぐみをして、ちょっと考えてみたら──。お肉の部位のことだとわかった。

　それで、答えようとしたら──。

「あとで一番いいところ持って来てあげるねーっ！」

　アネットの姿はもうほとんど消えかけていた。

　狩人が関係するのかどうなのか。アネットは気が早いというか、ひとところにじっとしていないというか……。

　アネットがイノシシを引きずって村の中を行進すると、家々の、おじさん、おばさんが、歓かん声せいをあげる。こどもたちが、「きょうはお肉お肉だーっ♪」と歌いはじめる。

　アネットは狩かってきた獲物の肉を、いつも気前よく皆みんなに配っている。

　今夜の食しよく卓たくは、どこの家も「お肉山盛り」になるのだろう。

「あれぇー？　アネットが戻もどってきてるって、聞いてきたんだけどー？」

　ぼんやりとした声が聞こえてきて、顔を向けると──。

　村一番のレアキャラが立っていた。

　発明家のリリーだ。

　日の光の下で彼女を見かけることは、ちょっと珍めずらしい。

〝変人〟とウワサされるリリーだが、アネットとは仲がいい。

　親友が戻ってきたから、〝研究所〟から出てきたのだろう。

「ああ。そうだ。カイン君。ちょうどよかった。──ちょっと実験させてよ」

　リリーは「いいお天気ね」とでも言うような感じで、ぼくにそう言ってきた。

　実験？　実験かー。……内容にもよるよね？

「改造させてよ。改造」

　改造かー。改造はいやだなぁ。

「えー？　だめ？　なんならドリルつけてあげてもいいよー？」

　ドリルはカッコいいと思うけど。でもついちゃうのは、ちょっと困るかなー。

「ちぇ。ケチー。いいもん。池でカエル君つかまえて、改造するからー。三倍速く泳げるようになる改造。神経系を強化して……」

　リリーは、ぶつぶつ言いながら、夕ゆう陽ひの方向──研究所のあるほうに向かって歩いていった。

　うん。リリーはいつも通りだなぁ。

「あー！　そうだー！　カイン君ーっ！　あとで薪、持って来てねー！　もってきてくれないと、わたしー！　今夜ー！　暖だん炉ろが使えなくてー、凍こごえて死んじゃうよー！　そしたら寝ね覚ざめ悪いよーっ！」

　おっきな夕陽を背に、リリーは両手をぶんぶんと振ふって、三つ編みもぶんぶんと振っていた。

　ぼくは手を振り返した。

　さて──。みんなのところに持っていかなきゃならないから、まだ薪が足りないなー。
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　よーし。割ろう。ぼくは斧おのを振りあげると、振り下ろした。

　ぱっかん。ぱっかん。ぱっかん。

　日が暮れても、まだすこしだけ頑がん張ばって──。

　いつもよりもたくさん薪を割った。原木がなくなってしまうぐらいに頑張った。

　薪を背負って抱えて、持てるだけ持って──。皆の家々を回った。

　どこの家でも歓かん迎げいされて、ちょうど夕飯時だったものだから──「ごはん食べてけ」と誘さそわれたが、まだほかに届けるところがあるから、と、毎回断った。

　キサラのところでは「ババアと二人のクソつまんない食事を、あたしにさせたいわけ？」と、半ベソと共に引き留められた。

　目め尻じりに浮うかぶ涙なみだには、ちょっと心が動かされたものの──。キサラとオババの二人が、口では悪口を言いあってはいても、じつは仲が良いことを知っていたから──。

　じゃあね、と、手を振って帰ってきた。

　最後と、最後の一つ手前とに訪おとずれた、アネットとリリーのところでは──。

　飲みものと、ごはんをもらった。リリーがくれたのは、なんか珍しい透とう明めいなボトルに入った飲み物。リリーの新発明の「たんさんすい」とかいう飲み物をもらった。

　飲んだら感想を教えてと言われた。

　アネットがくれたのは、山ほどのお肉。

「いちばん美味おいしいところ」というのを、ぼくにくれた。

　どこも美味しいと思うんだけど。ありがたくもらっておいた。

　今夜はごちそうだー。

　家に帰って、ボトルを開けたら、蓋ふたが吹ふき飛んだ。

　水は「しゅわしゅわ」していた！　すごい新しん鮮せんな味だった！

　リリーすごい！　すごいすごい！

　お肉は、なんか食べたことのない肉味のするお肉だった！

　アネットすごい！　すごいすごい！
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「聞いたよ。聞いたよ」

　いつもの昼すぎ。いつものコープ村の大通り。

　ぼくがとことこと道を歩いていると、うわさおばさんが話しかけてきた。

　このおばさん。いつもうわさ話ばかりしている。ついたあだなが、「うわさおばさん」。

　うわさでは、三度のごはんより、うわさ話が好きだっていうんだけど……。その「うわさ」が本当なのか、聞いてみようかな？

「え？　なんだい？　あたしが、うわさ話と、ご飯と、どっちが好きかって？　そんなの決まってるじゃないかー」

　決まってるんだ。

「そんなことより、あんた？　聞いたかい聞いたかい？」

　うわさおばさんは、さっそく、うわさ話をはじめるモード。

　うわさ話と、ごはんと、どっちが好きだったのか、まだ、教えてもらってなかったんだけど……。

　聞いたかい？　──と、聞かれて、「聞いたよ！」って答えてしまうと、噓うそをついたことになってしまうので、ぼくは自動的に、首を横に振った。




　[image: →]［いいえ］




「あんた。アネットちゃんから、いちばんいいお肉、もらったんだってー？」

　うん。そう。

　たしか、そう言ってた。

「おいしかったかーい？」

　うん。美味しかった。

「愛情。た～っぷり、こもっていたかーい？」

　愛情はよくわかんないけど。

「なんだつまんないリアクションだね？　顔を赤くするとか必死に否定するとか、視線をキョドらせるとか、なにか、ないのかい？」

　最初のはロッカが得意で、二番目のはキサラで、三番目のは、それマイケルだよね。

「話は変わるけどさ。──あんた。聞いたかい聞いたかい？」

　だから聞いてないってばー。
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「なんだい。あんた。なんにも知らないんだね。そんなんじゃ、おばさんみたいな、立派な物知りには、なれないよ」

　うーん……。

　おばさんみたいな、うわさ話の物知りには、ならなくても、いいかなー……？
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「それはどっちの〝いいえ〟の意味だい？　おばさんみたく立派になりたい、って意味ならいいけど、逆のほうの意味だったら……、おばさんにも考えがあるよ？」

　ぼく、どうなるんだろう？

「あんたが三歳まで〝おねしょ〟していたことを、皆に言ってしまうよ？」

　ぼく、この村にやってきたの、五歳の時だけど。

「あれ？　そうだったかい？　もっとずっとずっと、昔、昔、ちっちゃい頃ころからいたような気がするんだけどねえ。……おばさんの気のせいだったかねえ？　じゃあ。……あれだよ！　あんた。よくマイケルとつるんで、ザリガニつかまえにいってるだろう？　つかまえてきたザリガニを、どうしているのか……。皆みなにバラされたくはないわね？」

　うん？　ザリガニ？　食べてるよ？　おいしいよ？

　油であげると、カリっ、パリってするよ？

「ふっふっふ。あんたがザリガニを食べていることを、皆が知ったら……」

　みんなのところにも、持っていってるけど？

「おばさんのところには、持ってきてくれないじゃないか」

　おばさんのおうち、村の反対側なんだもん。

　着くまでに、ザリガニ、なくなっちゃうんだ。

「ひどい。おばさんだけ、のけものかい。……あんたが、おばさんを、のけものにしているってこと。みんなに言いふらして回るよ？」

　それは困るなぁ。

　おばさんのこと嫌きらっているわけじゃないよ？　ほんとだよ？　ただちょっとめんどくさいなって思ったりすることはあるけど。でもほんのちょっとだけだよ？

「ザリガニって、おいしいのかねぇ……。おばさん、食べたことないのよねぇ……」

　おばさん。めんどくさいよ。

　キサラだって、もっと、ちゃんと言うよ。

「え？　なんだって？　おばさんのために、ザリガニ、獲とってきてくれるのかい？」
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　うん。いいよ。

　ザリガニ獲ってきてあげるよ。

　きょうはどっちかっていうと、森でドングリ拾いって気分だったんだけど。

　ザリガニでもべつにいいし。ドングリは明日あした拾いにいけばいいんだし。

　ところでマイケルしらない？

　マイケルは、ザリガニ獲りの名人なんだ。

　相棒なんだ。

　マイケルがいないと、獲れる量が、三分の二くらいになっちゃうよ。

「マイケルかい？」

　うわさおばさんは、にやり、と口元を歪ゆがめた。

「おばさんを誰だれだと思っているんだい？　マイケルだったら、この時間は、噴ふん水すいのところだね。通りがかる女の子のスカートを、水に映して覗のぞこうとしているところだね」

　キリッとした顔で、おばさんは言った。




　　　　◇




　ほんとかなぁ。

　いくらマイケルでも、そこまでは──と思いつつ。

　噴水のところに行ってみたら……。

　いた。マイケルいた。

　やってた。

　さりげないふりをして。やってたよ。




　　　　◇




　ぼくはマイケルと一いつ緒しよにザリガニ獲りに行った。

　山ほどのザリガニを獲ってきた。頑がん張ばったので、獲りすぎてしまった。

　今回は村のこっち側からじゃなくて、向こう側から配っていった。

　うわさおばさんのところにも、山盛りにしてきた。

　ちょっと気味悪がっているおばさんに、塩ゆですると美味おいしいよ、と言って、帰ってきて──。その翌日あたりには、おばさんはニコニコ顔になっていた。「あんな美味しいもんをこれまで食べなかっただなんて！　おばさん、人生の半分を損していた気分だよ」と、すごく感激していた。

　喜んでもらえて、よかった。こんどまた、もっといっぱい、獲りに行こう。

　アネットも誘さそって三人で行くかなー。

　アネットは名ハンターだから、きっとザリガニ獲りも、うまいはず。
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「ねー。カインくーん。コーヒーいれてー」

　リリーが言う。

　手元の細かなキカイから、顔もあげずに、ぼくに言う。

　ぼくは戸と棚だなを開けると、「青酸なんとか」と書いてあるビンを取り出した。

「こーひー」の粉はこのビンに入っている。

　これ。ほんとはやっちゃいけないことらしい。でも中身は「こーひー」だから平気だよー、と、リリーはニコニコ笑いながら言うのだけど。

　ぼくは、リリーみたいに「がくもん」をやってる「はつめいか」ではないので、なにがどう「いけないコト」なのか、よくわからない。

　リリーに教わったやりかたで、「こーひー」を淹いれる。粉はスプーンですりきり一いつ杯ぱい。

　これリリーが「じっけん」に使う器具だよねー、とか思いつつ、「ろうと」と「ろし」を使って、「びーかー」にぽたぽた、黒い飲み物を落としてゆく。

　この黒い飲み物には、頭を良くする効果があるらしい。

　……あれ？　ちがったっけ？　目が覚める飲み物だったっけ？

　まあとにかく、リリーのために、真っ黒な「こーひー」という飲み物を作った。

　いっぺん、ためしに飲んでみたことがあるんだけど。ものすごく苦くて、ぼくには一口でも無理だった。

　頭が良くなるのだとしても、こんな苦い薬を飲めるリリーは、すごいと思った。

　……あれ？　ちがったっけ？　目が覚める飲み物だったっけ？

　こーひー、どうぞ。

　ぼくはリリーの「けんきゅう」の邪じや魔まをしないように、机の端はしに、そっと「びーかー」を置いた。

「はーい。ありがと」

　リリーはちょっとだけ──、ほんの一いつ瞬しゆんだけ顔をあげて、こっちを見て、「にこっ」と微笑ほほえんだ。

　すぐまた目の前のキカイに目を落とす。

　そばかすの浮ういてる顔に、大きめのメガネをかけて、その奥の目をぱっちりと見開いて研究に向かっている。髪かみは三つ編みに編んでいて、椅い子すの背もたれの後ろに垂らしている。服も髪も研究が第一。ほかの子みたいに「おしゃれ」とかしてない。

「ねー。カイン君。そこのドライバー取ってくれるー？」

「そこ」というのも「どらいばー」というのも、よくわからなかったが。

　ぼくはがんばった。

　たぶん、この道具のことだろうなー、と、見当をつけるが……。

　三本あった。

　どれだろう？　どれが正解？

　えい、っと、フィーリングで決めて選んで──。

　リリーに渡わたすと──。

「ありがと」

　また一瞬だけ、笑え顔がおがもらえた。

　うん。正解だったもよう。

　ぼくはじつは、デキる男だったっぽい。倍率三倍を勝ち抜ぬいたっぽい。

　いつも研究をしているリリーとは、滅めつ多たに遊ばない。

　リリーが、たまに「研究ざいりょう」とかを獲りにきたときだけ、一緒にカエルを捕つかまえにいったり、変なキノコを採りに行ったり、珍めずらしいコケを採りにいったり、そういうことをして遊ぶときぐらい。

　だから今日は、ぼくのほうから、リリーのところに遊びに来た。

　そしたらリリーは、やっぱり研究をしていて……。

　なんか、ぼくは、お手伝いをさせられている……。

　楽しそうなリリーを見ていると、ぼくも楽しくなるから、まあ、いいんだけど……。

「ねー。カインくーん。おなかすいちゃったー。ごはんつくってくれるー？」

　いいけど。

　なに作ればいいのかな。

「サンドイッチ作って、作ってー。食べてるヒマー、ないのー。手が離はなせなくて」

　さんどいっち？　……なにそれ？

　とりあえずキッチンに向かう。

　リリーのおうちは、なんか大きい。それに作りが違ちがう。

　ドアと廊ろう下かを開けっ放しにして、リリーの声が聞こえるようにしておく。

「パンを薄うすく切ってー」

　がさごそ。パンを探した。ナイフも探した。

　そしてパンを切った。

「肉とか野菜とか、適当にパンにのせてー」

　のせた。

　適当……じゃ、よくないと思ったので、美味おいしくなるように、取り合わせを選んだ。

　センスを発揮した。

「味付けもしてー」

　味付けもした。軽く塩をふった。

　あとコショウなんて貴重品も、無造作に、大量に置いてあったので、ちょっと使った。

　さらに「まよねーず」とかいう、リリーのおうちにしかない秘伝の調味料で、しっかりと味付けをした。

　うん。レタスとトマトと、野菜の緑と赤のベッドの上に、焼いた鶏とり肉にくがのっかって、自分でもセンスよくできたと思う。

　これはおいしそう。

「そしたらもう一枚パンをのせてー。はさんで、はさんでー」

　はさんだ。

　よし！　完成だ！　「さんどいっち」とかいう食べものができた。

　パンで肉と野菜をはさんだ料理だ。なるほど。手が汚よごれなくて、食べやすそう。

　これもリリーの発明品？　──になるのかな？

「ああそうだー。カイン君の分も作ってねー」

　もう一個。同じものを作った。最初に言ってほしかった。

　リリーのところに持ってゆく。

　また一瞬だけの笑顔がもらえた。

　研究に没ぼつ頭とうしたまま、リリーは「さんどいっち」をぺろりと食べおえてしまった。

　こんどこそ本当に、帰ろうかなー、と思ったところで──。

「ねー。カイン君」

　リリーが呼び止めてきた。

　まだなにか手伝えることがあるのかな？

　ぼくは振ふり返った。

「ねー。カインくーん。このまま。ダンナさんになってー。それで一生、ゴハンつくってくれないかなー？」

　えー？　どうしよう？

　……ていうか。「ダンナさん」って、それ、なに？
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　ぼくはリリーに、「いいえ」と言った。

〝ダンナさん〟っていうのは、よくわかんなかったけど。なんか一生ゴハンを作るっていうのは、ちょっと困るなぁ。薪まき割わりしなくちゃならないし。

「ちぇー、だめかー」

　リリーは、からっとした顔で笑った。

　それから、ちょっと上うわ目め遣づかいになって、もう一度、ぼくに言ってきた。

「……わたし、お得だよー？　ゴハン作ってくれて、コーヒー淹れてくれるだけでいいんだよー？　わたしー、発明品で稼かせぐからー。一生、食いっぱぐれないよー？」

　薪割りの仕事をしていると、みんなが食べものをくれるよ。

　一生、くいっぱぐれないけど？

　あとリリー。発明家なんだから。ゴハン作ってこーひー淹れるキカイを作ればいいんじゃないかな？

「ちがうのー。人が作ってくれたゴハンが食べたいのー。洗せん濯たくする機械と、掃そう除じする機械だったら、ほら、作ってあるでしょ？」

　あるんだ。

「あるよー。だってわたし。天才発明家だもん。そのくらい作れるよー。ほら。床ゆかを歩いて掃除しているロボくんが、いたでしょ？」

　ネズミじゃなかったんだ。なんか小さいのが走ってたね。

「あれすごいんだよー。メモリは一キロバイトしか積んでないのに、適応知性によるランダムウォーキングで、どんな形の部屋でも、床の上のゴミの集しゆう塵じん率が、なんと九九・八パーセントなんだよ」

　うん。わかんないけど。すごいんだね。

「……ということで、ダンナさん。なってよー」

　さっきも言ったよ。答えは「いいえ」だよ。

「ちぇ。諦あきらめるかー……。まあ。もう何年かしたら〝結びの儀ぎ〟がくるから。そしたら抽ちゆう選せんで、わたしとあたるかもしれないしー。そしたら、ダンナさんになってくれるよね」

　なにそれ？　なんとかの儀って、なに？

「カイン君、わたしのこと、好き？」

　うん。好きだけど。

「あはははは。その好きじゃなくてー。フローラがマイケルを好きなみたいに、好きって意味だよー」

　それだと違うかな？

　……あと、マイケルがフローラを好きなみたいだと、もっと違うかな。

「でしょー。だから、わたしと当たるかもしれないよー。まあ村長さん次し第だいだけど」

　よくわからないよ。

「ね？　これからも、たまに遊びにきてくれる？　ゴハンつくってくれる？」

　うん。たまになら。

　でもリリーもたまに外に出たほうがいいと思うよ。

　ぼくはリリーにぺこりとお辞儀して、池のなかのおうちをあとにした。
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　午前中の薪割りの仕事をおえて──。

　今日は、ぼくは、教会に向かっていた。

　ユリアさんのところに遊びに行こうとしていた。

　このあいだ。うわさおばさんに言われたのだ。「あんたって、いっつも、マイケルとばっかり遊んでいるね」──と。

　べつにそんなわけでもないんだけど、たしかにマイケルと遊ぶことが、いちばん多いかもしれない。マイケルが誘さそいにくるからなんだけど。おばさんに言いつけられている、ヤギの乳しぼりの仕事をサボりたいだけなんだけど。

　それで──。うわさおばさんから、「へんな〝ウワサ〟が立っているよ」と言われた。

　へんな〝ウワサ〟ってどんな〝ウワサ〟なのか、うわさおばさんは教えてくれなかった。

　てゆうか。この村で、うわさの発信源っていったら、ぜったい、うわさおばさんだよね。

　どんな「へんなウワサ」かわからないけど、マイケルとばかり遊んでいると変なウワサが立つみたいなので、ほかの子と遊ぶことにした。

　昨日はリリーのところに行った。遊んだ……というよりも、こーひーを淹いれてゴハンを作った。あれは「遊んだ」ことになるのだろーか？

　そして今日は、ユリアさんのところに遊びに行こうとしている。

　ユリアさんとは、昔は遊んだ覚えがある。

　四つ年上のお姉さんなんだけど、ぼくらにつきあって、色々な遊びをしてくれた。四つも年上のお姉さんが、本気を出したら、オニごっこをやっても、すぐに捕つかまえられてしまうはずだから……。

　あれはきっと、手加減してくれていたんだと思う。

　ぼくやマイケルは、もう十二歳になって──。ユリアさんは体が重たくなったのか、脚あしは以前よりも遅おそくなった。

　オニごっこは、たぶん、もうできない。ぼくらの側が手加減しなければならない。マイケルが言うには、「おまえそれ絶対ユリアさんに言うなよ？」って、なるんだけど……。なんでだろう？

　最近はユリアさんと遊ぶことはなくなった。「少なくなった」──ではなくて、完全になくなった。なんでだろ？

　ユリアさんは、ぼくらよりも四つ年上だから、いま十六歳。

　ふつうだと〝ケッコン〟とかして、二人で、同じ家で暮らしているぐらいの年ねん齢れい。

　ん？　ちょっと遅い？　十五歳くらいで〝ケッコン〟とかしてる？　ふつうは？

　教会につくと、ぼくは、窓にとりついて、中を覗のぞいた。

　──いた。ユリアさんが。

　しばらく待っていたが、ユリアさんはこっちを見ない。

　そうだよね。いつもマイケルと一いつ緒しよだから、「ユーリーアー、さーん」と声をかけるのは、マイケルの役目。

　そうするとユリアさんは振り返ってくれる。決して嫌いやそうにではなくて、普ふ通つうに、笑え顔がおで振り返ってくれるんだけど……。

　ぼくは自分で言うのもなんだけど。あまり喋しやべらないほう。

「はい」と「いいえ」だったら自信があるんだけど。それ以外のことを言うのは、ちょっと苦手……なわけでもないんだけど。あんまりしないほう。

　……できないんじゃないよ？

　小石でもぶつけたら、ユリアさん、気づいてくれるだろうか。

　小さな石でも、ぶつけちゃだめだろうか。マイケル呼んできたほうがいいのかな。

　どうしよう？

　ぼくが窓まど枠わくにとりついて、ずっと考えていると……。

　ユリアさんが、はぁ、と、大きなため息をついた。

「はぁ……。今年も終わっちゃったわね……。〝結びの儀〟……」

　そういえば、なんだか最近、村は賑にぎやかだった。

〝ケッコン式〟というのが、教会で何回か行われた。ぼくらよりだいぶ上の年のお兄さんとお姉さんとが、〝ケッコン〟とかゆーのをやっていた。

　何組も、何回もやってた。

〝ケッコン式〟とゆーのは、聞いたこともないし、よく知らなかったが……。

　おいしいご馳ち走そうを、みんなで食べる、お祭りみたいなものってカンジで……、たぶん、間ま違ちがっていないと思う。

　うん。間違ってないよ。そこ……。わりと自信ある。

　あと。〝ケッコン式〟では、踊おどりをする。〝ケッコン〟した二人が主役で、真ん中で踊る。みんなはその周りで、大きな輪を作って踊る。

　踊るのは楽しい。

　つまり〝ケッコン式〟というのは、食べて踊って、楽しいお祭りで。

〝結びの儀〟っていうのは、その〝ケッコン式〟をまとめて集中的にやることなんだろう。

　うん。間違ってないよ。たぶんあってる。そこ……。わりと自信ある。

「いっぱい。いっぱい。結けつ婚こん式を執とり行ったわよね……」

　ユリアさんはそう言った。うん。いっぱいやったよね。

「はぁ……、人の結婚式ばかり……、はぁ……」

　そこでまた、ユリアさんは、大きなため息をもらした。

　なんでだろ？

「去年だって……、それから今年だって……、なんでわたしだけ……」

　ぼくはユリアさんのひとりごとを、じっと聞いた。

　そこにヒントがあるに違いない。

「ま……。まあ、シスターですからっ。〝結びの儀〟のお相手に選ばれたって困ってしまいますしっ。去年だって今年だってっ、村の男性と女性の人数が合っていないのですからっ。女性のほうが一だけ多くて……、だから、誰だれかがあぶれるのは、仕方のないことだと思うんですけど……。でも村長さんも、なにか一言くらい、相談があってもいいのに……。もうっ」

　わるいのは村長さんらしい。

　テーブルに肘ひじをついて、深く落ちこんでいるユリアさんは、前に倒たおれこんでいってしまいそう。

「あれってほんとなのかしら？　ユリアちゃんは美人すぎるから避さけられちゃうのよー……、って、あの話って……」

　ユリアさんが〝びじん〟かどうかは、ぼくには、ちょっと判定できない。

　そもそも〝びじん〟って、どんなんか、よくわからない。
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「いやだわ。わたしそんなに美人じゃないのよ。ちょっとキツネ目だし……、眉み間けんにすぐ縦たて皺じわ寄っちゃうし……、そういうときのカオって自分でも怖こわいくらいだし……」

　キツネはわからない。

　ユリアさんが怒おこって、眉間に縦皺を寄せたときのカオは……。

　うん。こわいね。

　マイケルが言うには、おしっこ、チビっちゃうくらいだよね。

「わたし……、もっと、親しみやすい感じになったほうが……、いいのかしら？　シスターだから。あんまり、愛あい嬌きようを振ふりまいていたらいけないと思って……」

　ユリアさんは親しみやすいと思うんだけど。笑顔が優やさしいと思うんだけど。

「はぁい♡　あたしぃー、ユリアですぅ♡　みんなとー、なかよくー、したいのねー♡　おともだちになってー、くえゆー？」

　なんか子供っぽい感じで、ひとりごとが、きた。

「だめね……。これじゃ、頭がわるい子ね……」

　ユリアさんは自分でダメ出しをしている。

　いまのちょっと、カワイイ感じだったけど？

〝びじん〟はわからないけど、〝かわいい〟は、ちょっとわかる。

　うん。ちょっと自信がある。

〝ほっとくとヤバい〟──って感じなのが、〝かわいい〟でいいんだよね？

「ハーイ♡　あたい。ユリア。……おにいさん、ちょっと遊んでいかなーい？」

　なんか気さくな感じが、きたー。

「だめよ……。これじゃ、あやしい商売の女の人よ……」

　そうかなー。意外性があって、いい感じだと思ったんだけど。

「わたし……、ひょっとして、辞退されていたんじゃないかしら……。結びの儀ぎで結婚する相手って、〝この人と〟っていう希望は聞いてもらえないけど、〝どうしてもこの人はだめ！〟ってほうだと、聞いてもらえるっていうし……。ひょっとして……。もしかして……。わたし……、〝あいつとは絶対ムリ！〟……って、そう言われてたんじゃあ……。去年も……、今年もっ……、二年連続でっ……」

〝ケッコン〟ってあいかわらず、よく、わかんないんだけど……。

　ユリアさんが〝ムリ！〟ってことは、たぶん、ないんじゃないかな？

　一緒に踊るのがムリなわけはないし。一緒に暮らすのもムリなはずないし。

　ユリアさん。考えすぎだよ。

　ぼくはそう言ってあげたかったが……。「はい」か「いいえ」でないと、ちょっとムリ。

「ああ。主しゆよ……」

　ユリアさんは、ついに、祈いのりはじめた。

「主しゆよ……。わたしは結婚できるのでしょうか？　どこかに、わたしと結婚してもいいって人……、いないかしら……？」

　あっ。これ。「はい」か「いいえ」で答えられる質問だ。

「はい」って言ってみますか？
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「はい」

　ぼくは言った。

　ユリアさんが、「わたしと結婚してもいいって人、いないかしら？」って言っていたので、「はい」って言ってみた。

「えっ……？」

　ユリアさんが、ぎょっとした顔になって、振り返る。

　ぼくは、ひらひらと手を振ってみた。

　気分的には「やっほー」って感じだが。ぼくは無口な、ないすがい（？）──なので、ちょっとだけ微笑ほほえんで、手を振るだけ。

「え？　えっと……、カインさん？　い、いつから……、そ、そこに？」

　聞かれた。ぼくは腕うで組ぐみをしてかんがえた。

　遠い昔のことをかんがえる。

　数分前とか、けっこう、ぼくにとっては大昔の出来事。

　……たしか。

　ユリアさんが、「今年も終わっちゃったわね……」とか言ってたあたりだったっけ？

「あ、あの……、その……、わたくしが、さっきから……、つぶやいていたことは、だから、そのつまり……」

　あれ？　ユリアさん。いま「わたくし」って言ったよ？　さっきまで「わたし」って言ってたのに。ああそうか。ひとりだと「わたし」になるのか。それで誰かのまえでは「わたくし」になるんだ。

　……でも、なんでだろ？

「ええと……、ええと……、わたくしは、べ、べつに……、結婚に憧あこがれているわけでも、ましてや、なんで人の結婚式執り行っているの、自分が結婚できないのにとか、羨うらやんでいたりするようなことは、決して……。か、神に誓ちかってもいいですっ！」

　ユリアさん。それ神に誓っちゃうと、アウトだと思うよ。

「こ、この場合の誓いはっ！　い、戒いましめです！　自分のできないことを、断固たる決意をもって事実のように言うという用法も、認められています！　経きよう典てんの第五三七二頁ページにも書いてあります！　〝汝なんじ、できないことを、やる、って言うのも、いいんじゃね？　神様、それ、カッコいいと思うよ？〟──って！　わたくしは、ししし、シスターなんですからっ。詳くわしいんです！」

　そうなんだ。いいんだ。

「でもあのその、あの、さっき、〝はい〟って聞こえてきたんですけど……。言いましたよね？　それって、あの、つまり……？」

　ああ。うんうん。そうそう。

　ユリアさんが〝ケッコン〟してもいい人が、どこかにいないかって悩なやんでいたから。

「じゃあ、ぜんぶ……？　あのほんとにぜんぶ……？　聞いてらした？」

　ああ。うん。

　たぶんあれで、ぜんぶだよね。

　ぼくはもういちど、力強くうなずいた。
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　ぼくがそう答えたら、ユリアさんは……。

「き……」

　……き？

「い……」

　……い？

「い──！　や──！　あああああ───っ！」

　クッションが飛んできた。カゴが飛んできた。

　ペンも飛んできた。これちょっと危ない。先せん端たん尖とがってる。

　果物が飛んできた。キャッチして窓まど枠わくに置いた。

　燭しよく台だいが飛んできた。これほんとに危ない。角が尖ってる。

　もう投げるものがなくなって、ユリアさんが、テーブルをがたがた揺ゆらしにかかっているので、そこらでぼくは退散することにした。じゃないと本当にテーブルまで投げてきそうだった。ユリアさんはそのくらい慌あわてていた。パニックになっていた。

　ぼくは一目散に、ぴゅーっと逃にげた。

　ケッコンの話。うやむやになっちゃったけど……。

　ま。いっかー。

　でも〝ケッコン〟って、いったい、なんなんだろ？

　してみたらわかると思ったんだけどな。
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「え？　ケッコン……って、わかるか、ですか？」

　ロッカはきょとんとした顔で、そう聞き返してきた。

　かじりかけのクッキーが口元で止まっている。

　あのクッキー、いつまでそこにあるのかなー、なんてことを思いつつ、ぼくは自分も何枚目かのクッキーに手を伸のばした。

　お茶を飲む。

　ロッカの淹いれてくれるお茶は、なんか、そこらに生えてる草とか葉っぱを煮に出だしたもの。

　村の人たちは飲んでないから、ここに来ないと飲めない。

　美味おいしいかというと、うーん？　って感じだけど。なんか、やみつきになる味だった。

　ロッカの出してくれるクッキーは、どんぐりクッキーだ。

　つくりかたは、森に行けばいくらでも落ちてるドングリを拾ってきて、石で潰つぶして粉にする。それを固めて焼く。焼きあがったら、そこに木の実をトッピングして、できあがり。

　これも村だと誰だれも作ってないから、ロッカのところに来ないと、食べられない。

　なんでみんな作らないんだろ。おいしいのに。

　ロッカは、ぼくが遊びにくると、いつもこのクッキーを出してくれる。

　ぼくが一枚食べて、二枚食べて、何枚か食べるまで、自分はぜったいに手を出さない。今日は五枚目くらいで、ようやく、自分でも一枚を手にとってくれた。

　その一枚は、いま半分になったまま、ロッカの口くち許もとのあたりで、まだ止まったまま……。

　あ……。ようやく、いま、動き出した。

「あの……、えっと……、よくわかんないです。ごめんなさい」

　そっかー。ロッカにもわかんないのかー。

　だよねー。むずかしいよねー。

「ケッコンした人たちって……、なんか……、一いつ緒しよに暮らしてますよね？」

　うん。暮らしてるよね。

　あと一緒に踊おどることも、ケッコンっていうらしいんだよね。

「踊りですかぁ。おどり……。いいなぁ」

　ロッカは、なんかうらやましそうにそう言った。

　そういえば、このあいだ、村でやっていた〝結びの儀〟のときの、連続ケッコン式のときにも、ロッカは、まわりの人の輪の中にいて、踊ってなかったっけ。

　一人、ぽつんと、立って、にこにこ笑え顔がおで、ケッコンする人たちを見守っていたっけ。

　ぼくは、ロッカに──。

　いっしょにあそぼー、踊ってあそぼー、って、誘さそいに行こうとしたんだけど。

　途と中ちゆうで、キサラにつかまっちゃって一緒に踊った。キサラの次はマリオンで。そのつぎはアネットとリリーで……。

　ロッカのところまで辿たどり着く前に、ケッコン式、おわっちゃってた。

　あのときは踊れなかったけど。

　ロッカが踊ったことなくて、踊りたいなら、べつにいまでもいいよね。

　ロッカ……。おどる？

「え？　なんですか？　え？　……いま、おどるかって？」

　ぼくは、うなずいた。
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「えっ？　えっ？　そんな……、いいですよぅ。わたしなんか」

　ロッカはすぐそれを言う。「わたしなんか」って言うんだけど。

　この世に「なんか」なんて扱あつかっていい人はいない。

　それを教えてあげたいんだけど……。ぼくは口ベタだから。ロッカをおどりに誘った。

　立ちあがって、手を差しのべる。

「あの。えっと。……どうしても？」
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　もちろん、「はい」。ここは「はい」。どうしても「はい」。

　ぜったい。おどるよ。

　ぼくの決意が伝わったか……。

　ロッカは、恥はずかしそうにうつむきながらも、手だけをあげて、ぼくの手に自分の手を重ねてきた。

　手を引いて、ロッカを立ちあがらせる。

　二人でおどった。

　ロッカの木の上のおうちは、あまり広くなくて……、おどるには、ちょっと狭せまかったけど。壁かべの端はしから端まで、いっぱいに使って、ロッカとおどった。

「あはは……、あはははは！」

　ロッカが、笑っている。

　いつも遠えん慮りよしがちの彼女が、こんなにもはっきり笑うのは、はじめて見た。

　ベッドにつまずいても、笑う。

　戸と棚だなにぶつかって、物が落ちても、笑う。

　ずいぶんおどって、だいぶ疲つかれて、おたがいに汗あせびっしょりになって──。

　ようやく、おどるのをやめた。

　二人で、すっかり冷めちゃったお茶を、ごくごくと飲み干した。

「あ。そうだ。わたし。ケッコンについて──、もうひとつ知ってることがありました！」

　額に汗を残した顔で──ロッカは、ぼくにそう言ってきた。

　さっきまで激しく動いていたから、息も、ちょっと荒あらい。

　手を前について、ぐっと身を寄せてきて──。

　顔をぼくに近づけてきて──。

　ロッカは言う。

「ケッコンして、一緒に暮らすと、そのうちコウノトリさんが、赤ちゃん運んできてくれるそうなんです」

　ほー。へー。はー。

　そうなんだ。

「あと。畑仕事をしている人の場合は、キャベツのなかから現れることもあるそうです。大きなキャベツがあったら、その葉っぱをぱかっと開くと、なかにいるそうで──」

　ほー。へー。はー。

　そうなんだ。

「でもわたしたちの場合だと、畑仕事やってませんから。コウノトリさんのほうですよね。どこのトリさんのおしごとなのかな……。こんど聞いてみようかな？」

　ロッカは動物と話ができる子。コウノトリとも、もちろん、話せる。

　だけど。これまでの人生の疑問が、突とつ然ぜん、解決した気分だった。

　赤ちゃんって、どこから湧わいてくるんだろ、って思ってたけど。

　そうなんだー。

　ほー。へー。はー。

　ロッカって物知りだね。すごいね。

「そんな……、すごくなんて……。ないです」

　ロッカは赤くなると、そう言った。

　だけど……。ケッコンについては……。

　わかったような、わからないような……？

　でも、ロッカに教わったことで、ひとつ、新たな事実が判明した。

　ケッコンすると、赤ちゃん育てることになるのか。

　なんか大変そうだなー。

　赤ちゃんって、口もきけないイキモノだもんなー。

　でも五年も育てると、自分で立って歩くし、口もきくようになるし、仕事だってするよね。ぼくは五歳から薪まき割わりの仕事で自立してたし。マイケル……は、ヤギの乳しぼりサボりまくりだったけど。いまでもサボってるけど。

　赤ちゃんは、五年も育てるとニンゲンになるのか。

　五年くらいなら、そんなに大変でもないかな？

「カインさんって……、赤ちゃん……、好きですか？」

　ロッカがぼくに聞いてくる。

　一緒に暮らすと、赤ちゃんが届くらしい。
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「え？　はい、ですか？　え？　赤ちゃん育ててみないか？　……ですか？　あっ……？　でも、そうすると。一緒に暮らさないといけないんじゃないでしょうか。コウノトリさんも、一緒に二人、暮らしているおうちにでないと、運んできてくれないみたいですし……。ええと……。そうしたら、まず、コウノトリさんに知らせたほうがいいのかな……？　んっと……、んっと……」

　ロッカは、一いつ生しよう懸けん命めい、考えている。

　ぼくは待った。

　ロッカは物知りだ。「赤ちゃんコウノトリ説」を知っていたのはロッカだった。

「あ──、コウノトリさん！」

　中空を見上げて、ぼうっと考えていたロッカが、急に大きな声を張りあげた。

　どこを見ているのかと、目線を追うと──。窓辺を見ていた。外。空。

　鳥が優ゆう雅がに飛んでいる。

「コウノトリさーん、コウノトリさーん！　こっちこっちー！」

　窓辺に駆かけ寄ったロッカが、ぱたぱたと手を振ふる。

　鳥は翼つばさを振って返事をすると、ぐるーっと大きく旋せん回かいして、こっちに来た。

　窓辺に着陸して、窓まど枠わくのところに留まっている。

　ロッカは動物と話ができる子だ。もちろん鳥とだって話せる。

「あの。ちょっと待ってくださいね。いまコウノトリさんに、聞いちゃいますから」

　ぼくに向かってそう言って──。

　そして、鳥に向かって──。

　ぴーちく、ぱーちく。

　鳥語（？）を話しだした。

　身振り手振りもまじえて、ボディランゲージ。

　鳥のほうも、まるで言葉が通じているかのように──通じてるんだけど──。

　首を上げ下げしたり、くちばしを開いたり閉じたり、翼を広げてぱたぱたやったり、くけー、けっけー、と、あまり聞かない鳴き声をあげてみたりと、リアクションを返してきている。

　すごい。話。通じるんだ。

「くけーっ、けっけっけ……」

　最後に大きく鳴いたあと──。

　鳥は、羽ばたいて、飛び立っていってしまった。

「……笑われちゃいましたー」

　どうして？

「赤ちゃん。運んでなんかいないって……。あと。赤ちゃんは、運んできてもらうものじゃなくて、自分たちで作るものだって。動物さんたちは、みんな、そうだって。そんなへんな話を作ってるの、人間だけだって。……そう。言われちゃいましたー」

　ロッカは、そう言った。

　なんか、へこんでいるみたい。

　鳥に笑われちゃったからかな？

　そういえば、赤ちゃんって、持って来てもらうんじゃなくて、作るって言ってたよね？

　どうやって作るんだろ。

「え？　赤ちゃん……、どうやって作るか聞いてるか……、ですか？」

　うん。そう。

　どうやって作るの？

　運んできてもらうのが、だめなら、自分たちで作ればいいんじゃない？

　赤ちゃん作ってみよう。
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「……だ、だめっ！　だめですだめっ！」

　なんで？
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「だ──だめっ！　だめですーっ！　だめーっ！」

　ばっしーん、と、ほっぺを引っぱたかれた。

　そのままぼくは、勢い余って、窓から落っこちてしまった。

　ぴゅーっ、と、落ちた。

　ロッカのおうちは、木の上にある。高いところにある。

　下は灌かん木ぼくと芝しば生ふだったから、助かったけど。

「か──!?　カインさん!?　だ、だいじょうぶですかっ！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　そんなつもりなんてなかったんです！　叩たたくつもりなんて──！　ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　木の上の窓から身を乗り出して、ロッカが叫さけんでいる。

　あー、びっくりしたー。

　ロッカも、ぶったりするんだなー。

　でも、なんで、ぼく、ぶたれたんだろ？

「だってだってだって！　カインさんが──へ、へんなこと言うからっ！」

　へんなことを言ったかららしい。

　でもなにが変だったんだろう？

　青い空を見上げながら、ぼくは、ぼんやりと考えていた。

　空はどこまでも青かった。

　この空がどこまで続いているのか、いつか、確かめてみたいな。
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「うっへー！　ロッカに言ったのかー!?　赤ちゃん作ろうって!?」

　うん。そう。

「うっへー！　すげえ！　そんけーする！　よく言ったなー！　よく言えたなー！　すごいなおまえ！　やっぱり、おまえ、勇者だなー！」

　勇者とかじゃないよ。

　ただの村の薪割りだよ。

「だいたいおまえ。〝はい〟と〝いいえ〟しか言えないくせに、どうやって、言ったんだよー？」

　言えないわけじゃないよ？　言わないだけだよ？

　そーゆーの、くーるで、だんでぃな、ないすがい、……だったっけ？　そういうらしいよ？

「──んで、引っぱたかれたと」

　うん。そう。

　なんで、ぶたれたのかなー？

　マイケル、わかる？

「そりゃあたりまえだろ。当然だろ」

　そうなの？

「あったりまえじゃん。俺がもしも仮に、フローラにそんなこと言ったとするじゃん？　そしたら、ぶたれるどころじゃすまないぜ？　ぜっこー、されるな。ぜったいだな。口きーてもらえなくなるな。けいべつされて、嫌きらわれちゃうかもしれないな……、あわわわっ！　俺！　フローラに嫌われちゃったら、どうしようどうする!?　生きていけない!!」

　安心しようよ。ぼくの話だから。マイケルの話じゃないから。

　マイケルがフローラに嫌われたりすることは、ないんだから。

　フローラに嫌われたらマイケルが生きていけないってところには、ちょこっと、同意するけど。

「いやー。いくらおまえでもー。アウトだろー。〝赤ちゃんつくろう〟はー、さすがにアウトだろー。俺なんて、フローラに、おっぱいさわらせて──とか、ジョークで言ってみただけで、張り手どころか、グーぱんち、きたぜ？　はなぢ、でたぜ？」

　いやおっぱいはいま関係ないよね。

「いや。関係は大アリだ！　大アリだ！　大アリなはずなんだ……。大アリだと思う……。大アリだといいなぁ……。なぁ、おまえ、どっちだと思う？」

　あるの？　ないの？　どっちなの？

　聞いてるの、ぼくなのに、なんでぼくのほうが聞かれてるの？

「おっぱいは、きっと、ぜんしょうせんのはずなんだ……。そのはずなんだ……」

　なに言ってるか、わからないよ？

「俺だってわかんねーよ！　おまえ十二歳のガキに！　なに期待してんだよ！」

　マイケルにはあんまり期待してないよ。

「わかりたいなー。そのうちわかるのかなー。おまえだって、そうだろ？」

　なにが？

「だから！　……その、お、お……」

　お？

「おっ……、おっ……」

　おっ？

「だからっ！　お……、おっぱ……」

　おっぱ？

「もう！　わかれよ！　ぜんぶ言わせんなよ！　おまえだって！　おっぱいもみたいんだろ！　──って、そう言ってんの！　空気読めよ！」

　それさっきマイケル大声で言ってたよ？　なんで恥はずかしがってるの？

「だからおまえはどうなんだよ？　おっぱい、もみたいのかよ？　もみたくないのかよ？」

　マイケルは直球できた。ぼくに質問してきた。

　うーん……？　ぼくは……？
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　うーん。……二択たくか。

　おっぱいを、もみたいか、もみたくないか、という、深遠な二択が、ぼくのまえにつきつけられた。

　うーん。……どっちだろ？

　そんなに、もみたいわけでもないんだけど。ぜったい、もみたくないか、っていうと、そんなわけでもないし。

　うーん……。迷った。

　迷ったので……。

　ここは、〝天の声〟に従ってみることにした。

　これまでも迷ったときには、〝天の声〟に従うことにしている。それでだいたい、うまくいってる。カエルになっちゃったこともあったけど。

　うん。ここは。七一パーセントぐらいで、「はい」かな。

　なので、ぼくは、マイケルに「はい」って言ってみた。

「うおーっ!!」

　マイケルは雄お叫たけびをあげた。

　なんでかマイケル。この手のことになると熱くなるよね。

「やっぱりおまえもそうだったかー！　いやー！　安心したぞ──っ！　もし〝いいえ〟とか言われたら！　俺！　どうしようかと思ってたーっ!!」

　それほど？

「まあ。そうだよな。うんうん。だよなー。もんでみたいよなー。おっぱい。……となると。問題は。誰だれに揉もませてもらうかだ」

　あれ？　なんか変な話になってない？

「おまえの場合……。いちばん勝率高そうなのは、やっぱ、あいつだよなー。……でもあいつ、おっぱい、あったかなー？　すこしはあったかなー？　じゃあいいのかなー？」

　マイケルは腕うで組ぐみをして考えている。

　むずかしい顔になって考えているが、きっと、考えていることは、むずかしいことではないと思う。

「あいつがいいぞ。あいつにしろよ。あいつ。おまえにベタ惚ぼ……ううんっ！　おまえを大切なトモダチ！　──だと思ってるからなっ！　おまえの頼たのみ事なら、なんだって聞くぜー！　ぜったいだぜー！」

　あいつって、誰？

「じゃあ！　あいつにしろよなー！　ぜったいだぞー！　そしたら！　結果、報告するんだぞー！」

　マイケルは、ぼくの背中を、ばしばしと叩いてきた。

　ぼくは送りだされた。

　でも……。

　あいつって、誰なんだろ？
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　あいつ、って、だれなのか、わからないまま……。

　ぼくは、とことこと、村の中を歩いていた。

　だれなのかなー？　ちゃんと聞いてくればよかったかなー。

　リリーとユリアさんとロッカの三人は、まず、ちがうよね。

　リリーには、「ダンナさんになってくれる？」と聞かれて、「いいえ」と答えてしまった。彼女の頼みごとを聞いてあげなかったのだから、こっちの「おっぱいもませて」という、ぼくの頼みごとも聞いてもらえないと思う。

　ユリアさんは、「ダンナさんになる」とたぶん同じ話の、ケッコンの話で悩なやんでいて、そのひとりごとを聞いていたら、いっぱい、ものをぶつけられて追い払はらわれたので、そーゆー関係の話は、きっとだめなんだろうと思う。

　ロッカは、ケッコンの先にある（のかな？）、赤ちゃんつくろ、の話題で、ばっしーんと、力いっぱい、ぶたれてしまったので──これも、ないよね。

　ほかの子で、頼みごとを聞いてくれそうな子というと──。

　ぼくは、とことこと、村はずれの魔ま法ほう屋に向かって行った。




　　　　◇




「なに？　何の用よ？」

　魔法屋の店先で、店番をしていたキサラは、顔をあげると、いつもの目付きで、ぼくを見てきた。

　半分閉じられた目は、あれは眠ねむそうなんじゃなくて、「クールな感じ」なんだって、このあいだ言ってた。魔女というのは、頭が良くてクールで、ちょうぜん？　──とかいうカンジに、していないと、だめなんだって、キサラは言ってた。ふつうにしていても、キサラはキサラなんだけどなー。

「あんたどうせ、用もないのに、また遊びに来たんでしょ」

　キサラは言う。

　ううん。今日は用事あるよ。ちゃんとある。

「薪まき割わり小こ僧ぞうは、気楽でいいわよね。いい年して、子供みたいに遊んでて。セミつかまえたー、バッタつかまえたー、カエルつかまえたー、とか、バッカみたい」

　キサラは言った。

　昔はキサラも、一いつ緒しよに虫むし捕とり行ってたんだけど。

　カエル捕りは、もっと大好きで──。キサラのカエル魔法のルーツだったりする。

「なによその笑い。──べべべ、べつに！　うらやましくなんてないんだからね！　ただ！　これ！　この服！　この服みなさいよ！　魔女服！　これ、たっかいんだから！　お小こ遣づかい貯ためて旅商人さんから、ようやく買ったんだから！　そんなくだらない遊びなんかをして、だめにしちゃったら、ばかみたいでしょ？　だからやれないの……、じゃなくて！　やんないの！　わかりなさいよ！　わかれ！」

　その服、脱ぬげば、いいんじゃないかな？

　じゃあ。川いこうよ。川。川で泳ぐなら、服脱いで、遊べるよ。

「ばばば！　うわばか！　なに言ってんのよ！　このヘンタイ！」

　また知らない言葉がでてきた。──〝ヘンタイ〟って、どんなことだろう？

「そ、そ、そ、それでっ！　──なんの用なのよっ!?　カエル捕りには行かないし、川になんて！　もっと行かないからねっ！　どうせハダカみたいだけなんでしょ！」

　ハダカ？　ハダカは、いま、関係ないよ？

　そうそう。

　おっぱい、もみに、きたんだっけ。キサラに頼みにきたんだっけ。

「え？　なに？　おねがいがあるって？　……な、なんなの？　とりあえず、言うだけ言ってみなさいよ。──ま。聞いてあげるかどうかは、あたしの気分しだいだけどね」

　キサラは髪かみを払って、そう言った。すっかり、いつものキサラに戻もどった感じ。

　さっきまで、いろいろと慌あわてていて、地が〝はみだして〟いたけど。

　ぼくはキサラに伝えた。

「は？　おっぱいもみたい？　マイケルがそう言ってた？」

　うん。そう。

「──ったく。あのエロガキ。クソガキ。またバカなこと言ってるのね。手をニギニギさせて、ヤギのおっぱいじゃなくて、本物を、もんでみてー！　って、このあいだ叫さけんでたわよ。ああいうの、嫌きらわれちゃうから、カインは真似まねしちゃだめよ？　──ったく。カインにうつるっつーの。やっぱマイケル。カエルにしとこうかしら。きまりね。きまり」

　あれ？　なんか勘かん違ちがいされてない？

　マイケルが言ってたって話じゃないよ？　──それはいつものことだけど。

　ぼくが、もんでみたいっていう、話だよ？

「[image: え゛]……？」

　キサラは、固まった。

　しばらく、氷のように固まっていたが……。やがて溶とけて、ちょっとだけ、動いた。

「……まっ。ま……、まさかとは……、おもうけどぉ……？　か、カイン？」
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「か、カインが……、も、も、も……、もみ、もみっ……、も、も、も……」

　がんばって。キサラ。

「も……もみたい……、って、そ、そういう話……、なのかなぁーっ？」

　キサラはようやく言えた。

　ぼくは、力強く、うなずいた。
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「あ、あ、あ……、あた……、あたしの……？　あ、あたしの……、お、お、おっぱい……、も、もみたいって……い、い、い、いってる？　いっちゃってる？」

　うん。言ってる。

　マイケルが、キサラなら頼めば、もませてくれるって、そう言ってた。

　……言ってないか。

　マイケルは、〝あいつ〟って言ってただけだっけ。〝あいつ〟っていうのが、キサラなのかどうかは、それは、頼んでみればわかることで……。

　もませてくれたら、キサラだったっていうことが、わかるよね。

　結果的に。

「あたしで……、いいの？」

　だれでもいいんだけど。

　キサラがいちばん、しょうりつ？　──それが高いって、マイケル言ってたよ。

「ねえおねがい。〝はい〟か、〝いいえ〟で答えて。……あたしのおっぱい、もみたいの？　あたしでいいの？」

　ぼくの得意な二択たくだった。

　ぼくは……。
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　ぼくは、キサラに「はい」と答えた。

　キサラでいいに決まっている。キサラのほうが「いい」って言ってくれるなら……。ぼくは、ぜんぜん、キサラでよかった。

　驚おどろいたように、まんまるく見開かれたキサラの目が──瞳ひとみまではっきりと見えて、きれいだった。

「じゃ、じゃ、じゃあ……、い、い、い……、いいけどっ……」

　キサラは言った。

　ぼくは魔法屋の店先のカウンターを、ひょいと、乗りこえて、中に入った。
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「えええええっ！　ちょちょ！　こ──!?　ここでえぇ!?」

　うん。そう。

「えっ！　あっ──あのっ！　い、いまっ？　あとでじゃなくて──いまなのっ!?」

　うん。いま。

「あ──あとであとでっ！　ここじゃなくて、べ、べつのところでっ──！」

　いまじゃないとだめだし。場所。関係ないし。

　ぼくは、キサラに、ずいっと迫せまった。

「じ、じゃあ……、じ、じゃあ……、いいけど」

　キサラは観念したように──つんと胸を反らせて立った。

　男の子の胸とはちょっと違う。わずかに膨ふくらみがある。

　ユリアさんやマリオンみたいにはっきりとはしてないけど。

　へー。これがおっぱいかー。

「さ、さわるんでしょ……、い、いいわよっ……、いいんだからっ……、ほんとだからっ……」

　キサラに言われて、ぼくは目的を思いだした。

　手を構える。そしたら、わきわきと──準備運動。

「やっ──！　ちょ──!?　なによそれ!?　その手つき！」

　これ？　マイケル流。

「やっ！　ばかっ！　ちょっ──!!　マイケルのまねなんかしないでッ！」

　でもマイケルは、この道の〝ぷろ〟だよ？

　ぼくは、キサラに言われても、わきわき──と、手を動かした。

「やだ……、やめ……、それやだ……、なんかヤダっ……」

　わきわきと動かしながら、その手をキサラの胸に──おっぱいに、近づけてゆく。

「やだ……、やめて……やめて……、おねがい……、やめて……、ヤメロ……、って……、言ってんでしょオオオォォぉ──っ!!」

　キサラが怒おこった。手近な物を投げつけてきた。

　ビンが飛ぶ。置物が飛ぶ。大きな花か瓶びんも飛んでくる。

　しまいには──キサラは、宝箱まで、頭上に持ちあげてきた！

「コロス!!」

　うわーい。

　ぼくは逃にげだした。なんでキサラが怒ったのかわからないけど。

　とにかく逃げた。

　……いやわかるかな。わかるよね。

　マイケル流が、いけなかったんだよね。
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　てくてくてく。とことことこ。

　失敗しちゃった。あーあ。

　マイケル流にこだわらなければ、キサラは、おっぱいもましてくれたっぽい。

　べつにそんなに、もみたいわけではないんだけど。

　マイケルに聞かれて、もみたいか、もみたくないか、の二択だと、「はい」のほうだったから、そう答えて──。

　それで、マイケルと約束した。

　おっぱいもんで、どんな感じだったか、報告しなくちゃならない。

　おっぱい、もましてくれる、女の子……。

　どこかにいないだろうか？

　おっぱいー。

　おっぱいー。

　おっぱいがー、ないゆー。もめないゆー。

　るるるー。

　作詞・作曲：ぼく。

「ぼくにはおっぱいがたりない、の歌」──を、歌いながら、ぼくは、てくてくと村はずれに向けて歩いていった。

　なんか──。このところ、おっぱいのことばかり考えている気がする。

　なんか──。マイケルになった気分だ。

　よくないなぁ。いけないなぁ。でも約束だしなぁ。

　ぼくは、てくてくと歩いた。

　歩くうちに、前方から、とんてんかん、とんてんかんと、音がしてきた。

　村の南西には、かじ屋がある。そこには、トモダチのマリオンが住んでいる。

　マリオンに頼んでみるかなぁ。

　同年代の女の子のなかでは、ユリアさんについで、おっぱい大きいし……。




　　　　◇




「やあ。カインじゃないか。どうしたの？　あそぶ？　いいよー。きょうはちょうど、仕事がなくなっちゃったんだ」

　と、マリオンは、隣となりにいるおじさんを見る。

　おじさんは、手にした剣けん？　まだ剣の形になっていない、鉄の棒に近い物体を、じーっと見て、なんだか、不満そうな顔をしている。

「いい出来なのにさー。満足いかないんだってさー。しょうがないよね。職人だから。作り直すと、またイチからやらないとならないから……。今日の作業は、おしまいっ。……だから、あそべるよー？　あそぶ？　あそぶ？　なにしてあそぶ？」

　いつもはマリオンは、かじ屋の仕事の手伝いがあるので、あんまり遊べない。

　たまに遊べる日もあって、ぼくも、マリオンも、それを楽しみにしているんだけど……。

「なになに？　なにしてあそぶ？　なにがいい？」

　きょうの遊びは……、やっぱり、あれかなぁ……。

　どうしよう？

　やっぱり、あれかなぁ？　あれだよね？

「え？　なに？　え？　おっぱい……？　え？　え？　え？」

　マリオンは、頭の上に、疑ぎ問もん符ふ「？」を何個も浮うかべている。

「え？　え？　じょ、冗じよう談だん……だよね？　な、な、な……、なんかさ……、か、カイン……？　マイケルみたいなこと、言ってない？　おっぱいもませろ──って、いま、そう言った？」
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　ぼくはマリオンに、「はい」って言った。

「そ、そっかぁ……、あ、あたしの──か、勘かん違ちがいじゃ、なかったみたいだねー、そ、そっかー……」

　マリオンは苦笑いをしている。

　これは、どっちなんだろう？

　はい、か。いいえ、なのか。

「え？　さわらせてくれるのか？　くれないのか？　はいか、いいえの、二択たくで答えろ？　えっ？　ええーっ……？」

　マリオンは、たじたじと、している。

「ま、マイケルなんかと違って、真正面から、ずばってくるのは、お、男らしくて……、いいと思うんだけど……、やっぱ……、ちょっと……」

　うーん。どっちなんだろう。

　だめ、のほうかな？

「に、二択じゃなくて……。さ、三択じゃ……、だめかな？」

　三択って？

「お、オトナになったら……、とかっ？」

　ぼく、オトナだよ。

「あううううぅぅ……」

　ん？　コドモなのかな？

　ぼくは自分で自分のことを「オトナ」だと思っているけど。

　なんか世の中的には「コドモ」だよね。村長さんとか、ぼくらが遊んでいると、コドモは元気に遊んでいてよいのぢゃ！　──とか言って、褒ほめてくれるし。

　う～ん……、う～ん……、う～ん……。

「ほ、ほらっ！　カインだって、はっきりしてないじゃないか！　なのに人に二択を迫せまるのはずるいよっ！　カインだってオトナでもなくてコドモでもないって三択なんだから！　あたしだって！　三択でいいのっ！　──オトナになったら！　オトナになって、まだそれでもカインの気持ちが変わらなかったら！　もういっぺん！　もういっぺん言って！」

　うーん……。

「もうワンチャンちょうだい！」

　うーん……。

「きょ──きょうはこのへんでカンベンしてっ！」

　うーん……。

　ともかく、マリオンが困っているのは、たしかなので……。

　困らせているのは、ぼくだよね。

　うん。決めた。きょうはこのへんでカンベンしてあげよう。

「ほっ……、よかったぁ～っ……」

　マリオンは大きく息を吐はきだした。ものすごく、ほっとした顔。

　そんなに困らせちゃってたのかな。ごめんね。

「そうだよー。びっくりしたよー……。カインが、マイケルみたいになっちゃったかと思ったよー」

〝マイケルみたい〟って、それ、形容詞っぽいね。しかも最下級形容詞？

　ぼくはマイケルのこと、けっこう〝りすぺくと〟？　──してるんだけどな。

　マイケルすごいよ？　いろいろな意味で。

「だめっ！　見習っちゃだめっ！」

　そうなのかー。

　ぼくはマリオンとあそんだ。

　滅めつ多たに遊べないマリオンと、「おっぱいあそび」以外のことで、いっぱい、あそんだ。
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「やっほー、カイン」

　道をぶらぶらと歩いていたら、アネットが道の向こうから歩いてきた。

　アネットが来たほうは、村の外へと続く道だから。

　きっと、外から戻もどってきた感じ。

「やっほー！　やっほ！　やっほー！」

　うん。やっほー。

　ぼくも手を振ふり返す。

　アネットはぴょんぴょん跳はねて、近づいてくるまでも、待ちきれないって感じ。

　活発な彼女は、いつも動いているっていう感がある。ひとつのところにじっとしていないって感じ。

　家は村の中にあるけど。家にいないことのほうが多い。

　だいたい狩かりに出ていて、家は留守のことが多い。

　アネットは、もうすこし小さい頃ころには、猟りよう師しのお父さんと一いつ緒しよに狩りに行っていたが、最近では別行動をしているみたい。一人で狩りに出て、獲え物ものを取って、戻ってくる。

　よく村のみんなに獲物のお肉を分けている。

　普ふ通つうの動物のほかにも、モンスターなんかも狩ったりしているみたい。

　アネットはすごい女の子なのだ。十二歳なのに、もう一人前だった。

「きょうは天気が悪かったから、帰ってきたんだー」

　ぼくの手を取って、アネットは、ぴょんぴょん跳ねる。

　これがリリーあたりなら、こっちも一緒にぴょんぴょん跳ねているところだけど。

　ぼくは男の子だから、跳ねるのはやらない。

　でも心はぴょんぴょんしてるよ？

「きょうは暇ひまだから、あそぼ、あそぼ！　なんかしてあそぼ！　遊ぶ？　遊ぶとき！　遊ぼう！　遊べーっ！」

　うん。あそぼう。

　おっぱいあそびしよう。

「は？」

　アネットは、目をまんまるく見開いている。

　ああ。うん。

　ちょっと唐とう突とつだったよね。いきなり変なこと言ってたね。変な人だよね。

　ぼくは、これまでのことを、アネットに説明した。

　道ばたの倒とう木ぼくに腰こし掛かけて、二人で話しこむ。

　肩かたがあたるくらいの距きよ離りで、アネットと話した。

　話はちょっと長くなった。

　アネットの肩のところは、むきだしの肌はだだから、肌と肌が、しまいにはくっついちゃった。

　季節はだんだん暖かくなってくる時期。二人とも、ちょっと汗あせをかいている。

　リリーからはじまって「ダンナさん」と「ケッコン」の話になって、ロッカのところで、コウノトリさんの運んでくる「赤ちゃん」の話になって、マイケルのところで「おっぱい」の話になったこと。

　そんな流れを、ぜんぶ話していたから、けっこうじっくり、話しこんでしまった。

　正確にいうと、話したのとはちょっと違うかな。

　アネットが、だいたいほとんど聞いてきてくれて、ぼくは、うん、って答えていった感じかな。

「ふぅん……。カインも、おとこのこなんだねー」

　いや。おとこのこ。いま関係ないよ？

「だって、そーゆーことに、興味あるんでしょー？」

　二択だと、「はい」になるって感じ？

　絶対にないかー？　絶対絶対、絶対だなー？

　──って聞かれると、「いいえ」じゃないよね。

「あるんじゃん」

　アネットは、ころころと笑った。

　ぼくは隣となりに座るアネットの胸のあたりを眺ながめていた。

　彼女は革かわの鎧よろいを着ている。狩人かりゆうどの装備で動きやすそう。その革の鎧の胸のあたりに、ちょっと起き伏ふくがついている。

　ほー。へー。はー。

　おっぱい。あるんだー。すこしだけど。

　アネットも女の子なんだよね。

「うん？　どこみてる？」

　アネットが小首を傾かしげる。

　短い髪かみが、さらっと揺ゆれた。

　短いとはいっても、アネットの髪は、男の子よりは、ちょっとだけ長い。

　こんなところにも、男の子と、女の子の違いって、あるんだなー。

　ほー。へー。はー。

　昔は、ちっちゃい頃には、ぜんぜん、気にしたことなんてなかった。

　男の子とか、女の子だとか、そのコトバの意味さえ、わかってなかった。

　トモダチに区別なんてなかった。──それは、いまもないんだけど。

「じゃあ。する？　おっぱいあそび？」

　アネットは、明るい顔で、そう言った。

　あれっ？　いいのー？
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　ぼくは「はい」と答えた。

　おっぱいあそび、する？　──と聞かれたから、「はい」だった。

　おっぱいあそび、っていうのが、どんなんだか、知らないんだけど。

「よし！　じゃあ！　しよう！」

　アネットはすっくと立ちあがると、ぴょんと、木の枝に飛びついた。

　飛びついて、くるんと体を回転させると、もう木の枝の上に登っていた。

「あはははははっ！」

　アネットは木の枝の上から、笑っている。

　あれ？　するんじゃなかったっけ？

　おっぱいあそび？

「じゃあ！　つかまえてごらーん！」

　枝の上にいたアネットは、ぴょんと、飛び降りた。

　芝しば生ふの上を、すたたたたーっと、駆かけていってしまう。

　すごい足が速い。あっというまに、小さくなってしまう。

「つかまえられたらー！　なにしてもー！　いいよー！」

　向こうから、アネットは叫さけんできた。

　あっ。そうか。つかまえられたら、いいんだ。

　だから「おっぱいあそび」なのか。

　よーし！

　ぼくはアネットを追いかけた。

　まてー！

「あははははハッ！　つかまえてごらーん！」

　まてー！

「あはははッ！　アハハハハハっ──！」

　ぼくはアネットを追いかけつづけた。
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　ああ。疲つかれたー。

　ぼくはとぼとぼと、夕ゆう陽ひのなかを、歩いていた。

　アネットと、ずーっと、追いかけっこをやっていた。

「つかまえられたら、なにしても、いーよ」ということで、いっぺんでもいいので、つかまえようと、頑がん張ばっていたんだけど……。

　アネット。あし。はやすぎ。

　そういえばアネットは猟師だった。かけっこをやったら、村一番だった。かなうはずがなかった。

　それにアネットって、地面を走るとは限らない。

　木の幹を蹴けって、手も使わずに木の枝に登っちゃう。そして枝から枝に、軽々と飛び移ってゆく。ぼくが、もたもたと木に登ったときには、アネットは、違う木の上にいたりする。あんなの、捕つかまえられるわけ、ないよー。

　アネットは「つかまえられたら、なんでもしていい」って言っていたけど。

　あれぜったい、つかまえられないってわかっているから、言ってたんだよねー。

　まにうけてしまった。

　とほほー。

　追いかけっこ。おもしろかったから。いいけど。

「おや？　カインじゃないか。今日はマイケルと一いつ緒しよじゃなかったのかい？」

　ぼくに声をかけてきたのは、マイケルのおばさんだった。

　ぼくは、ううん、と首を振ふった。

　マイケルとは昼に会ったきり。いつもは一緒に遊んでいるけど。

　ぼくはマイケルに言われてから、おっぱいの探究で忙いそがしかったから、ぜんぜん知らない。

「マイケルを見つけたら、言っといておくれよ。またヤギの乳しぼりサボって、遊び回ってるんだから！　夜までにやっとかなかったら、夕飯抜ぬきだってね！」

　夕飯抜きは、きつそうだねー。おなかすいちゃうねー。マイケルを探してこようかな。おばさん。すっごく怒おこってたって、教えてあげようかな……？

「ところで。なんか落ちこんでいるみたいじゃないか。なんだい？　悩なやみ事かい？　おばさんに、相談してみないかい」

　うーん……。どうしよう？

　ぼくはすこし悩んだ。

　これは男の子だけの〝しんえん〟な問題……な気がする。

「なんだい？　女にはナイショの話なのかい？」

　うんそう。ナイショ。

　ぼくはおばさんに対して、むずかしいカオになった。

「あははは。いいよいいよー。無理して話さなくって。女にゃナイショの話だってあるさねー。あたしたち女だって、男にゃナイショの話もあるしねー」

　へー。あるんだ。どんなの？

「ナイショだから、そりゃ、ナイショだよー」

　おばさんは、からからと明るく笑う。

　マイケルのおばさんは、じつは、けっこう「びじん」。

　まえのぼくは、「びじん」も「かわいい」も、まったく見わけがつかなかったけど。さいきんのぼくは、ひとあじちがう。

「びじん」と「かわいい」は、なんとなく、わかってきたカンジ？

　きっと、顔立ちが整っているのが、「びじん」なんだな。

　おばさんは。そっち。けっこう。そっち系。

「おっぱい」の話は、男の子のナイショの話なので、話せないから、ぼくはおばさんに手を振って、別れようとした。

　──と、足を止めた。

　あれ？

　でもぼく、キサラにもマリオンにもアネットにも話してたよね？

　おっぱいもみたいですか？［はい／いいえ］の話を。

　じゃあナイショでもないのかな？　おばさんに相談してみようか。

　ぼくは戻もどった。おばさんに向いた。

「え？　なんだい？　ナイショの話っていうのは、おっぱいの話だったのかい？」

　うん。そう。

「あっはっはー！　カインも男の子なんだねえ。そういうことに、興味の出てくるトシになったのかい！」

　じつはあまり興味あるわけじゃないんだけど。

　でもまるきりないかというと、そうでもなくて……。「いいえ」だと噓うそになっちゃうから、二択たくだと「はい」なんだよ。

「ふぅん……、ほんとかい？」

　おばさんが、からかうような視線を向けてくる。

　ごめんなさい。うそです。すこしあります。

「あっはっは！　正直者は得をするよ！」

　おばさんは、元気に笑った。

「──じゃあ、どうするね？」

　どうするって、なにを？

「おっぱい、もんでくかい？」

　おばさんは、胸を張ってそう聞いてきた。

　おばさんは、美人だった。

　おっぱいも、大きかった。
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　ぼくは「いいえ」と答えた。

　べつにそんなにどうしてもってわけじゃないし。

　マイケルに「どうだった？」って聞かれて、報告するときに、「だめだったー」って言えばいいんだし。

　ちなみにどうやって「だめだったー」って伝えるのかというと、「いいえ」「いいえ」「いいえ」と、三回くらい言うと、だいたい、そんな意味で伝わる。ちなみに「いいえ」×五回だと、「すごくだめだった」とか「ぜんぜんだめだった」とかになる。

「あっはっは！　あたしのじゃないよ！　なーに？　勘かん違ちがいしたかい？」

　ん？

「マイケルが逃にげちまったんで──ヤギの乳しぼりしてくれる人がいると、おばさん、助かっちゃうのよねー？　マイケルが逃げてるのには、あんたにも責任あるんじゃないのかい？　逃とう亡ぼうを幇ほう助じよしたってことで？　ん？　どうかなー？」

　ん？　ん？　ん？

　ぼくは「ほうじょ」なのかな？　どうなのかな？

　よくわかんないけど。おばさんがいうなら、そうなんだろう。

　ヤギの乳しぼりのお手伝いなら、べつに、いいよ。

　やるよ。おばさんを手伝うよ。いっぺんやってみたいと思っていたし。

「じゃあ。こっちおいで」

　おばさんに連れられて、家の裏手に回って行く。

　木の柵さくの内側に、ヤギがいる。

　めえええええぇ、と、ぼくをみて、ヤギは鳴き声をあげた。

「ほら。存分にもんでいいわよー。じゃあ、バケツ一いつ杯ぱい、たのんだからねー！」

　ぼくはヤギの乳しぼりをやった。

　うん。おっぱいだね。
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「そこの線より、こっちきたら、カエルだかんね」

　ある日のこと。

　このあいだのことを、ふと思いだして、気になって──。

　キサラのところに行ってみたら……。

　ものすごーい不ふ機き嫌げんそうなカオをしたキサラがいた。

　地面に線が引かれていた。

　その線の、ずっと向こうで、キサラはぶすっと黙だまりこんで、火の番をやっている。

　家の外に置いてある、大おお鍋なべの番をやっているのだ。

　魔ま女じよの薬は、色々な材料を、大きな鍋で、ぐつぐつと煮に込こむ。簡単な薬でも何時間も煮る。むずかしい薬だと、三日三晩も煮込んだりする。しかも、ただ煮ていればいいというものではなくて、秘伝のレシピ通りに、火加減を変えていかなければならない。いっぺんでも火加減を間違えると、だめになってしまうそうだから、たいへんだ。

　鍋を火に掛かけているあいだは、魔女が、つきっきりになって、一いつ睡すいもせずに見張っていなければならない。

　オババはもう年寄りで、長いこと番をしているのは大変だ。

　なので火の番の仕事は、だいたいキサラがやることになる。寝ねるときくらいはオババに交代してもらえるけど、一日二〇時間くらいはつきっきりになる。

「ポーション煮込んでんの。明日あしたまでかかんの。わかったら帰れ。このエロバカクソガキ」

　あー。キサラ。相当。怒ってる。

　……怒ってるよね？

　ぼくはこのあいだ、キサラから逃げてきてしまった。

　だって大きな宝箱を投げつけようとしてくるんだもん。

　はじめは「いいよ」と言っていたキサラだったけど。なんでか「だめ」って言ってきた。

　どうやらマイケル流の「わきわき」とやる手つきが、いけなかったっぽい。

　マイケル。だめだった。ぼくはそのことをすっかり忘れていたんだけど。キサラは覚えていて、それで怒っているんだろう。もう五日も経たつんだけど。

「なによあんた。五日も来ないで。よく、今いま頃ごろになって、のこのこと顔を出せたものよね」

　ちがった。五日も経ってたから怒おこってるんだ。

　すぐつぎの日くらいに謝りにきていれば、よかったのかな。そうしたらこんなに激オコになってなかったのかな。女の子って、むずかしい。

　マイケルなんて、ケンカしたって、つぎの日になったら、もう忘れてるんだけど。

「絶交よ。絶交してんだからね」

　キサラは言う。

「え？　〝絶交〟って、どーゆー意味だって？　……あんたバカ？　くち、きかないし。あそばないし。一いつ緒しよにいないし。顔も見たくないって。そういう意味よ。わかった？」

　うんわかった。

「じゃ、わかったなら、あっちいけ。あんたとは絶交してんだから。なにがいけなかったのか。自分の胸に聞いて、ちゃんとわかるまで、もう、くちきーてあげないんだから」

　でもキサラ。くちきーてるよ？　さっきからずっと、ぼくら、話してるよ？

「と──とにかく！　絶交なの！　絶交なんだから！　そこの線、越こえてきたら、ぜったいだめだからね！　ぜったい許さないんだから！　──ってええええッ!?　言ってるそばから踏ふみ越えてくるしーっ!?」

　ぼくは地面の線を、ひょいと、またいでいた。約束してたら、絶対にまたがないけど。約束してなくて、キサラが引いてるだけだから、ぼくは気にしない。

　キサラと仲直りすることのほうが、ぜんぜん大事。

　それに、「線を越えたらカエル」って言っていたけど。カエルにだったら、前にもなったことがあるし。べつにいやじゃないし。おもしろかったし。

　もういっぺんなれるんだったら、なってもいいし。

「もう……、だめって言ってんのに。聞かないんだから」

　キサラはカエルの呪じゆ文もんを唱えなかった。

　ほら。やっぱり。やるつもりはなかった。

　ぼくはキサラの隣となりに腰こし掛かけた。一本の丸太に二人で座る。

「ちょっと狭せまいんだから。あっちいきなさいよ」

　もうちょっと真ん中に寄る。キサラと二人で肩かたを並べて、丸太の真ん中に座る。

「あっちいけっていってんの！　なんでこっちくんの！」

　あっち行ったら落ちちゃうよ。狭いんだから。しかたないよ。

　この丸太に、まえに二人で座ったときには、もっと広々としていた気がするんだけど……。

　まえも、こんなに狭かったっけ？

「え？　まえがどうしたって？　……まえって、いつのことよ？」

　いつだったっけ？

　ぼくは思い出そうとした。

　キサラとこの丸太に一緒に座ったのは──、ずっと、ずっと、昔のこと。

　……ああ。

　ぼくは思いだした。

　ぼくがこの村に来て、すぐのころだ。

　マイケルに連れられて、「村のおんなのこ紹しよう介かいしてやるぜー！」って言われて、最初に連れられていったのが、キサラのところだった。

「こーらーっ！　せーまーいーっ！　あっちいけーっ！」

　キサラはあのときと同じことを言っている。

　あのときも、大鍋の火の番を一人でしていて──。

　まだ五歳だったのに。

　あそびたくても、あそびに行くことができなくて──。

　だからぼくは、キサラの隣に座った。

　あそべないけど、一緒にいることはできた。

「あっちいけ！」

　またおなじこと言ってるー。キサラは。

「なに笑ってんのよ！　意味わかんないのよ！　──あっちいけって言ってんのーっ！」
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　キサラは、あっち行けって言ってるけど。ここは「いいえ」かな。

　キサラが本当にあっちに行ってほしいと思っていたなら、どうかわからないけど。

　キサラの言う「いいえ」は、逆の意味なことが多いような気がする。

「ま……、まあ……、あ、あんたが、どうしてもいたいっていうなら。座らせてあげても……、いいんだけどっ」

　キサラは言った。

　こんな感じのことを、キサラはよく口にする。

　ここで「どうしても」って言うと、オーケーになる。
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　ぼくは答えた。うん。キサラの隣に座っていたいかな。どうしても。

「じ、じゃあ……、しょうがないわね……」

　キサラは隣にいることを、許してくれた。

　肩と肩とが、くっついた。

　キサラとぼくは、鍋の火の番をしながら、いっぱい、いろんなことを語りあった。

　昔のこと、いまのこと、これからのこと。
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「おいニンゲン。勝負だニャ」

　いつものように、とことこと──。村の中の道を歩いていたとき。

　そんな声が聞こえてきて、ぼくは立ち止まった。

　だれだろう？　どこだろう？　ぼくはきょろきょろと、見回した。

「ニンゲン。ニンゲン。どこ見てるニャ？　ミーはここだニャ」

　さらにきょろきょろと、ぼくは周囲を見回した。おかしいな。どこにもいない？

「ニンゲンはバカだニャ！　頭の上にいるのに気づかないニャ！」

　あ。なんだ。上か。

　ぼくは、上を向いた。木の上に、全身、白い毛皮で覆おおわれた、女の子──じゃなくて。モンスターの女の子がいた。

「はっ！　しまったニャ！　み、見つかってしまったニャ！」

　モンスターの女の子は、人間の言葉をしゃべっている。

　魔ま物ものはほとんど喋しやべることはないのに、めずらしいモンスターだ。

　姿は、なんだか……ネコっぽい？

　語ご尾びになんか「ニャ」ってついてるし……？　やっぱりネコなのかな……？

「このあいだは、よくもやってくれたのニャ！」

　ネコっぽいモンスターの女の子──ネコ娘むすめは、そう言った。

　このあいだって、なんだろ？

　なんかこのモンスター……。見たことある気がするんだけど……。

　どこでだったっけ？　モンスターと出会うことなんて、そんなにないはずなんだけど……。

「ん？　なんだニンゲン？　ミーのこと覚えてないのかニャ？　だけどミーはひどいめにあったのニャ！　おまえなんか魔王さまにヤツザキにされてしまえば、よかったのニャ!!」

　ああ……。思いだした。

　ネコ娘の言葉がヒントになって、ぼくは思いだしていた。

　ぽん、と手を打つ。

　まえに、お金を稼かせぐために、森でモンスターを狩かっていたとき──。このモンスターと出くわしたんだっけ。トレント狩りをしていたら、たまたま、出くわして──。どうしようか迷っていたら、ぴゅーっと逃にげて行ってしまったので、ほうっておいたら──。

　あとから、魔族の男の人を連れて戻もどってきた。

　あの魔族の男の人……。〝魔王〟とか言っていたけど。まさかそんなわけないよねー。

「魔王」ってなにか。ぼくだって知ってる。

　こんな田舎いなかに、魔王なんているわけがない。だいたい「魔王」は、ずっとずっと昔に「勇者」によって倒たおされたって、そう聞いている。

「まー……！　おまえのおかげで、ミーは、魔王さまに鈴すずをつけてもらったし、そこは、感謝してるのニャ！」

　感謝してるんだ。どういたしまして。

「でも！　それとこれとは別なのニャ！　おまえをギャフンと言わせてやるニャ！」

　ネコ娘は、しゃきーん、と、ツメを出した。

　うん。やるの？

　ぼくも、しゃきーん、と、斧おのを出した。




「ず、ずるいのニャ！　な！　なんで武器をもってるニャ！」

　ぼく薪まき割わりだもん。腰こしの後ろに、いつも斧はさしてるけど？

「丸まる腰ごしだと思ってたニャ！　ずるいニャ!!　ずるいのニャーっ！」

　知らないよ。油断したの、キミだし。戦おうって言ったのも、キミだし。

「おまえはミーを油断させたのかニャ!?　それは作戦かニャ!?」

　──で。

　戦うの？　戦わないの？

「た、た、た……」

　ネコ娘は、ツメを出したり引っこめたり。

　どっちなのか。早く選んで欲しいなぁ。

　ぼくはどっちでもいいんだけど。

「お、お、お……おまえが、もし！　〝まいった〟と、言うならッ！　きょ、きょ、きょうは！　きょうはカンベンしてやってもいいニャ！」

　えーっ？

　ネコ娘は、そんなことを言っている。
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　うーん。

　まいったか？　……って、言われたら、まいってないかなぁ。

「いいえ」のほうだよね。

「い、いわないのかニャ？　……な、なんでかニャ？」

　だってまいってないもん。

「も！　もういちどだけ！　おまえにチャンスをやるニャ！　ミーはやさしいニャ！　ど、ど、ど──どうだ！　まいったかニャ！」

　もういっぺん、選せん択たく肢しをもらった。でも……。
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「う、うわーん！　……た、たたかうのかニャ？」

　ん？　たたかうの？　やる？

　ぼくは、斧を、すちゃっと構えた。太陽の光を反射して、斧の刃はが、ぎらりときらめいた。ついでに、ぼくは、にやり──と、笑ってみせた。

　あんまり、こーゆーの、得意じゃないんだけど……。せいいっぱい、凄すごんでみせた。

「ね、ねこハンバーグかニャ？」
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　ねこハンバーグって、どんなんだ？　おいしいのかな？
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　ネコ娘は、がたがた、ぶるぶると、震ふるえている。
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　こわいんだったら、逃げればいいのに。

「み、ミーは！　魔王さまの忠実なしもべなのニャ！　ミーに撤てつ退たいの二文字はないのニャ！　敗北と失敗とおしおきとごめんなさいも、そのほかいろいろ、ぜったいないニャ！」

　いつも失敗してるんだね。

「ミーは魔王さまに鈴を付けてもらった恩をかえすのニャ！　お、お、おまえを、ギャフンといわせて……、や、やっぱりムリニャーっ！　ギニャー！」

　そういえば、ネコ娘。首のところに鈴がついてる。このあいだは、たしか、なかった。

「み、み、み……。ミーは死んでも魔王さまに栄光あれー！」

　ネコ娘は、突とつ進しんしてきた。

　ぼくは、ひょっと、脇わきに避よけた。

　そしたら、ネコ娘は勝手に石につまずいて──ずべっと、転んだ。

　そのまま動かなくなった。

　……気絶した？

　ネコ娘は、なんか勝手に自じ爆ばくしてしまった。

　ぼくはネコ娘をそこに残して、立ち去った。

　……なんだったんだろう？
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「ねー。カインくーん」

　いつもの午後。いつものリリーの研究室。

　出張お手伝いをやっているぼくが、「こーひー」を淹いれてきてあげると、リリーは実験台に向かったまま、話しかけてきた。

「実験がたてこんで、テンパってきたときってさー」

　うんうん。きいてるよ。

「急にさー、庭のアリの巣の穴に、棒立てにいきたくなったり、しないー？」

　アリの巣？　棒？

「うん。棒さすと。アリさん。出てこれなくなるじゃない？　……しばらくみてると、横っちょに、穴がひらくのー。新ルート貫かん通つう！　みたいなー？」

　ふんふん。新ルートね。

「そしたら、またー、そっちにもー、棒さすのー。また新ルート貫通で。以後エンドレスー」

　アリさんに迷めい惑わくだね。

「そうかなー？　落ちつくよー？」

　そうなのかな？

　ぼくは、やったことないから、わかんないよ。

「ねーねー。カイン君。わたしのかわりに、やってきてくれないかなー？　いま手が離はなせなくて」

　やってきてあげるのはいいんだけど。それだと、意味がないんじゃないかな？

　べつにぼくやりたくないしなぁ。
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「えーっ？　だめー？　……ちぇーっ」

　リリーは実験台に向かったまま。しばらく、工作に集中している。

　なにかの道具を使って、なにかの機械を作っている。

　じじっ、じじっと、たまに火花があがる。なにをやっているのか、なにを作っているのか、こんどの〝はつめいひん〟はなんなのか。〝はつめいか〟でないぼくにはわからない。

　ひとつしってるのは、リリーがすごい女の子だということ。

　だから今回のこれも、きっと、すごい〝はつめいひん〟なんじゃないかと思う。

　まあ……、しょうもないものを作ることも、けっこう多いんだけど。

「ねー？　カインくーん？」

　しばらくすると、リリーがまた、そう言った。

「いるー？」

　いるよ。

「なんか、おしっこ行きたくなっちゃった。わたしのかわりに、トイレいってきてくれなーい？」

　いやそれは無理でしょ。

「じゃあー、ガマンするー」

　ガマンするんだ。

「そっか。〝かわりにトイレ行ってきてもらえるメカ〟を作ればいいのかな。これそれにしようかな。ここのところの時空連結回路を流用して、あっちと接続するようにすれば、できるかな？　うんできるよね。……問題は、ガマンできるあいだに完成するかどーかで……。うん。考えていてもはじまらない！　発明家はチャレンジだ！　がんばろー！」

　いやそこは頑がん張ばる方向が違ちがうよね。

　トイレ行ってこようよ。それからゆっくり、〝はつめい〟すればいいんじゃないかな？

　だけど、もともとは、なにを作るつもりだったんだろう？　〝自分のかわりにトイレに行ってきてもらえるメカ〟になっちゃったみたいだけど……。

　このあいだ作ったのは、「つまらないダジャレに笑ってくれるメカ」っていうやつだった。口だけのオブジェで、つまらないダジャレを誰だれかが言うと、「えっひゃっひゃ！」って笑い声をあげるのだ。

　これが、なんだかとっても、バカにしたような、わざとらしい笑いかたで……。

　しかも、おもしろいダジャレを言うと動かなくて、本当につまらないダジャレを言わないと、動かない。

　リリーが言うには、「つまらないダジャレにつきあわされる苦労」をけいげんするためだとか、なんだとか、そのために作ったんだとか。

　村一番の、有名な「ダジャレおじさん」は、このメカのせいで、〝さいきふのう〟になってしまった。「うわさおばさん」とおなじくらいに有名なひとだったんだけど……。ダジャレを口にしない真人間になってしまった。

　リリーの〝はつめい〟は……。すごいんだか、すごくないんだか……。

　リリーは〝はつめい〟に夢中だ。ぼくは傍かたわらに立っていて、その横顔を見つめている。

　三つ編みが、片っぽ、前のほうに垂れていて、なんだか邪じや魔まそうだったので──。

　ぼくは手を伸のばした。三つ編みを背中の後ろに戻もどしてあげる。

　でもリリーは気づかない。すごい集中力だ。ひょっとして、もっとなにかしても、気づかないんじゃなかろうか？　頭の上に果物のせるとか。ペンで顔に落書きしちゃうとか。

　ぼくは、ちょっと、うずうずしてきた。

　アリの巣に棒を立てるリリーの気持ちが、ちょっと、わかってしまった。

　どうしよう？　……どうする？

　でもリリーの〝はつめい〟の邪魔になっちゃうしなー。

　どうしよう？　……どうする？

　このまま立ち去りますか？
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　帰るまえに、ちょっとイタズラをしてみよう。

　まず、リリーの頭のうえに、お菓か子しを置いてみた。

　クッキーが、何枚まで重ねられるか、レッツ・チャレンジ……。

　三枚目を積み重ねたところで、リリーが姿勢を変えたので、クッキーは落ちちゃった……。

　あーあ、残念っ。

　机の上に降ってきたクッキーを、リリーは、目を向けもしないで、手でつまんで、口へと運んだ。

　ひょいぱく。ぱりぽりぽり。

　ひょいぱく。ぱりぽりぽり。

　ひょいぱく。ぱりぽりぽり。

　クッキーがなくなる。

　それでもまだ、手が──。

　机の上を、たし、たし、たし──と、叩たたいて探さぐっているので、ぼくはそこにクッキーをもう何枚か置いておいた。

　つぎにぼくは、机の端はしにのっていた、なにかペンみたいなものを手に取った。

　先せん端たんのキャップを外すと、つんとするニオイがする、不思議なペンだ。

　これもリリーの発明品で、紙だけでなく、なににでも書ける。

「魔ま法ほうみたいなペン」といっていた。「魔法のペン」じゃなくて、「魔法みたいなペン」らしい。そこんとこ大事。

　魔法じゃなくて〝カガク〟なんだって。〝こうどにしんかしたカガクは魔法とくべつがつかない〟とかなんだとか、リリーは言っていた。

　そのペンで、リリーのおでこのところに……、なにか字を書こうと思った。

　でもよく考えてみれば、ぼくは、字が書けなかった。

　字は書けなかったけども、なんか、それっぽく、字、みたいなものを書いてみた。

　かきかき。きゅっきゅっ。

　しかし……。リリー……。すごい集中力だよね……。

　ぜんぜん、気がついてないよ？

　よし！　書けた！

　字は書けないけど、なんか、字、っぽいものを書いた。

　それは形でいうと、だいたい──。
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　──こんな感じ……。

　よーし。じゃあ。

　イタズラもしたので、帰ろっかなー？

　と、ぼくが、こんどこそ本当に、帰ろうとしたところで──。

「できたー！」

　リリーが、突とつ然ぜん、叫さけんだ。

　うわあ。バレちゃう。怒おこられちゃう。

　ぼくは、どきどきしていたが、リリーは額に文字っぽいものを書かれたことに気づいていないっぽい。

　そうだよね。鏡でも見なければ、気づかないよね。

「自分のかわりに、おしっこ行ってきてもらえる機械！　つくったー！」

　リリーはなにか機械を頭上に掲かかげて、くるくると回っている。

　でも、女の子が「おしっこ」とか大声で言うのは、それ、どうなんだろう？

　あと、おしっこかわりに行ってもらうとか、無理だよね。できないよね。

「じゃあ。カイン君。かわりにいってきてー！　スイッチオーン！」

　リリーが、キカイのスイッチを入れた。

　ういんういん、音がして、キカイが動いている。……そして。

　あれ？　あれあれっ？

　あれあれあれっ？

　なんか……、突然、急に……。

　おしっこ行きたくなってきた？

　うわあ！　やばい！　もれるもれるもれるー！

　ぼくは、あわてて、トイレに駆かけだした。

　うしろでリリーが「はー、すっきりしたー」とか言っている。

　どゆこと？　どういうことーっ!?




　　　　◇




　結論。

　ぼくはリリーのかわりに、おしっこをした。いっぱいした。

　イタズラしていないで、はやく帰っていたほうが、よかったみたいだった……。

　とほほー。
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　ある日。ぼくは教会にいた。

「……というわけで、神さまは、私たちを一度は滅ほろぼそうとしたのですが、人なりし魔ま神じんラグーンが拳こぶしで説得をした結果、思い直し、私たちにもう一度チャンスを与あたえてくれたのです。私たちは、神さまがいつも見ていることを自覚しなくてはなりません。さもなければ、この世界は再び──」

　ぼくはユリアさんの話を聞いていた。

　……いや。聞こうとしていた。

　でも眠ねむくって。眠くって……。

「そして女め神がみエルマーは、その無限の慈じ愛あいと寛かん大だいなる心で──」

　ユリアさんは、神さまの話をしてくれている。

　週に一回、こんなふうに、教会で神父さんとユリアさんは、神さまの話をする。

　ユリアさんはシスターで、まだ正式な神官の資格は持っていない。儀ぎ式しきとかはしちゃいけないんだけど。でも「お話」だったらできる。

　最近は、神父さんより、ユリアさんのほうが人気だ。村の男の人たちは「きれいだから」とか言ってるけど。ぼくは話しかたが優やさしいからじゃないかと思う。あと、声がいいよね。

　ユリアさんの声を聞いていると、心が穏おだやかになってきて──。

　落ち着いてきて──。眠くなって──。

　ぐう……。すやすや。

「カインさん。カインさん」

　やさしく揺ゆり動かされる。

　ぼくは、はっ、と、目覚めた。

　また寝ねちゃった。

　これでもう何回目。

　ユリアさんがぼくのために、特別に、お話をしてくれるのだから、がんばって聞いていようと思うのだけど。これがなかなか難しい。

　これって「せっぽう」っていうんだって。

　みんな、週に一回、教会でお話を聞くんだって。

　でもぼくはマイケルと、その日は朝から遊び回っているので、ぜんぜん聞きに来ていなかった。トンボとカエルとセミとザリガニと虫と。いろいろ捕つかまえるのに忙いそがしくって。

　そしたら、ユリアさんが特別に、ぼくにだけ「せっぽう」をしてくれることになった。

　そういえば、マイケルはいいのかな？　マイケルも聞いてないよね？　ぼくと一いつ緒しよに遊んでいるわけだし。

　いいのかな……？　ぼくだけで？

「そして勇者カインは神の加護を受けて──って、これは、カインさんのことじゃないですよ？　同じお名前ですけど。昔々の、すっごい、勇者様のことなんです」

　うんしってる。

　椅い子すを二つ並べて、ユリアさんと向かい合わせで座って──。一対一で、お話をしてもらっていた。神さまの話は退たい屈くつな話なのかなー、と思っていたけど。

　勇者カインの冒ぼう険けんの話になってきたら、がぜん、面おも白しろくなってきた。

　ほー。へー。はー。

　もう眠くもなくなって、しっかり聞いていたら──。突然──。

「あら？　どなたか参られたようですね。ちょっと待ってくださいね」

　ユリアさんは椅子から立ちあがって、教会の入口のほうに向かってゆく。

　ぼくは椅子に座ったまま、待っていた。

　なにかお客さんがやってきたようだ。ユリアさんは入口のところで、話しこんでいる。

「あの……、カインさん、ごめんなさいね。ちょっと教団本部の方がいらしたので……、長くなってしまいそうですから。ちょっとわたくしの部屋で待っていてもらって、いいですか？」

　ユリアさんが、そう言ってきた。

　ぼくはうなずいて、「はい」ってほうを返して、二階へと上がっていった。

　そういえば、ユリアさんの部屋。ひさしぶりだなー。最後にきたの、いつだったっけ？

　もう何年も前だったよね。ぼく六歳。ユリアさん十歳とか、そんなくらい。

　お人形さん持たされて、なんか遊んだっけなー。

　あれはぼくが思うに、きっと、女の子の遊びだ。

　男の子には、ちょっと苦労があった。バツゲーム的だった。




　　　　◇




　ユリアさんの部屋で、ぼくは、ぽつんと待っていた。

　でもユリアさんは、あがってこない。

　きっと、「ほんぶ」の大人の人と、話があるんだな。

　もうすこし待っていたが、やっぱり来ない。

　ぼくはユリアさんのベッドに座って、足をぷらぷらさせていたが──。

　飽あきちゃったなー。ちょっと、たんけん、してみようかなー？

　部屋の中には、机とかタンスとかがある。

　ここはユリアさんの部屋だ。机もタンスもユリアさんのもの……。
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　よーし！　たんけんだー！

　ユリアさんの部屋を、たんけん、たんけん、たんけんするぞー！

　まず机の引き出しを開けてみた。

　なんか、本が入ってた。経きよう典てんだった。

　ユリアさんは熱心なシスターだった。

　もう一冊は、なんか、鍵かぎのかかった本だった。

「だいありー」とか書いてある。

　だいありー、って、なにかわからなかったけど。鍵を掛かけて封ふう印いんしてあるくらいだから、きっと、禍まが々まがしいものに違ちがいない。

　ぼくはそっと、机の引き出しを閉じた。

　つぎにタンスにとりかかる。

　まず一番上の引き出しを開けてみた。

　ん？　……なにか入ってる？

　きらきら輝かがやく、ちいさなメダルだ。ぼくはメダルをポケットにしまった。

　つぎに二番目の引き出しを開けると……。

　ん？　……なにか入ってる？

　ぼくは、手にとって、広げてみた。

　なにか黒い布？　……ハンカチにしては、形がへんだ。

　輪っかになってるし、穴が二つ空いてるし。

　これはひょっとして……。

　マイケルが一日に一回は口にだす、「ぱんつ」というものではないかな。

　でも、ぱんつって白だよね。これ黒だよね。あとなんか、ちょっとすけちゃうくらい薄うすいんだけど。

　何度も洗いすぎて薄くなっちゃったのかな？

　なんか。マイケルが言うところの「あだると」って感じがする。

　ぼくにはよくわからない世界だ。

　ユリアさんには、似合わない感じがする。ユリアさんに似合う色って、やっぱ、白だよね？

　どうして黒なんだろう。

　ぼくは、黒い布を、そっとタンスに戻もどした。

　見なかったことにして、ベッドの上に戻って、行ぎよう儀ぎ良よく座って、ユリアさんを待った。
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　いつもの午後。

　ぼくは村のまんなかの道を、マイケルと一緒に歩いていた。

「なーなー。今日はなにやるー？　なに集めるー？」

　マイケルが言う。

　ぼくは、このあいだ見つけた、新しい「たからもの」をポケットから出して、マイケルに見せた。

「ん？　なになに？　それなに？　なになに？　いいもの？」

　ちいさなメダルは、おひさまの光を浴びて、きらきらと輝いている。

　マイケルはメダルを手にして、ためつすがめつ。上にしたり下にしたり、目を近づけたり、裏返してみたり、表を見たり裏を見たり、横を見たり。

「みたことねーなー？　でもきれいだなー」

　ぼくが手を出して待っていると、マイケルはその手にメダルを戻した。

「それ、なんにつかうの？　……え？　なにかと交こう換かんできる気がする？　ばっかでー。そんなもん。交換してくれるやつ、世界のどこにも、いるわけないよー！　……え？　どこかの物好きな王様が、交換してくれる気がする？　あはははは。ないない。ないってー」

　マイケルは笑った。

　笑われちゃった。

　でも、ぜったい、そんな気がするんだよなー。たくさん集めたら、なにか、すごいものと交換できるカンジ？

「じゃあ、俺が交換してやってもいいぞー。なにと交換する？　このあいだ拾った、キラキラする石と交換してやるぞー。キラキラとキラキラで、等価交換だぜー？」

　それはちょっといらないかなぁ。

「ちぇっ。おまえがぜったい交換できるっていうから、そんなおまえがウソつきにならないために、俺はだな──って、おい、ちょっと聞いてる？　聞いてくれてる？」

　ぼくはマイケルのほうに顔を向けていたけど、マイケルのことは見ていなかった。

　道ばたのおうちの窓から見える、タンス──それを見ていた。

　あそこにも、メダル、入っているのかな？

　ひょいと、窓まど枠わくを乗りこえて、ぼくはおうちの中に入った。

「え？　おいおいおい？」

　タンスを開ける。

　そしたら……。

　あったー！

　あのちいさなメダルが、このタンスの引き出しにもあった。

　これで二枚になった！　やったー！

「おい、おいおい、おいおいおい」

　マイケルのところに戻った。

　なんかびっくりしたような顔で、マイケルは、ぼくのことを見ている。

「だめだろ？　人んち勝手に入ったら。あとだめだろ。人んちのもの。勝手に持ってきちゃったら」

　ほらメダルあったよ。

「いいからそれ、返してこいよ。そーゆーの、ドロボーっていうんだぞー？」

　えー？　なんで、だめなの？

「え……？　いや……、なんでっていわれても……、なんでなんだろ？」

　ほら。マイケルだって。よくわかっていないじゃないか。

「ふ、フローラに聞いてくれよ。そ、そういうことは……。とにかく。だめなものは、だめなんだ」

　ぼくら。川でザリガニ獲とるじゃないか。

　岩どけて、捕つかまえるじゃない？

　タンス開けて、メダル見つけるのと、それは、どうちがうの？

「え？　えうっ？　ど、どうって言われても……、ど、どうなんだろうな？　ふ、フローラぁ……、助けてよフローラぁ……」

　フローラ。いま。いないよ。

「と、とにかく。だめなものは。だめなんだー！　お、俺はおまえのためを思って言っているんだーっ！」

　マイケルは、ぶってきた。

　ぼくを、ぽかんとぶってきた。

「い、いいから！　ききわけろー！　お、おまえが〝はい〟って言うまで！　ぶ、ぶつのをやめないからなー！」

　マイケルはタンスからメダルを見つけるのを、だめだという。
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　マイケルに、ぽかりとぶたれた。

「だめだ！」

　また、ぽかりとぶたれた。

「だめなんだー！」

　また、ぶたれた。三発目。

　まえにマイケルがいけなかったときに、ぶったことはある。

　無人販はん売ばいの薬草が、一個一〇Ｇで売られていて、その「一」の数字のところを消しちゃって、「〇Ｇで買えるぜー！　あったまいいだろー!?」とか言ってたときに、ぼくは、ぽかりとマイケルをぶった。

　それはいけないことだと思ったから、ぼくはトモダチとして、マイケルをぶった。

　マイケルはわかってくれて、やめてくれた。

　タンスをあけて、ちいさなメダルを持ってきちゃったのは、それと同じなのかな？

　ぼくがマイケルをぶったときとおなじに、マイケルはぼくがトモダチだから、ぶってくれたのかな？

「それはだめなんだぞ？　わかったか？」

　ぼくは、マイケルに「うん」とうなずいた。

　ちいさなメダルは──、もういっぺん、家の中のタンスをあけて、おなじところにしまい直しておいた。

　勝手にもっていっちゃって、ごめんなさい。

　もうしません。
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「あら。カイン。こんにちは」

　いつもの昼すぎ。村の中をまっすぐ通る、いつもの道。

　のんびり歩いていたら、フローラに出会った。

　フローラは空色の服に、金色の髪かみが、よく似合ってる、かわいい女の子。

　昔はぜんぜんわからなかったけど。最近は、〝びじん〟と〝かわいい〟は、なんとなくわかるようになってきた。

〝びじん〟っていうのは、顔立ちが整っている感じ。ユリアさんとかキサラとか。

〝かわいい〟っていうのは、女の子っぽいって感じ。村のなかのほかの女の子だと……。あんまりいないよね。フローラくらい。

「きょうはマイケルと一いつ緒しよじゃないの？」

　フローラに聞かれて、ぼくは、首を横に振ふった。「いいえ」だ。

「ふふっ……、カインって、いっつも、〝はい〟か〝いいえ〟しか言わないのね」

　ううん。カエルになったときには、いっぱい、しゃべったよ。

「わたし、いっつもカインにマイケルを取られちゃってるのよ？　妬やけちゃうんだから」

　フローラはそう言った。

　やけちゃうって、なにが？

　フローラはマイケルのトモダチ……っていうのとは、なにかちょっと雰ふん囲い気きがちがう。

　なんていったらいいのかな？

　フローラはマイケルのことが好きで──。

　マイケルはフローラのことが好きで──。

　そういうカンケイ？　こういうのって、なんていうんだっけ？

　なんか、コトバがあった気がするんだけど。

　ま。いっか。

「今日はカインのこと、取っちゃおっかなー？」

　くちびるに手をあてて、フローラは言う。

　とっちゃうって、どうするの？

「なにかして遊ぶ？」

　女の子のあそび？

　うーん……。

「……あっ。お花摘つみとか。おままごととか。お人形さん遊びとかじゃなくてねっ」

　うん。そういうのは困るなぁ。ちょっと男の子にとっては、罰ばつゲーム的な感じ？

「でも男のコの遊びとかは……。わたしには、もう、ちょっと無理そうだから……。なにかほかにないかしら？」

　フローラは昔はよく、ぼくとカインにくっついてきていた。「まいけるー、どこいくのー、あたしもいくー」と、よく、ぼくたちに、ついて歩いてきていた。

　……マイケルについてきてたんだよね。ぼくじゃないっけ。

　罰ゲーム的なのじゃないなら、ぼくは、なんでもいいよ。

　フローラの好きなあそびでいいよ。

「え？　わたしの好きな遊びでいいって？　……ううん。わたしは、カインと一緒にいるだけでいいから。……カインと一緒にいて、マイケルを妬かせちゃうあそび。……って、わかる？」
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「うふふ。カインは本当に、そういうところ、疎うといんだから……」

　フローラが笑う。

　なにして遊ぶか決まってなかったから、二人で歩いた。道ばたの木の下で、座りこんで休んだ。

　きょうは天気がいい。ぽかぽかを通りこして、ちょっと暑いくらい。

　木こ陰かげが涼すずしくて。風が吹ふいて。すごく気持ちがいい。

　二人で木の下で、休んでいると。

　あ。イモムシが落ちてきた。

　フローラの肩かたのあたりにイモムシが落ちてきて、うにょこうにょこと、歩いてる。

　ぼくはフローラの肩のところを、指差した。

「え？　なぁに？　カイン？　どうしたの？　その手には、ひっかからないんだから。あっち向いたあいだに、なにか、イタズラするつもりでしょう？」

　いや。そうじゃなくて。イモムシ。

「うふふ……。だめよ。そういうのは、キサラとかロッカちゃんにやってあげないと」

　ちがうんだ。だから。イモムシ。

　ぼくは「はい」と「いいえ」以外は、苦手なので……。

　イモムシのことを伝えるには、どうしたらいいんだろう？

　うーん。うーん。うーん。

　ぼくが悩なやんでいるあいだに、イモムシはフローラの肩から、襟えりのところまで、横断していた。そして、襟のところで、立ちあがって──次に足のつける場所を探している。

　いくつも生えている足の、いちばん先せん端たんの一対ついが──。

　ぴと──と、フローラのほっぺに触ふれた。

「……？」

　フローラが自分の肩を向く。至近距きよ離りでもって、イモムシと、にらめっこをやって……。

「き……」

　フローラが大きく息を吞のむ。

　そして──。

「──きゃああああ！」

　大きく叫さけんで、ぼくに飛びついてきた。

　ぎゅーっと、首が折れるぐらいに、抱だきついてきて──。

「とってとって！　とってえぇぇぇーっ!!」

　ぼくはイモムシを取ってあげた。

　そんなに慌あわてなくていいのに。毛虫だと刺さされて大変だけど。イモムシなら、刺してこないしね。

　指でつまんで、木の幹に逃にがしてやった。

　ばいばい。

　イモムシはわかっているのか、いないのか──。

　いっぺん立ちあがって、足を何対か動かしてから──。

　木の幹をせっせと登りはじめた。木の上のほうにもどってゆく。

　そういえば、あそこから落ちてきたんだっけ。

　木の上のほうには、きっと、おいしい葉っぱが、たくさんあるんだろうね。

　ロッカだったら、イモムシとも、話……、できたりしたのかな？　動物とは話せても、虫とは、さすがに無理かな？

　フローラは、まだ──。ぼくに、ぎゅー、って、しがみついている。

　ぶるぶると震ふるえている。

　もうイモムシいなくなったから、だいじょうぶだよ。

　……って、どう言って伝えよう？

「はい」と「いいえ」と……。しいていうなら、どっち？

「げ。カイン」

　声がした。

　顔を向けると──。

　獲え物ものを肩にかけたアネットが、驚おどろいた顔で立ちつくしていた。

　でも、なんで、「げ」……、なんだろう？

「──と。フローラぁ!?」

　アネットは、すっとんきょうな声をあげる。

　ああ。そっか。

　フローラが抱きついているんだっけ。それでびっくりしてるのか。

　困ったなぁ。フローラはまだ怖こわがってる。

　ぜんぜん離はなれてくれないなぁ。

「あ、あの……、ご、ごめんねっ!!」

　アネットはなにか謝りはじめた。

　ちがうんだよ。これは。

　……ええと。
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　ぼくは「いいえ」と言ってみた。

　そしたら、アネットは──。

「そ、そうだよねっ……、ど、どっか行くねっ……。じ、じゃまだよねっ……。し、しつれいしましたーっ──！」

　アネットは、ぴゅーって走って行っちゃった。

　村でいちばん足が速いから、あっというまに、見えなくなってしまった。

　なんかいま。ものすごい勘かん違ちがいしてない？　だいじょうぶ？

「……ああっ。こわかったっ……」

　フローラがようやく落ち着いてくれた。

「え？　アネット？　アネットがどうかしたの？」

　フローラは気がついていないっぽい。

　ええと。……どうしたらいいんだろう？

　アネットを追うべきなのか。フローラといるべきなのか。
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　ぼくはアネットを追いかけることにした。

　ごめんねー。フローラ。

　手を合わせて、拝む。

「それでいいのよ。カイン」

　フローラは柔やわらかく微笑ほほえんでくれた。

　ん？　アネットがいたことに気づいてなかったんじゃなかったっけ？

　ま。いっか。

　ぼくは、ぴゅーって走って、アネットの行っちゃったほうに向かった。

　きょろきょろ。いない。

　もっと走る。

　また。きょろきょろ。

　いた。

　とぼとぼと肩を落として歩く、緑色のシルエット。

　アネットだ。

「しらなかったー……、しらなかったー……、しらなかったー……、ちぇっ」

　石を蹴けっ飛ばしながら、アネットは歩く。

「カインのやつー、フローラが、好きだったなんてー……、ちぇっ」

　また石が蹴られる。蹴られた石は、木になっていた果実にヒット。果実は地面に落ちてくる。アネットは何気にすごい。落ちこんでいるときでもすごい。百発百中。

「リリーだったら、いいと思ったんだけどなー……、ちぇっ」

　アネットはそんなことを言っている。

　リリーはアネットのトモダチ。ふつうのトモダチじゃなくて、特に仲のいいトモダチ。〝だいしんゆう〟とかいうやつだ。

　ぼくはアネットの肩に、ぽん、と手を置いた。

　こんなに近くに来るまで気配に気づかないなんて、ほんと、アネットらしくない。

「わっ！　わわっ！　──か、カインっ!?」

　アネットはびっくりしている。

「な！　な！　な！　──なにっ！　──っていうか！　ど、ど、ど、どこから聞いてたのっ!?」

　うん？　「ちぇっ」が三回くらい？

「三回？　三回だけっ？　……じゃあ、あれは聞いてない？」

　あれってなんだか知らないけど。
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「あー……、よかったー……」

　アネットは、ほっとしている。

　あれってなんだろう？

　ま。いっか。

「……で、なに？　フローラのとこにいなくていいの？　え？　フローラはただのトモダチ？　勘違いしてる？」
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　どんな勘違いなんだか、よくわからなかったんだけど。アネットが勘違いしていることだけは、ぜったいだ。

「うっそだー。だって、さっき、抱き合ってたじゃん。ただのトモダチだったら、そんなことしないよ……」

　アネットは寂さみしげに笑う。

　ぼくはこの寂さびしそうな笑いを、止めたいと思った。

　どうやったら止まるんだろう？

　あっ。そうか。

　こうだ。

「えっ？　ちょ、ちょ──カインっ？　ちょっ!?」

　ぼくは、アネットを抱きしめた。

　ぎゅーっ、って、やった。

　ほら。アネットにもできるよ。トモダチだけど。

「わかった！　わかったから！　はなしてー！　それアウト！　アウトだからっ！」

　なにがアウトなのかわからなかったが──ぼくは、はなした。

　アネットの顔がすごく近いところにある。

　その顔は真っ赤だった。

「だ、だ、だめだよ、トモダチにそんなことしちゃ……。で、でも……、まあ、わ、わかったけど。フローラだけ特別なんじゃないって……、え？　さっきのは？　肩かたにイモムシついてただけ？　え？　抱きあってたわけじゃない？　え？　そうなの？」
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「なーんだ……、そっかぁ」

　アネットはわかってくれたようだった。

　誤解はとけたっぽい。

　よかった。よかった。

　じゃあねー。ばいばい。

　ぼくはアネットに手を振ふって、帰ることにした。

「え？　あっちょっ──!?　もう、カインは仕方のないやつだなぁ」

　背中のうしろのほうで、アネットがそう言って笑っていた。
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「あばれウマだーっ！」

　誰だれかが叫さけぶ。悲鳴もあがる。

　村の中は騒そう然ぜんとしていた。

　一いつ匹ぴきの「あばれウマ」が村の中に入ってきて、暴れているのだ。

　ウマはいつもはおとなしい生き物なんだけど。

　興奮して暴れると手が付けられなくなる。

　柵さくを蹴っ飛ばして壊こわして、家にぶつかって壊して、あちこち大変なことになっていた。

　みんなは、ウマにはねられないように道から避よけている。

　ぼくはマイケルと一いつ緒しよに駆かけつけて、すごいなー、すごいなー、と見ていた。

　すごいすごい。ウマすごい。ウマつよい。

　すごい。もっとこわせー。

「だめだろ」

　マイケルが、ぼくの頭をぽかんと叩たたいた。

　そうだね。だめだね。

　壊すのよくないね。おうち壊れたら、壊れた人が困るよね。

　でもあとでみんなで手伝って直すから、ちょっとくらい壊れてもいいんじゃないかな？　すごいし。

　ぽかん。

　そうだね。だめだったね。

「あのウマ。どうにかしないと。村中の家が壊れちゃうぜ」

　マイケルが言う。

　ちょっと見てみたいとか言うと、マイケルにまた怒おこられるので、ぼくはそれを、ぐっとガマンして飲みこんだ。

「あと。ケガする人がでてくるぜ」

　それはだめだ。

　家が壊れるくらいなら面おも白しろくて楽しみだけど。

　人がケガするのは、それは絶対にだめだ。

「お？　──おいおい！　おまえ！　どこ行くんだよ！」

　ぼくがなんとかする。

「なんとかって！　どうすんだよ！　俺たちコドモになんとかできるわけないだろ！　オトナにまかせておけって！」

　ぼく。もう十二歳だからオトナだし。

　誰かがどうにかしなくちゃならないなら、ぼくがやったっていいわけだし。

　ぼくは道に出た。

　走ってくるウマに、立ち向かおうとすると──。

「どいて。あたしがやるわ」

　キサラが僕の前に立った。

　長い足をすっくと踏ふん張って、爆ばく走そうしてくるウマのまえに、毅き然ぜんと立つ。

　キサラ。かっこいい。

　キサラは、すっと両りよう腕うでを頭上に差し上げると──。

　ウマに向けて振り下ろした。

「カエルになっちゃえー!!」

　でた！　キサラの魔ま法ほう！　カエル魔法！

　そっか。あばれウマをカエルにしちゃえば、あぶなくなくなるよね。カワイクなるよね。

　──でも。

「なんでなんでなんでーっ!!　なんできかないのーっ!!」

　キサラが叫ぶ。

　魔法はウマに命中したが、ウマはそのまま走ってくる。

　カエルに変化しない。

「なんでーっ！」

　キサラの魔法より、あばれウマのほうが、強かったってことじゃないかな？

　ぼくたちは二人で逃にげた。道を走った。

　ウマは追いかけてくる。

「も！　ヤダーっ！　ウマきらーい！」

　キサラは、あんまりカッコよくなかった。

「あたしにまかせて！」

　道の前方にマリオンがいた。

　腕をかぽーんかぽーんとやって、準備運動。

　ぼくたちはマリオンの両りよう脇わきを駆け抜ぬけた。

　マリオンにまかせた。

「さあこい！　勝負だっ！　あばれウマ！」

　マリオンは、突とつ進しんしてくるあばれウマを、正面から──受け止めた。

　すごい。力比べだ。

　すごい。すごい。すごい。マリオンすごい。

　あばれウマを止めて──。

　ぽーん。

　マリオンは撥はね飛ばされた。道ばたの茂しげみに落ちてゆく。

「やっぱムリだったー」

　茂みの中から、そんな声が聞こえる。

　マリオンは、あんまり、カッコよくなかった。

「ウマきらーい！」

　ぼくとキサラは、また走った。

「カイン！　あんた右に逃げなさいよ！　あたしは左に逃げるから──って！　そっちは左！　フォーク持つほうが左でナイフが右！　なに？　ナイフもフォークももったことない？　もう！　ばかーっ！　ばかーっ！」

　キサラは半ベソで叫んでいる。ハナミズでている。カッコよくない。

　二人で逃げつづけて、大きな木の下を駆け抜けたときだった。

「はァーッ!!」

　木の枝から誰かが飛び降りてきた。そしてウマの背中に飛び乗った！

　アネットだ。

　木の上で待ち伏ぶせをしていて、ウマの背中に飛び乗ったのだ。

「はーっ！　はいどぅー！」

　アネットは、あばれウマを乗りこなそうとしている。

　あばれウマのほうは、荒あらっぽく飛び跳ねて、背中に乗ったアネットを振り落とそうとしている。

　狩人かりゆうどのアネットが、馬を調教しようとしている──!?

　二人の勝負は、しばらく続いていたが──。

　やがてアネットが、ぽーんと、飛ばされた。

「きゃーっ！」

　ぼくはアネットを受け止めた。

「ご、ごめん……、だめだったー」

　ぼくとアネットとキサラと、三人で、おたがいをかばい合うようにして立った。

　あばれウマは、ぼくたちのまわりを回っている。

　ブルルルッ──!!

　と、うなり声をあげながら、大きなひづめで、かつかつと、地面を蹴けっている。

「あれー？　みんなどうしたんですかー？」

　なんか、のんびりした声が、横のほうから聞こえてきた。

　この場の状じよう況きように、なんだか、ぜんぜん、ふさわしくないんだけど……？

「え？　わたしですかー？　わたしは、ほらー、薬草摘つみにー」

　ロッカは手にした草を見せてくる。

　やっぱり危機感ナッシング。

　そこでいま、あばれウマが、ブルルッ!!　──ってやってるのに、まるで見えていないみたい。

　ロッカ!!　あぶない!!
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　あばれウマが、ロッカに向かって駆けてゆく！

　ロッカ！　あぶなーい!!

　ぼくは飛び出した。

　そしてロッカをかばおうと──。

　かばおうと──。

　かばおうと、したんだけど……。

　あれれっ？

「ブルルッ！」

「だいじょうぶ。だいじょうぶ。こわくないよ」

　ロッカはウマの背中を撫なでてやっている。

　あれだけ暴れて、あちこち壊した、手のつけられない、あばれウマだったのに……。

　ロッカが話しかけて、背中を撫でてやったら、なんだか子犬みたいにおとなしくなっちゃった。

　……あれれ？

「この子。こわいモンスターに襲おそわれて、こわくて、逃げてきたんだそうです。……そしたら、村のなか、柵で囲われているから、出口がなくて、パニックになっちゃったんだそうです」

　ほー。へー。はー。

　そうなのか。

　そういえば……。ロッカは動物のことばが、わかるんだっけ。

「わたし。この子。外まで連れていってあげますねー」

　ロッカは、ウマを連れて、行っちゃった……。

　さて。ぼくたちは……。

　ウマがあばれたおかげで、あちこち壊れた家があったはず。

　ぼくたちは家の修理を手伝いにいった。
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「あー。カイン君。コーヒーありがとねー」

　リリーが言う。

　どういたしまして。でも、こーひーそこに置いたの、ずいぶん前なんだけどね。だいぶ冷めちゃったけど。でもそのおかげで、がぶがぶと飲めるくらいの温度になっている。

　今日のぼくは、リリーのところで、お手伝いをしていた。

　リリーが、「カイン君が来てくれて、ごはん作ってくれないと死んじゃう」とか言うので、たまにやってきて、ごはんを作ってあげている。

　毎日じゃないよ。七日のうちで、ええと……？　一日くらい？　でもリリーって、すごいよねー。七日に一回しか、ごはん食べてないのに、死なないんだよ。すごい省エネの体だな。ぼくだったら、ぜったい、死んじゃうよ。それとも、ぼくの作ってあげたごはん以外にも、なにか食べているのかな？　……だとしたら。なんで、ぼくが作ったごはんじゃないと、だめー、とか言うのかな？

　へんなのー。ま。いっか。

　お手伝いをしにきたときは、リリーとは、あまり遊べない。

　リリーはいつも忙いそがしそうにして、〝けんきゅう〟に没ぼつ頭とうしている。

　でもぼくは、お手伝いはけっこう楽しいかなと思っている。

　そして今日もリリーのところにやってきて、ごはんを作ってあげていた。

　それからこーひーを淹いれてあげる。

「あ。カインくーん、おかわりー、おかわりちょうだーい」

　こーひーを淹れる〝キカイ〟は、リリーの〝はつめいひん〟のなかにあるんだけど、なぜか、それは使っちゃだめで、ぼくが淹れないとだめなんだって。

　へんなのー。ま。いっか。

　ぼくはリリーのところに、こーひーのおかわりを持っていった。

　じゃあ。帰るよー？

　リリーの背中に挨あい拶さつしたけど、リリーは〝はつめい〟に夢中。

　ぜんぜんこっちに気づいてくれない。ま。いっかー。

　帰ろうとしたぼくの目は、ふと、棚たなに置かれた、不思議なキカイにとまった。

　なんだろう？　このキカイ？　四角くて、透とう明めいな石が前にはまっていて、ボタンがついていて。後ろにはのぞき窓みたいなものがついている。

　手に取って、覗のぞいてみた。のぞき窓のなかに、リリーが映ってる。

　目で見るより大きく見える。

　ほー。へー。はー。

　なんかこれは、すごいキカイのようだった。このボタンを押すと、どうなるのかな？

　押してみようかな？　やめとくかな？　どうしようかな？
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　押してみた。キカイは、ぱしゃっ、って言ったあと、ジーッと動きはじめた。

　しばらくすると、紙が一枚、出てきた。

　おお！　リリーが写ってる。

　さっきボタンを押したときに見えていたリリーの横顔が、紙に写ってる。

　これはボタンを押すと、見える物を撮とれるキカイなんだ！

　すごい。すごいすごい。すごいよリリー。これはすごい〝はつめい〟だよ？

　なんでこんなところに、無造作に置いてあるの？　なんか、いらないモノみたいに、ぽいっと置いてあるんだけど。

　ねー、リリー、これ借りていーい？

　………。へんじが、ない。

　リリーは、はつめいに、夢中のようだ。
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　ぼくはフシギなキカイを借りていった。

　リリーは〝はつめい〟に夢中で、話しかけても、へんじがなかったから、こっそり内ない緒しよで借りてゆくことになってしまった。

　だけど。しかたないよねー。

　さーて。なにを写そうかなー。

　ぼくは、ちょっとウキウキした気分で、村の中を歩いていた。

　青空撮るかな？　道を撮るかな？　そこの木を撮るかな？　つまんないかな？　もっと面おも白しろいものを撮ったほうがいいかな？　女の子撮ったほうがいいかな？

　マイケルの家の前を通りがかった。

　そうだ女の子いたよね。──と、思って、家の裏のヤギさんを、ぱしゃっと撮った。

　じーっと、紙が出てきた。

　ヤギさんに「ほら写っているよー」と見せたら、もしゃもしゃもしゃ、と、食べちゃった。紙だから、食べられちゃった。

　よし。ほかの女の子も、写しにいくぞー。
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　ぼくはキカイを手に、村の中を歩いていた。

　最初になにを撮ろうかなー、誰だれに出会うかなー、と、思いながら、てくてくと歩く。

　特になにも決めないで、フィーリングに任せて歩いてゆく。

　分かれ道があると、やっぱりフィーリングだけで、「こっち！」と決めて、そっちに歩く。

　なんだか。ワクワクする。

　教会のほうに来ちゃったけど……。ユリアさんは、いないみたい。

　ホウキを持って教会の前を掃そう除じしていたら、ユリアさんのいいところ、一枚、ぱしゃりと撮ろうかと思ったんだけど……。

　教会の裏手に回ってみたら──。

　いた。ユリアさん。

　窓から見えるユリアさんは、お皿に載のせたおやつを前に、なにか、考え事をしているようだった。

「神父様のおやつ……、一個、減っても、わからないわよね？　……わよね？　ああ。神よ。おゆるしになられますか？　……なられますね？」

　一個、ぱくりと食べちゃった。ぼくはその〝けっていてき瞬しゆん間かん〟を、ぱしゃりと撮った。

「え？」

　その音で気がついたのか、ユリアさんが、こっちを見た。

　まつげの長いユリアさんの目が、ぱちくり、ぱちくり。

「い、いえあの……、ちがうんです」

　ユリアさんは、なんか言ってる。

　じーっ、と、紙が出てきた。うん。ちゃんと撮れてる。

「ですから、あの……、これは違ちがうんです」

　ユリアさんは、まだ、なんか言ってる。

　ぼくは、ちゃんと撮れてたことを、見せてあげた。

　ユリアさんのいいところ。おいしそうなところ。

「えっ！　なにそれ!?　なんでわたしが──？　カインさん!?　それ、こちらに──。ちょっとそれ見せてくれるかしら？　──見せなさい。──こら！　お待ちなさい!?　待って、待ってーっ!?」

　ぼくは、ぴゅー、と、逃にげていた。

　なんかユリアさん……、怒おこってた？

　いいところ撮ってあげたんだけどなー。




　　　　◇




「ちょ──ちょっと！　ちょっとちょっと！　なにしたの！　なんであたしが写っているの!?」

　キサラも撮ってあげた。暇ひまそうに店番して、大あくびしていたところを、撮ってあげた。

　ぼくはまた、ぴゅーっ、って、逃げた。




　　　　◇




「だ、だいじょうぶ……、ですよね？　へいきですよね？　三秒以内だし」

　ロッカは地面に落としちゃったお菓か子しを、ひろって、食べてた。

　ぱしゃり。




　　　　◇




「え？　あたしぃ？　え？　やだちょっと、これ見えて──!?」

　アネットと出会って、木から、ひょいと飛び降りてくるカッコいいところを、ぱしゃっと撮った。

　見えてる？　なにが？　カッコいいよ？

　飛び降りてくるところを、下から撮って──自分でも、〝げいじゅつてき〟だと思うんだけどー？

「だ、だってこれ、ぱ、ぱん……」

　ぱん？

「だめ！　かえして！　それかえしてー！」

　ぼくはまた、ぴゅー、って、逃げた。




　　　　◇




「ちぇ。失敗しちゃったー。また作り直しだー」

　マリオンは鍛冶かじの仕事を失敗しちゃったみたい。

　そこを、ぱしゃり。




　　　　◇




　ぼくは追い詰つめられていた。そろそろ逃げ場がなかった。ピンチだった。

「あ、あのね？　カインさん？　あれは違うのよ。違うのよ？　ね？　わかるでしょ？　わからなくても、わかりなさい？」

　ユリアさんがすごくコワい笑え顔がおを浮うかべている。

「カーイーン……!!」

　キサラがなんでか怒ってる。両りよう腕うでを上に差しあげたあのポーズは、カエル魔ま法ほうのポーズ。

「カインさぁぁん、ごめんなさい……、だってだって……、もったいなかったからぁ……」

　ロッカがベソをかいてる。

　泣かしちゃうようなこと、ぼく、なんかしたっけ？

「あっ。あっ。あっ。やだあのその。……イヤじゃないけど。……恥はずかしいし。だから返して」

　いつも元気なアネットが、めずらしく、恥ずかしがってる。

　さっき撮ったやつだよね？　なんで？　カッコいいのに？

「どうせだったら、カッコいいところ撮ってほしかったなぁ。失敗じゃなくて」

　失敗してもマリオンはカッコいいと思うよ。失敗は成功のもと、って言うよ？

「カイン君～っ。カメラ勝手に持っていったでしょ？　あれ、動力の原子力電池がまだ不安定だからー。たくさん撮ると、爆ばく発はつしちゃうよー。だから返してー」

　これ。〝かめら〟っていうのかー。

　すごい発明だねー。これー。

「だから爆発しちゃうってばー。この辺一帯、クレーターができちゃうってばー。ほらっ。──返して」

　皆が手を出して、迫せまってくる。

　ぼくの撮った〝めもりある〟を返せと言ってくる。
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「カイン！　カエルよカエル！」

「カインさん。だめですよ」

「カインさぁん……、おねがいしますぅ……」

「カインーっ、狩かっちゃうよ？」

「カイン……、だめだよー」

「カイン君……、解かい剖ぼうしちゃうよ？」

　皆が手を出して、ぼくに迫ってくる。

　ぼくにはいま、二つの選せん択たく肢しがあった。ひとつは「はい」のほう。返すほう。もうひとつは「いいえ」のほう。返さないほう。

　片っぽのほうが、ぜ～ったい、正解な気がしているんだけど……。

　でも、もう片方を選んだら、どうなるのかも、気になるよね？

　人はなぜ選択肢を選ぶのか。

　なぜならそこに選択肢があるからだ。

　……なんちて。
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　ぼくは、「いいえ」と答えた。断固として「いいえ」だった。

「はい」が正解なのはわかってる。

　だが断る。

「そっかぁ～、じゃあ、仕方がないよねー……？」

　リリーが、にっこりと目を細める。

「みんな～、やっちゃおー……！」

　リリーの合図で、みんなが、飛びかかってきた。




　　　　◇




　ぼくはカエルにされて、捕つかまえられて、カイボーされてしまった。
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　ぼくは、はっ！　──と、目を覚ました。

　自分のおうち。ベッドの上。虫の鳴く音だけが聞こえてくる。

　あれ？　カイボーされちゃったのは……夢？

　もう眠ねむれそうになかったので──。

　ぼくは、日が昇のぼるまえから、ぱっかんぱっかんと薪まきを割りはじめた。




　　　　◇




　次の日。薪を持って、配達に行くと──。

「あ……。カ、カイン……？　お、おはよう」

　おはよう。

　──って？　あれれ？

　キサラが挨あい拶さつしてきた。めずらしいよね？

　キサラはいつも、最初は、「なに？　なんの用？」と、じろりと睨にらんでくる。

　もちろん、ぼくは、キサラが優やさしい子だって知ってるから、睨まれたって気にしない。キサラの挨拶みたいなもんだって、そう思ってる。

　そのキサラが、今日は、「おはよう」と言ってきた……？　へんなのー？

「その……、もう、だいじょうぶ？」

　なにが？

「あ。薪ねっ。あ、ありがとうねっ……」

　薪を渡わたすと、キサラはお礼を言って受け取った。

　やっぱり変だ。

　いつものキサラだったら、「薪割りのあんたは薪を割るしか能がないもんね。べつに欲しくないけど。仕方ないから、受け取ってあげるわ」──って感じになるんだけど？

　キサラはなんか様子がおかしかったけど……。

　ぼくは自分の仕事をした。キサラの魔法屋に薪をおいていった。

　おかしなキサラのところをあとにして、ぼくは、次の配達先に向かった。




　　　　◇




「あ……、カ、カインさん？」

　次の配達先は、ユリアさん。ユリアさんも、やっぱり、なんか、へんだよなぁ……。

「そ、その……、あはははは」

　ユリアさんは笑っている。しかしその笑顔は、いつもの穏おだやかな笑顔とは、違ちがう感じで……。なんか、引きつっている？

「だ、だいじょうぶですよー……。ですからねー？」

　なにが「だいじょうぶ」なんだろう？

　よくわかんなかったけど、ぼくは自分の仕事をした。

　ユリアさんの教会にも、薪を置いていった。




　　　　◇




「見てません！　見てません！　わたしはなんにも見てません！」

　ロッカも様子がおかしいなぁ。

　ぼくにであったとたん、ぴゅーって、木の上のおうちに、駆かけこんじゃった。

　ロッカのおうちは、木の上にある。あぶないから、木の上では火は使わない。木の下にあるカマドの前に、ぼくは、薪をたくさん置いておいてあげた。

　薪を積み上げおわってから、上を見る。木の上のおうちにいるロッカが、こちらを見ていて──目と目が合ったとたん、頭が窓の中に引っこんだ。

　うーん……？




　　　　◇




　つぎはアネットのところ。

　狩人かりゆうどのアネットは、狩りに出ていて、家を空けていることが多いんだけど。

　昨日はいたから、今日もいるに違いない。

　家にいるときには、薪を使うだろうから、持っていってあげなきゃ。

　あれ？　なんで昨日はアネットがいたっていうことを、ぼく、知ってるんだろう？

　昨日、会ったかな？　覚えてないなぁ……。

　アネットの家に行くと、家から出てきたアネットと、ばったり出くわした。

「あっ」

　アネットは、ばつの悪そうな顔をしている。

　うーん……？　みんなそんな顔をするよね。

　ぼくの顔を見ると、きまって同じ顔をするんだけど……。

「いや……、気にしてないよ？　気にしてないからねっ？」

　アネットは念を押すように、そう言った。

　うーん……。なんだろう？　気にしてないのは、ぼくのほうで……。

　なにかを気にしているっぽいのは、みんなのほうなんだけど……。

　とにかく、ぼくは、仕事をした。

　アネットのところにも、薪をたくさん置いてきた。




　　　　◇




　つぎはマリオンのところ。

「や、やあ……。カ、カイン……」

　ぼくと顔を合わせたとたんに、こそこそー、と、逃にげようとするマリオンに、ぼくは──。
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　──と、そう、呼び止めた。

　正確には呼び止めてないかもしれないけど。

　でもキモチは伝わったみたいで──。

　マリオンは立ち止まってくれた。

「そ、その……ごめん。逃げようとしちゃって……。あ、あたしらしくなかったよね……？」
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　ぼくはうなずいた。

　マリオンなら、逃げないで教えてくれると思った。

　なんか今日は、みんなが変なのだ。

　ぼくの顔をみるたびに、様子がおかしくなったり、逃げていったりするんだよね？

　なんでか、知ってる？

「い、いや……、あの……、そのつまり……」

　なに？

「だ、だからその……、いわゆるひとつの……」

　マリオンは、ぼくの顔を見ながら、しどろもどろ。

　ヘビににらまれたカエルみたいに、だらだらと汗あせを流している。

　ん？　カエル？　なんかカエルがひっかかるなー？

　なんだっけ？

　ああそうだ。朝。へんな夢を見たんだっけ。

　カエルになって、それから、カイボーされてしまう夢……。

　なんであんな夢を見たんだろう？

「そ、その……、り、リリーから話してもらうといいんじゃないかと……、思うよ？　あ、あたしもついてくから……、責任、あるから……」

　なんか、リリーに聞けば、わかるそうだ。

　マリオンがついてきてくれるそうだ。

　ぼくはマリオンの鍛冶かじ屋やに薪をたくさん置いてから、マリオンと一いつ緒しよに、リリーのおうち──〝けんきゅうじょ〟に向かった。




　　　　◇




「カイン君？　……どーしても、聞きたい？」

　リリーは言う。

「もいちど聞くよ？　……どーしても聞きたい？　聞いても、怒おこらない？」

　聞いてみないと、怒るかどうかなんて、わかんないよ？

　てゆうか？　それ？　怒るようなことなの？

「最後の最後に、もーいちど、聞くよ？　どーしても、聞きたい？」
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「そっかー。どうしても、聞きたいんだねー」

　ぼくが「はい」と答えると、リリーは言った。

「世の中には、知らないほうが、よかったってこともあるんだけど……。それでも聞きたい？」

　もちろんだった。はいです。はい。
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「そっか。カイン君は、チャレンジャーだねー」
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「あと……、おこらない？」

　なんでおこるの？　ぼくがおこるの？
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「じゃあ。教えてあげるー」

　リリーは、ひょいと、なにかを持ち出してきた。

　ぼくの顔に向ける。

　手鏡だった。ぼくの顔が映っている。

　そして、ぼくの顔には──。
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　──と、こんな字。

　ほっぺとかにも、いろいろ書いてあるし……。

　鼻の頭なんて、黒く丸く塗ぬりつぶされている。

「これね。証しよう拠こ写真」

　リリーが見せてくれたのは、あの〝かめら〟とかいうキカイから吐はき出された紙。

　ぼくの顔に皆みんなが落書きをしているところが写っている。

　ひどい。

「カイン君。昨日、みんなにとっちめられて、頭ぶつけて、気を失っちゃったんだけど……。覚えてない？　覚えてる？」




　[image: →]［いいえ］




「記き憶おくがないのは、頭ぶつけたからだねー。……え？　カエル？　カイボー？　なにそれ？　起きてないよ？　そんなこと。──変な夢でもみたんじゃない？」

　そっか。あっちは本当に夢だったのか。

「それでね。はじめはみんな、心配して介かい抱ほうしてたんだけど……。そのうちに、誰だれが言いだしたんだか、顔に落書きしちゃえー、ってことになってねー」

「言いだしたの、それ、リリーだよ」

　マリオンが証言する。

　リリー。ひどいや。

「あはははは。ごめんごめーん。でも、わたしの場合は、おあいこなんだよ？　カイン君だって、このあいだ、わたしの額に落書きしていったでしょ？　なんか変な、嫌いやな感じのマーク、書いていったでしょー？」

　うん書いたね。

「あれ、消すの大変だったんだからねーっ？　絶対消えないマジカルインキで書いたから、消すの、大変だったんだからねーっ？」

　ぜったい消えないんだったら、どうやって消したんだろう？

「わたしは仕返しの権利があるからいいけど。みんなはひどいよね。はいこれ。マジカルインキ」

　リリーは、マジカルインキを、ぼくに渡わたしてくれた。

　ぼくは、しゅぽんと、キャップを親指で、はじき飛ばした。

「あ……、あはははは……、と、止めたよ？　あたし、みんなを止めたんだよ？」

「でも最後にはやってたよねー。鼻の頭を黒く塗ったの、それ、マリオンだし」

　リリーが証言する。

　よし。有罪。

　ぼくはマリオンに襲おそいかかった！

　マリオンの額に「肉」と書いた。

　その後、村中をねり歩いて、つぎつぎと皆を襲った。

　ぜんいんの額に「肉」と書いてやった！

　よし！　ふくしゅう！　完かん了りよう！
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　いつものコープ村。いつもの道。

　ぼくは、てくてくと、道の真ん中を歩いていた。

「あら。カイン。ごきげんよう」

　フローラに出会った。会え釈しやくで挨あい拶さつしてくるフローラの、その額に、「肉」と書いてあった。

「やあ。カインじゃないかい。マイケルなら、いないよー。あのバカ。まーた、乳しぼりサボってるのさー。みつけたら、とっちめておいておくれよー」

　マイケルのおうちの前でおばさんと出会う。マイケルはいないっぽい。

　おばさんのその額にも、「肉」とあった。

「やあやあ。聞いたかい？　聞いたかい？」

　つぎに出会ったのは、うわさおばさん。うわさおばさんの額にも、「肉」とある。

　このあいだ、ぼくはみんなの額に「肉」って書いてまわった。リリーの「ぜったいに消えないマジカルインキ」で書いたから、それは消えなくて、けっこう長いこと残っていた。

　でも「ぜったいに消えない」はずなのに、十数日くらいで消えちゃった。

　それおかしいよね。リリーにそれを言ってみたら、「あれは消えたんじゃなくて皮ひ膚ふごと剝はがれたんだよー。新しん陳ちん代たい謝しや。──わかる？」とか、言いわけをしていた。

　ぼくたち、みんなが、額に「肉」と書いて、村を歩き回っていたら、なんか、みんなのあいだで流行はやってしまった。いまではみんなが、額に「肉」って書いている。

　なんか変だなぁ、とか思うんだけど。

　流行ってしまったんだから、しょうがない。流行りが落ち着くまでは、しょうがない。

　ぼくたちも、流りゆう行こう遅おくれにならないように、いっぺん消えた額に、もういちど「肉」って書いている。こんどは「ぜったいに消えないマジカルインキ」ではなくて、消すのが楽なペンで書いてる。寝ねる前に顔を洗えば、それで落ちる。これもリリーの発明品。

「ニンゲン！　勝負だニャ！　こんどこそ！　おまえをギニャーと言わせてやるニャ！」

　草むらのなかから声がした。──と、思うと、いつか見たネコ型の獣じゆう人じん少女が、ぼくのまえに飛び出してきた。

「おまえの額に！　この印をきざんでやるニャ！」

　ネコ娘むすめは、なんか、言ってる。額になにか書いてある。

「これは魔ま界かいにつたわる！　ゆいしょただしい！　くつじょくの印なんだニャ！　おまえの額にも書いてやるニャーッ!!」

　自分の額の「肉」って印を示して、ネコ娘は言う。

「え？　なんでミーの額に、この印があるのかって？　──それはニャ！　ミーがまた失敗して！　魔王さまにおしおきされたからニャ！」

　そうなんだ。失敗したんだ。またなんだ。

「魔王さま直々に書いてもらったのニャ！　ミーは幸せものだニャ!!」

　しあわせなんだ。よかったねー。

「だからおまえにも書いてやるニャ!!」

　ごめん。言ってることがわからないよ。それにもう書いてあるんだけど。

　まあ、とりあえず──。仕返しをしにきたことだけは、わかった。
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　だまってやられる必要はないよね。ネコ娘は、いじめた覚えはないんだけども。

　やるっていうなら、ぼく、やるよ？

「おまえをやっつけて！　魔王さまに褒ほめてもらうニャ！　これまでの失敗をぜんぶ帳消しにするニャ！」

　なんかそういう理由だと、ますます負けられないなぁ。

「ギニャー！」

　ネコ娘は、飛びかかってきた。ぼくは、ひょいと避よけた。

　そしてネコ娘の背中に──。「肉」って書いた。

「ああっ！　なにするニャ！　ひどいニャ！　ミーに〝肉〟って書いていいのは！　魔王さまだけニャ！」

　しらないよー。

「ギニャー！」

　また飛びかかってきたネコ娘を、ひょいと避けて──。

　また背中に「肉」って書いた。これで「肉肉」になった。

「だめだニャー！　もう書くニャーッ!!」

　ネコ娘は、もう半泣きだ。そして、もう何個か「肉」って書いてあげたところで──。

「びえ──……っ！」

　ネコ娘は全泣きになった。

「うわーん！　もうダンジョンかえるーっ！　魔王さまに言いつけてやるー！」

　べそをかきながら、帰っていってしまった。

　あの「魔王」っていう人、厳しそうな人だったから──。人間に負けて帰ったなんて言ったら、きっとまた「肉」が増えるだけだと思うけど。

　まあ、とにかく──。勝った！　勝ったぞー！　ぶいっ！
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「あれはわしが、十七のころじゃった……。当時、武者修しゆ行ぎように出ていたわしは──」

　きょう、ぼくは、村長さんの家に遊びにきていた。

　村長のおじいさんは、ぼくの恩人。ずっとずっと前、五歳の頃ころのぼくが、行くあてもなくぼんやりしていたとき。

　家と、薪まき割わりの仕事をくれたひと。

　そのおかげで、ぼくはこの村に居場所ができた。とても感謝してる。感謝してるから、ってわけじゃないんだけど。ぼくはたまに村長さんの家に遊びにくる。

　そして村長さんの話を聞く。

「──そのとき、わしは、襲いかかってくる者どもを、ばったばったとなぎ倒たおし──、ちぎっては投げ、ちぎっては投げの──」

　村長さんの昔話は、とっても長い。しかも延々、同じところを何度もループする。

　皆みんなは嫌いやがって、げっそりして、「ぜったい行きたくない」とか、「無理」とか、「いっそ殺して」とか、「ヤギの乳しぼりやってたほうがマシ」とか言うんだけど。

　ぼくは結構、楽しい。指を折って数えてる。今日は何回ループするかなー、と数えていると、けっこう、楽しい。

　あと、もうひとつ楽しみなこともあって──。

「はい。おやつの時間よー。んー？　疲つかれちゃった？　いい子には、おいしいおやつよー」

　村長さんのとこでお手伝いをしているお姉さんが、おやつを出してくれた。

　わーい。おやつだー。

　ぼくはおやつを、ぱくぱくと食べた。

　村長さんは気にしない。昔話を語るのに夢中。ぼくはおやつに夢中。

　これけっこう、いいコンビだと思う。

「わしは、さらわれた娘さんを助けるために、単身、山さん賊ぞくどものアジトに乗りこんで行く決意を──」

　あ。また頭に戻もどった。指を折らなきゃ。数えなきゃ。でも両手の指をぜんぶ折っちゃったら、どうしたらいいんだろう？　そっか。足の指を折って数えればいいんだ。

　ぼく。あったまいー！

「村長さぁ～ん、道具屋の方が見えてるんですけどー。なにかクレームみたいですよぉ～」

「おお。そうか。すぐ行くわい」

　お姉さんが呼ぶ。村長さんは、よっこらしょ、と言いながら、椅い子すから立ちあがった。

　なんでおじいさんやおばあさんは、よっこらしょ、っていうのかな？

　村長さんは、村の色々な人の話を聞いて、仲をとりもったり、仲ちゆう裁さいしたりするお仕事をやっている。あっちを立てるとこっちが立たない。

　村長さんは、どちらも立てるような、うまいところに着地させる。

「そういえば。まだ話したことはなかったな。そこの部屋のすみにある宝箱じゃが。そこには、わしが冒ぼう険けんしていたときの装備が入っておるのじゃ。……伝説級じゃぞ？」

　あれ？　村長さんの話。これは、はじめて聞く話かな……？

「ふっふっふ……。見たいか？　見たいじゃろう。そうじゃろうとも。でもだめじゃ」

　見たいって、べつに、言ってないけど……。

「その装備は、わしの伝説を受け継つぐにふさわしい、見込みある若者にしか譲ゆずらないと決めておるのでな」

「村長さあぁ～ん！」

　お姉さんの声がかかる。

「おお！　いま行く！　いま行く！　──せっかちじゃわい！」

　村長さんは最後に、一度、ぼくを振ふり返って──。

「よいか？　見てはならぬぞ？　──決してな？」

　村長さんは、行ってしまった。

　村長さんは、あんなことを言っていたけど……。
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　ぼくは宝箱の中を見てみることに決めた。

　こっそり。こっそりね。ちょっとだけ。ちょっとだけー。

　宝箱には鍵かぎが掛かかっていなかった。蓋ふたはすぐに開いた。

　宝箱の中には……。

　ん？　木の棒？　あと、シャツとズボン？

　んーと……。この木の棒と、シャツとズボンが、「伝説の装備」なのかな？

　若い頃に冒険していたという村長さんが、その当時、使っていた「すごい装備」っていう話なんだけど……。

　これ？　すごいのかな？　でもこれ。たとえばこの木の棒。これって、村の道具屋さんで売ってる「ひのきのぼう」にそっくりだ。こっちのシャツとズボンは単なる布製で、これも「ぬののふく」にそっくりだ。

　うーん……。

　ぼくは、ぱたりと、宝箱をしめた。そっとしておいてあげるべきだと。なんか。思った。

　うん。ぼくは見なかった。なんにも見なかったよ？
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「へー。〝でんせつのそうび〟が、ひのきのぼうと、ぬののふくねー」

　マイケルは、お菓か子しをもぐもぐと食べながら、そう言った。

　今日はマイケルに相談があったので、ちょっとふんぱつして、お菓子を買った。

　昔、キサラのプレゼントを買えなくて後こう悔かいしたことがあったので、おこづかいは貯ためるようにしている。

　とっておきのときのために、とってある。とってあるから、とっておきっていう。

「それー。おまえー。かつがれたんじゃねーのー？」

　かつぐって？　ぼく？　肩かたにのせられちゃった？

「そのかつぐじゃねーよー。だます、って意味だよ」

　村長さんが、ぼくをだますの？　なんでだますの？　だまして、なんかいいことあるの？

「だましてんじゃないなら、じゃあ、ガチだなー」

　ガチって？

「その初心者用の装備を、ほんとに、〝でんせつのそうび〟だと思ってるんじゃないのかー？　だとしたら、ほうっておいてあげろー」

　うん。だからほうっておいてあげたよ。

　ぼく。なにもみなかった。

「うん。それがいいんじゃないかなー。そんちょーさん、もうトシだしなー。ボケててもしかたねーし。ユメ、壊こわしちゃったら、かわいそうだろー」

　うん。そうだねー。

　だけど残念だったなー。

　伝説の装備……。みてみたかったなー。

「え？　おまえ？　なに？　なんなの？　ひょっとして、冒険、とか、そーゆーの、したいの？」

　うん。してみたいなー。

　マイケルは、したくない？

「俺はおまえ。村人Ａじゃんよー。そんな。冒険とか。無理じゃんよー」

　マイケルはすくなくとも「Ａ」じゃないと思うな。たぶん「Ｈ」だと思うよ。

「そういや。うちの村のすぐ近くにさー。なんか、あったよなー」

　なんかって、なにが？

「ほら。なんか〝ほこら〟？　とか？　そーゆーの」

　ほー。へー。はー。

　あったんだ。

「俺たち子供は、はいっちゃだめ、って言われてるけどなー」

　へー。そんなのあったんだ。

「え？　一いつ緒しよに行ってみないかって？　だから子供は入っちゃだめなんだってば」

　ぼくは子供じゃないよ。もう大人だよ。十二歳だもの。

「子供でなくても、ダンジョンなんて、いかないって。あぶねーじゃん」

　じゃあ。一緒に行こうよ。

「え？　俺？　だめだめ？　行かない行かない。だっておまえ──フローラが心配するじゃん。俺はフローラを悲しませるようなことは、絶対しないって、決めたんだ」

　マイケルはそう言った。

　いっつもフラフラしているマイケルだけど、フローラのことになると、急にしゃんとなって、真人間になる。

　そこはすごいと思う。

　ぼくは、だめだなー。

　村の近くにダンジョンがあるって聞いたら、心がぴょんぴょんしてきちゃった。

　まえに、村を出ようとしたときのことを思いだしてしまった。

　この道はどこに続いているんだろう。あの青い空のしたには、いったいなにがあるんだろう。

　そう考えるのが止まらない。




　　　　◇




　マイケルを誘さそってもだめだったから、ぼくは、一人で「ほこら」という場所に行ってみた。

「こら。ボウズ。こんなところに来てはいかんぞ」

　ほこらの入口のまえには、大人のおじさんが立っていた。

　ヨロイを身につけて、剣けんも持っていて、なんだか強そう……？

　あの青く塗ぬられた鎧よろい、カッコいいなー。

「村に帰れ。ボウズ。……ん？　わしか？　わしは、誰だれかが間ま違ちがって、ほこらに入ってしまわないよう。見張りをやっているんだ」

　でもぼく？　間違えてないよ？

　ほこらに入ろうとしているんだよ。

「わっはっは。なにを言う。ここはダンジョンだぞ。なかにはモンスターが棲すみついているのだ。子供の遊び場所とは違うのだ」

　モンスターなら倒たおしたことあったけどなー。トレント割るの、得意だよ？

「とにかく。力のない者を、このほこらに入れるわけにはいかんのだ。ここに入ってよい者は、すくなくとも、わしより強くなくてはな。……もし、どうしてもというのであれば、わしを倒してみよ！」

　えー？　倒すの？

「がっはっは！　おまえみたいな子供には、無理だろうがな！」

　おじさんは、豪ごう快かいに笑っている。
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　番人のおじさんと、戦ってみることにする。

　そういえばこんな選せん択たく、前にもやったっけなー。

〝魔ま王おう〟って名乗ってた魔族の男の人と、戦うかどうかっていう選択……。

　あのときにはやめておいた。

　勝てそうになかったからじゃなくて──。戦う理由がなかったからだ。

　いまはある。

　ほこらに入るには、おじさんを倒さないといけないらしい。

　これは戦う理由だよね？

　あと、この戦い、負けてもへいきみたいだし。

　魔族の男の人と戦おうとしたときには、負けたら、あれ、終わってたよねー。

　これは、終わらないよねー。

　じゃあ気楽に戦えるよねー。

　……ということで。

　やるぞーっ！

「お？　なんだボウズ？　やる気か？　はっはっは、元気がよいな。そういうコドモはきらいではないぞ。──よし。では相手をしてやろう。──かかってまいれ！」

　ぼくは、おじさんに飛びかかった。




　　　　◇




　そしてぼくは……。倒された。

「はっはっは！　修しゆ行ぎようが足りんようだな」

　勝ったおじさんは、豪快に笑っている。

　ぜんぜん相手にならなかった。

　おじさんは、強かった。

　ぼくもこのあいだ森でモンスターを倒して、けっこう、いけてると思っていたんだけど。

　ぜんぜん、だめだった。いけてなかった。

「わしにさえ勝てんようでは、この奥に行っても、返り討うちにあうだけだ。もっと修行してくるがよかろう」

　おじさんはそう言った。

　うん。おじさんの言うとおりかも。

「さあ、これを使って、ケガを治すがよい」

　なんと！　やくそうをもらった！

　これ村で買うと、道具屋さんで二〇Ｇ、ロッカの無人販はん売ばい所でも一〇Ｇもするのにー。

「もっと修行を積んだら、また、来るがよい。いつでも、相手をしてやるぞ」

　おじさんは、愉ゆ快かいそうに笑った。

　ぼくはこのおじさんが好きになった。

　いつか倒せるくらいに強くなれるといいなー。

　ぼうけんは、それまで、おあずけかな。
















　数年が過ぎた……。

　僕たちは十六歳になった。
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　いつものコープ村。いつもの昼下がり。

　僕はいつものように、マイケルの家に向かうところだった。

　十六歳になって、もう昔みたいに、セミやカエルやザリガニを捕つかまえにいくような遊びはしなくなった。

　女の子たちは十二歳くらいの頃ころにはもう卒業していたみたいだけど。

　男の子の僕たちも、十六歳になったいまでは、すっかり卒業だ。

　昔は、午後になれば、すぐに野山にダッシュしていた。

　最近はそういうこともなくなった。

　僕は薪まき割わりの仕事は午前中に終わるので、そのあとは、村をぶらぶら。

　なにか手伝えることを探して回ったりしている。荷運びから、屋根の修理から、店番まで、臨時のお手伝いの仕事があれば、なんでも手伝っていた。

　おじさんやおばさんは、僕が仕事を手伝うと、うちの仕事を継つがないか──とか言ってくれる。

　でも僕の仕事は薪割りだから。他ほかの仕事はできないよねー。

　マイケルとはずっとトモダチ同士。

　最近、マイケルは、よくおばさんから、「仕事しなさい」って言われてる。

　昔からよく言われていた、ヤギの乳しぼりの話ではなくて、なんか職を見つけろとか、そういう話。

　職人に弟で子し入りしたり、店屋さんに入って教わったり、開かい墾こんして自分の畑を持ったり、なんかそんな感じ。

「あらカインじゃないの。めずらしいわね」

　おばさんは僕の顔を見るなり、そう言った。

　そうだっけ？　めずらしいかな？

「マイケル？　──いまいないよ。まったくあいつ、いったいどこでなにして遊びまわっているんだか。ねえ探してきてくれない？　とっつかまえて、ひっつかまえて、そして言っておくれよ。とりあえずヤギの乳しぼりをしろって」

　僕は遊びにきたんだけど。

　おばさんにマイケル探しを頼たのまれてしまった。

　うーん。困ったなぁ。

　とりあえずマイケルを探すかな。




　　　　◇




　マイケルのうちをあとにして、僕は村の中を歩きはじめた。

　村の中はいつも通り──でもなくて。

　なんだかいつもと、ちょっと雰ふん囲い気きが違う。

　なんだかみんな……？　うわついている感じ？

「聞いたかい？　聞いたかい？」

　うわさおばさんが話しかけてきた。

　僕はなんかようすが違うことを、おばさんに聞いてみることにした。

　おばさんは、うわさ好きなだけあって、色々なことを知っている。この村のことなら、なんでも知っていると言っても過言ではない。

「え？　なんか村のようすが変だけど、おばさん、なんか知らないかって？」
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「あたしは聞かせるのがシゴトなんだけどねえ。聞かれたのは、おばさん、長いこと生きてきて、はじめてかもしれないねえ」

　シゴトなんだ。あと、はじめてなんだ。

　うわさおばさんの、はじめての人になっちゃったな。困ったな。

「村がうわついてるって、あたりまえさね。──今年も結びの儀ぎが、もうすぐじゃないのさ」

　結びの儀？

　……って、なんだっけ？

　なんか聞いたことある気がするなー。まえに。

　……なんだったっけ？

「え？　あんた、結びの儀も知らないの？　この村に何十年も住んでて？」

　いや。何十年は住んでないと思うよ。

　五つの頃からだから……。ええと。

　十年とちょっとだね。十一年だね。

　昔は引き算をするには、小石を並べてみなければならなかったけど。

　最近は頭の中だけで出来るようになった。

　えっへん。

　この村には学校はないけど、キサラみたいな頭のいい子から教わった。

「ふぅん……。ま。あんたは、女の子に興味とか、なさそうだしねえ。でもマイケルは大変だよねえ。マイケルはフローラのことが大好きなんだって、村中で、もっぱらのうわさだよ」

　それ本当に村中でうわさなのかなぁ。

　うわさおばさん業界のあいだで、もっぱらのうわさなんじゃないかな。

　あとマイケルがフローラを大好きなのは、僕はずっと昔から知っていた。

　ええと……。十年以上前。

　十一年前から、ずっと知ってる。

　そしてフローラもマイケルのことが大好きで──。

　ああ。そうだ。

　僕はマイケルを探していたんだっけ。

　おばさんに言われたヤギの乳しぼり。伝えてこないと。おばさんとの約束だし。

　じゃあね。

　僕は、うわさおばさんに手を振ふって、道を歩きはじめた。
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　僕はマイケルとフローラの二人を探して、村のあちこちを歩き回った。キサラやユリアさんやロッカやマリオンやアネットやリリーのところにも顔を出してみた。

　マイケルとフローラは見ていないという。

　みんな、僕を引き留めて、ゆっくりしていけって言ってくれるんだけど。僕は二人を探さなくちゃならないから、ばいばい、って言って、次の場所を探しに出かけた。

　うーん。いないなー？　村の中は、だいたい、回ったと思うんだけどなー。

　あと行ってみていないところっていうと……。あんまり人が行かないようなところだけだよね。僕は村の隅すみにある池の、裏手のほうに行ってみた。ここは、なんにもないところなので、ほとんど人がやってこない。誰だれもいないと思うんだけど。

　……！

　マイケルとフローラの、二人がいた。

「なぁ、フローラ……。いいだろ？　なっ？　なっ？」

「そんな、いけないわ、こんなこと……」

　二人は、なにか話しあっている。マイケルが、なにか迫せまっている感じ？　フローラのほうは、いやいや、ってやっている。

　……けど、本気で嫌いやがっている感じじゃない。

「このあいだも、言ったろ？　俺が好きなのは、フローラだけだって……」

「ううん。そんなこと……、疑ったことなんて、いちどもない」

　ああ。うん。そうだよね。マイケルはフローラが好き。

　いいかげんなところのあるマイケルだけど……。フローラのことが好きなのは本当のこと。そこは本気。

　いいかげんなところのあるマイケルだけど……。そこだけはブレたことがない。いつも本気。

　僕もそのことは知っている。

「そういうことじゃ、ないの……。掟おきてが……、村の掟が……」

「そんな掟が、なんだっていうんだ！　フローラ……！」

「あっ……。マイケル……！」

　あっ……。

　マイケルがフローラを抱だきしめた。

　そして二人は……。チューをした。

　昔やってた「おでこへのチュー」じゃなくて、口と口をくっつけるほうのチューだ。本当のチューだ。

[image: ]

「…………」

「…………」

　二人はずっとチューしている。

　ずいぶんと長い。

　ほんと。長い。

　見ている僕は、なんだか、ドキドキしてきてしまった。

　二人はようやく、口を離はなした。でもおたがいの顔を見つめあったまま。

「……好き。マイケル……」

　あれ？　いまフローラ。「好き」って言った？

　フローラって、いっぺんもマイケルのことを「好き」って言ったことなかったんだけど。

「俺もだよ。だけど……」

　フローラから好きって言ってもらえたのに、マイケルは嬉うれしそうな顔をしていない。

　なんか苦しそう。悔くやしそう？

　なんでだろう？

「だけど、クソっ！　あんな掟が、あるから……」

「……言わないで、マイケル。それは言わないで……」

　フローラも苦しそうな顔。

　なんでだろう？

「しかたが、ないのよ……。好きよ、マイケル。でも、だからこそ……。わたしたち、いっしょになれない」

「掟がなんだっていうんだ！　そんなもの……、そんなものっ……。くそっ！　くそっ！」

　マイケルは、すごく悔しがっている。なんでなのかわからない僕は、もっとよく聞こうとして、もうすこし二人に近付いてみた。

「くそ！　くそ！　くそ！　くそっ……って、うわぁ！」

　あ。マイケルが、こっち向いた。

　僕にようやく気がついてくれた。

「いっ、いたのかっ!?　カインっ！」
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「は……、はい、じゃないよっ！　のぞき見するなんて、ひ、ひどいぞっ！」

　のぞき見していたわけじゃないんだけどなー。二人が僕に気がついていなかっただけで。

「い、いやっ……。そんなことは、どうだっていいんだ」

　いいんだ。

「なぁ、カイン……。俺たちがつきあっていること。みんなには、内ない緒しよにしてくれよ。村の掟のこと……、おまえだって知っているだろ？」

　ん？　二人、つきあってたの？

　でも、〝つきあっている〟って、なに？　どんなこと？

　あと、村の掟？　掟なんて、なんか、あったっけ？　ぼく、なんか知ってたっけ？




　[image: →]［いいえ］




　僕は掟のことなんて知らなかった。だからここは「いいえ」だよね。

「そうだろうなぁ……。おまえ……。好きな女の子なんて、いないだろ？」

　マイケルは軽く笑った。

　たしかに僕には、好きな女の子とか、いないかなー。

　ここでいう〝好き〟って、ふつうの好きじゃなくて、マイケルとフローラたちみたいに〝好き〟ってことだよね。

　ああ。だから〝つきあう〟って、そういう意味なのか。

　二人みたいに〝好き〟な同士が、二人みたいになることなんだな。

　僕は〝つきあう〟が、わかったっぽい。

「もうすこしすると、結びの儀ってのが、来るだろ」

　うん。来るね。

　さっき。うわさおばさんが言ってた。

「あれは……。結けつ婚こん相手を決める儀ぎ式しきなんだ」

　ん？　ケッコン？　ケッコンって、なんだったっけ……？

　昔、〝ケッコン〟について、みんなに聞いて回ったことがあったんだけど。結局、よくわからなかったんだよねー。

「でも結婚する相手は、自分じゃ選べないんだよ。村長が決めるんだ。恋こい人びと同士は、ぜったいに一いつ緒しよにはなれない。そういう決まりだ。それが掟なんだ」

　どうして？

「え？　どうしてか……だって？　そりゃぁ……」

　マイケルは考えている。

　考えている。

　考えている。

　……が。

「どうして……なんだろ？　なぁフローラ、知ってるか？」

「もうっ、マイケルったら……。恋人同士だと、呪のろいがふりかかってくるからじゃない」

「ああ、そうだった。そうだった」

　マイケルも知らなかったっぽい。フローラに教えてもらっている。

「だから俺たちふたりは、いっしょになっちゃいけないって……。そう……いいやがるんだ！」

　呪い？　呪いってなに？

　それって、どんな呪い？

「えっ？　どんなんだって？　おまえって……。ほんとうに、なんにも知らないんだな。いいか、その呪いっていうのは……」

　うんうん。教えて教えて。

「その呪いって、いうのは……。えーと……。どんなんだっけ？　……フローラ？」

　マイケルは、だめだった。またフローラに頼たよっている。

　きっとマイケルは、フローラがいなくては、生きていけない人だった。

「もうっ、マイケルったら……」

　フローラはマイケルに優やさしげに微笑ほほえむ。マイケルがだめでも、フローラはいつも優しく笑っている。こういうの。いいな。だめでも許してもらえるっていいな。

「わたし……。まえに村長さんのところにいって、聞いたことがあるの。それがどんな呪いなのか……。わたしたち、ふたりだけのことだったら……。呪いがかけられたって、わたし、マイケルといっしょになりたい……」

「フローラ……」

　つらい顔になるフローラを、マイケルが見つめる。

「でも……、母さんや、村の人や、みんなにまで、迷めい惑わくはかけられない。だから、わたし……。マイケルとは……」

　フローラは涙なみだをこぼした。

「でも、でもっ……。うっ……、うっ……」

　マイケルが、こっちに向いた。

「なぁ……、カイン。わるいんだけど、ふたりきりにして、くれないか？」

　だめだよ。泣いてるフローラをほうっておけないよ。
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「そんなこと、言うなよ。おまえも男だったら、わかるだろ？」
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「わかれよ。……しっしっ」

　しっしっ、と、されてしまった。

　しかたがないので、僕はうなずいた。
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「そうか、わるいな……。呪いのことだったら、村長から、じかに聞いたほうがいいんじゃないか？　そう思うぜ」

　なるほど。そうだよね。

　僕はマイケルとフローラと別れて、村長さんの家に向かった。




　　　　◇




「おや。カイン。……どうだい。マイケルは見つかったかい？」

　村長さんの家に向かう途と中ちゆう──。

　マイケルのおばさんと出会った。

　あっ……。僕はすっかり忘れていた。

　そうだった。マイケルのおばさんに、頼たのまれていたんだっけ。

　それでマイケルを探していたんだっけ。

「あっ……、ちょっ、どこ行くんだーい？　マイケルに乳しぼりさせておくれよー？」

　僕は来た道を引き返した。

　村長さんのところに行く前に、マイケルに言っとこ。




　　　　◇




　池の裏手に戻もどった。

　マイケルとフローラのふたりは、まだ、あの場所にいた。

「なぁ、フローラ。もう落ち着いたかい？」

　マイケルがフローラに優しく話しかける。髪かみの毛をなでている。

「ええ……。ごめんなさい、マイケル……」

「じゃぁ、フローラ……」

　マイケルはきりっとした優しい顔から、一変して──。

「いいだろ？　なっ？　なっ？　おじゃま虫のカインのやつも、もう……どこかに行ったことだしさ」

　──途と端たんに猫ねこなで声になって、フローラにそう言った。

　僕。ここにいるけど？　マイケルは、気づいてないっぽい……。

　あと。おじゃま虫だったんだー。……だったの？

「なっ？　なっ？　いいだろ？　なっ？　なっ？」

　マイケルは、手をわきわきと動かしながら、フローラに迫せまる。

　なにが「いいだろ？　なっ？　なっ？」なんだろう。

「やめて……。その手つき。ヤギの乳しぼりじゃぁ、ないのよ」

　フローラは嫌いやがっている。

「そんなこというなよ……。なぁ、ちょっとだけでいいんだ。な？　な？」

　なにが「ちょっとだけ」なんだろう。

「だめよ、マイケル。あなたのこと、忘れられなくなったら、困るもの……」

　フローラは、あれは、嫌がっている……のかな？

　ちょっとハッキリしない。嫌がっているよーな、いないよーな……。

　いやよいやよ、って、言ってはいるけど、そうでもないよーな……？

「それに……。あと、それにね……」

　なんだろう？　「それに」──で、なに？

「カインが……、見てるわ」

　フローラは僕を見た。

　ああ。フローラのほうは、僕に気づいていたんだね。

「うわぁ！　なっ、なんだおまえっ！」
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「いっ、いたのかっ!?　おまえっ！」
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「はい、じゃないだろ！　のぞき見するなんて！　よくないぞっ！」

　のぞき見はしてないんだけどなー。

「あー、うんっ！　こっ、この手はだなっ。うんっ！　そうだよっ！」

　あの謎なぞの「わきわき」とやる手つきについて、マイケルは釈しやく明めいをはじめた。

「そうなんだっ！　ヤギの乳をしぼらないとなっ！　さぁ働くぞー！」

　マイケルは、ぴゅーと、走っていってしまった。

　僕とフローラだけが、その場に取り残される。

「…………」

　フローラは、僕のことを、じっと見つめていたが……。

　やがて歩きはじめた。

　僕の隣となりを通り過ぎていってから、振ふり返って──。

「もうっ……、カインったら、デリカシー、ないんだから……」

　あれれ？　なんか僕、怒おこられてしまった？

　まあともかく……。

　村長さんのところに、行ってみようーっと。







[image: ターン51「村長さんの話」]




　僕は村長さんの家に行った。

「あら、いらっしゃーい。村長さん？　上にいらっしゃるわよー」

　いつもお菓か子しをくれるお手伝いさんのお姉さんが、僕を家に入れてくれた。

　僕はお姉さんに頭を下げてから、村長さんのいる二階にあがっていった。

「うーむ……。毎年のことじゃが、このリストを作るのは、たいへんじゃのう」

　村長さんは、紙とペンを前にして、なんだか、難しい顔。

　なにかのリストを作っているっぽい。

　男の子と、女の子と、名前の組が、書き連ねられている。

「ふーむ……。つぎはマイケルとフローラか……」

　ん？　マイケルとフローラの名前が出たね。いま出たよね。

　僕は村長さんに近付いた。

「あのふたりは、好きあっておるようじゃから、こりゃ……、ちゃんと引き離はなしておかないとのう」

　ちょ……。なんで引き離さないとならないの？

　好きあっているんだから、一いつ緒しよにさせてあげようよ。

「よしっ。マイケルの相手は、鍛冶かじ屋やのマリオンがよかろう」

　村長さんはそう言った。

　マリオン×マイケル、と、紙に書く。

「それでフローラのほうの相手じゃが……、ふぅむ……。薪まき割わりのカインあたりで、どうじゃろうか？」
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　僕はそう言った。断固として「いいえ」だ。

「……！　わわっ！　なんじゃっ、おぬしっ!?」

　村長さんはびっくりしている。

「い……、いつから、そこにいたのじゃ!?」

　さっきからだよ。

　村長さんが、マイケルとフローラを引き離そうとしていたところからだよ。

「な……？　なんじゃっ？　おぬしの持っておる　その斧おのは……。まっ、まさかその斧でこのわしを……!?」

　村長さんは、慌あわてている。

「ま、ま、ま……、まて、まてっ！　はやまっては……。いっ、いかんぞっ！　話せば、わかる！　──と！　とにかく！　話をきくのじゃ！」

　うん。話してよ。

「わしだって、なにも好きこのんで、恋こい人びと同士を引き離しておるのではないのじゃ。これには、ちゃんとしたワケがあるのじゃ。ちと、長い話になってしまうが……。どうじゃ、聞きたいか？　ん？　んー……？」
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「そうじゃろう。そうじゃろうて……。では若いおぬしに、話して聞かせてやろう」

　村長さんは椅い子すを引っ張ってきた。

　僕も椅子を勧すすめられたので、村長さんの向かいに座った。

　村長さんは僕の前に果物を出してくれた。とてもおいしそう。だけど手はつけない。

「好きあった者同士が、決して、いっしょにはなれぬという、この村の掟おきてじゃが……」

　村長さんは、話しはじめた。

「……じつは、この掟は、昔からあったというわけでは、ないのじゃ」

　僕は黙だまって聞いている。

「何十年か前……。わしが、そう……。ちょうどおまえさんぐらいの年とし頃ごろじゃった……」

　村長さんは、昔を思い出すみたいな顔をしている。

「ぴちぴちとハンサムな、ナイスガイであったころのことじゃ」

　うそだぁ。村長さんは、絶対、昔から、しわくちゃだったに決まってる。

「そのころのこの村は、いまよりも、もうすこし栄えておってな。……というのも、女め神がみのほこらに礼拝をしに来る若者たちのカップルが、あとをたたず、観光名所として、にぎわっておったというわけじゃ。女神のほこらというのは、村の西にある、遺い跡せきのことじゃ。いまは立ち入り禁止になっておるから、おまえさんは、はいったことはなかろうが……」

　うん。入れなかったんだよね。まえに探検しようと思ったんだけど、番人のおじさんが、とても強くて、追い返されちゃった。

「昔は……。あそこには、それはそれはお美しい、恋の女神様がいらしたのじゃ。いや……、いまだって、いらっしゃることは、いらっしゃるのじゃが……」

　村長さんは言い直した。なんだか言いにくそう。

「恋の女神様は、すべての恋人たちに、祝福をお与あたえくださる神様じゃ。そのお姿は、まさに神こう々ごうしいまでの美しさじゃった。じゃが……。その美しさが、まずかったのじゃな」

　どうして？　綺き麗れいなことは、いいことなんじゃないの？

「どこからか、この地に流れ着いてきた若き魔ま王おうが、女神様に、よこしまな想おもいを抱いだいてしまったのじゃ」

　うん？　魔王？　なんかどこかで聞いた名前だよ？

「魔王の強大な力をまえにして、女神様は、すぐ捕とらえられてしまった。それからのことじゃ……。恋人たちに、祝福が与えられなくなったのは。そればかりではないぞ。なんと、祝福のかわりに、恋人たちには、呪のろいがふりかかるようになったのじゃ」

　のろい、って、どんなの？

　フローラたちも教えてくれなかったんだよね。それ。

「女神様が健在であったころ、恋人たちには〝祝福〟があったのじゃ。五ご穀こく豊ほう穣じよう、家内安全、子宝には恵めぐまれ、人間関係は円満になり……と、それはそれは、ありがたいものばかりじゃった」

〝祝福〟のほうは、そういうのなんだね。

「じゃが、すべての祝福は真逆となって働いておる。恋人たちに、〝祝福〟ではなく、〝呪い〟がかけられておるいま、もし恋人同士が、結ばれるようなことがあれば……。畑は枯かれ果て、井い戸どの水は毒をふくみ、赤子は病を持って生まれ……。そして、ひとびとの心には、ぎすぎすした暗いトゲがしのびこむであろう……」

　村長さん。声と顔と仕草が怖こわい。

　驚おどろかせようとしたって、だめだからね。

　僕。もう子供じゃないんだから。

「……とまあ、こういった理由があって、結びの儀ぎというしきたりは、あるのじゃ。おまえさんがた、若いもんが、色気づいて、カップルとなってしまう前に……。所帯を持たせてしまって、呪いをかけられんように……という、そのための、しきたりじゃ」

　カップルって、よくわからないなぁ。

　所帯とか〝ケッコン〟とかいうのだって、よくわからないし……。

　僕には難しすぎるよ。

「まあ……。マイケルとフローラには、たいへん気の毒じゃが……。これも村のため。ひいては、あのふたりのためでもあるのじゃ。カイン……、わかって、くれるな？」
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　いいえ。誰だれがなんといっても、いいえ──だよ。

「おまえさんは、若い。わかれというのも、無理な話じゃろうな……」

　村長さんは、ため息をついた。

「さて……。話は、これまでじゃ。もう、帰るがよい……。わしはこのリストを、作らねばならんのでな……」

　村長さんは机の上のリストに向かった。

〝ケッコン〟する相手を書いてあるリストだ。

　村長さんは、話は終わったとばかりに、仕事に戻もどっているのだけど……。

　僕のほうは、ぜんぜん解決していなかった。

「なんじゃ……、まだおったのか？　おお、そうじゃ、そうじゃ、おぬし、暇ひまだったら……、ちと、うわさおばさんを呼んできてくれんか？」

　なんで、うわさおばさん？

「マイケルたちのほかにも、くっつきかけとるカップルが、おるやもしれんからの……。情報収集じゃ」

　うわぁ。

　……まあ、たしかに、うわさおばさんが、そういうの、いちばん詳くわしいと思うけど。

　これ以上、村長さんにかけあっても、無む駄だっぽい。

　話はわかった。呪いのこともわかった。

　これからどうすればいいのかを考えながら、僕が、とぼとぼと帰ろうとすると……。

「これは年寄りの、ひとりごとじゃ……。よいか？　ひとりごとじゃからな……」

　村長さんは僕に背中を向けながら、そんなことを話しはじめた。

　僕は足を止めて、村長さんの話を聞いた。

「何十年か昔……、魔王に捕らえられてしまった女神様じゃが、いまどうされておるのかは、誰にもわからん。ウワサでは、いまだに魔王のことを拒こばみつづけておるようじゃ。そこでもし……。もしも、じゃよ……？」

　村長さんは、そこで言葉を切って、あらたまった感じで、話しはじめた。

「あくまでも、もしも……、の話じゃが……。誰かがダンジョンへと挑いどみ、魔王を倒たおしてきたのなら……。このしきたりは、すぐにでも、なくなることじゃろうな」

　あっ。そうなんだ。

「じゃが……。どんな無む謀ぼうな若者であっても、魔王のダンジョンに挑もうなどと、思う者はおらんじゃろうな……」

　魔王っていう人には、前にあったなぁ。

　あの魔族の男の人が、その話に出てくる「魔王」なら、僕、いっぺんあってるよね？

　たしかに、すんごい、強そうだった。戦ってたら、あれ……、ぜったい死んでたよね。

「それとも……。どこかには、おるのじゃろうか。そんな若者が……」

　僕はかんがえた。

　でも考えてみるまでもないっぽい。
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「むう……。なにか聞こえた気もするが、きっと空耳じゃろう」

　空耳じゃないってば。……村長さん、耳遠くなってる？

「じゃが……、もし……。そんな勇気ある若者がいたなら……、使ってほしいものがある。そこの宝箱に、わしがコツコツと貯ためた金が入っておる。あと、それから、わしが昔、魔王のダンジョンに挑んだとき……。その時に使っておった装備もじゃ」

　あー……。僕は困っていた。

　あの宝箱かー……。あれならー、そのー……。まえ……、開けちゃった……。

　ひのきのぼうと、ぬののふくとで、ダンジョンに挑むのは、無謀だと思うよ。

「何年かに一度の結びの儀がくるたびに……、わしはこうして、勇ゆう敢かんなる若者を待っておるのじゃよ。なに……。年寄りのひとりごとじゃよ、何十年か、昔は……、若者であった年寄りの、ひとりごとじゃよ……」

　村長さんは、ひとりごとをつぶやいている。ずっとつぶやいている。

　僕は聞いてしまってスルーしてゆくのも悪いと思ったので、宝箱を開けて、「ひのきのぼう」と「ぬののふく」とを取り出した。あとお金が……。三〇〇Ｇぐらいあった。

　道具屋さんで、これでなにか買えるかな？

　僕は村長さんの部屋をあとにして、階段を降りていった。

「カインや……。わしの果たせなかったことを、おまえさんなら、できるやもしれんの」

　階段の途と中ちゆうで、そんな言葉が聞こえてきたけど。

　それも「ひとりごと」だろうと思って、聞いてるけど、聞いてないふりをした。




　　　　◇




　僕はダンジョンに挑むことに決めた。




　　　　◇




　ダンジョンに挑む決意をしたという、うわさは、すぐに、村中に広まった。




　　　　◇




　そして僕は、魔王ダンジョンに挑み──。

　キサラ、ユリアさん、ロッカ、マリオン、アネット、リリー……皆みんなの力を借りて、ダンジョンを進み──。

　ついに、魔王を倒した。

　そして、村には平和がおとずれた。
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「おにいちゃん、おかえりー！」

　僕が何日かぶりに村に帰ってくると──。

　出で迎むかえてくれたのは、いつも入口のところで遊んでいる坊ぼうやだった。

　この坊や。村にやってきた人に、「ここはコープ村です（えっへん）」とやるのが得とく意い技わざ。

「あのねあのねっ、いまむらはおまつりなんだよー！　おまつりなのっ！」

　坊やが言う。

　あー。うん。そうなのかー。魔王を倒したんだもんなー。おまつりになるよねー。

　でもなにか実感がない。

　えとね。魔王をね。倒してきたんだけどね。捕らえられていた、綺麗な女神様を助け出したのはいいんだけどね……。女神様がね、ずーっと愚ぐ痴ちを言いつづけていてね……。

　皆は先に帰ったんだけど。僕だけずっと女神様の愚痴を聞くことになってしまった。

　三日三晩くらい、続いてたと思う。たぶんきっと。

　数日ぶりに帰ってきたので、なんか、実感が薄うすい。でも村が賑にぎやかなのはわかる。

「それからねっ、それからねっ！　えへへっ……」

　坊やは、まだなにか言いたそうだ。

　僕は聞いてあげた。聞くのは慣れてる。女め神がみ様の愚痴も三日三晩聞いていたわけだし。

「あのねっぼくにねっ、おかあさんができたのー！　きれいなおかあさんなのー！」

　そうか。よかったね。

　そういえば、村中がおまつりだ。結びの儀──はなくなったはずなんだけど。

　なんのおまつりなんだろう？

　僕は坊やと別れて、村の中を歩いていった。

「うぃーっく……。おやぁ？」

　次に出会ったのは、おじさんだ。道具屋のカウンターの内側で、いつも見かけるおじさんだ。魔ま王おうのダンジョンに挑む冒ぼう険けんのあいだには、色々と、お世話になった。

「やぁやぁ、だれかと思えば……。カインさんじゃぁ、ないですか……」

　おじさんは酒さか瓶びんを抱かかえている。酔よっ払ぱらっているみたい。

「きょうは道具屋は休業ですよ。ええ休業ですとも。こんなおめでたい日に、ああた……、仕事なんて、できるわけ、ないでしょう？　うぃーっく……」

　すっかり酔っぱらいだった。おじさんが酒瓶を抱えて、道ばたで寝ね始はじめちゃったので、僕は道具屋のおじさんを置いて、また村の中を歩きはじめた。

「やあ、カインじゃないかね。おかえり。……お疲つかれだったね」

　次に出あったのは、宿屋のおじさんだった。道具屋のおじさんと違ちがって、宿屋のおじさんは酔っ払っていない。宿にいるときと同じで、きりっとしている。

「話は、女の子たちから聞いているよ。女神様のグチを聞かされて、たいへんだったそうじゃないか……」

　うん。大変だったけど……。でも。それより……。

「えっ……？　そんなことよりも、村の様子は、どうかしたのか……って？」

　うん。そう。

「ああ……。これは結びの儀ぎのお祭りだね。ほんとうはもうすこし、あとのはずだったんだが……。え？　結びの儀はなくなったはずだって？　ああ……。意に染まない相手と結けつ婚こんさせられるのは、カインのおかげで、たしかになくなったよ。でも、もともと、この村の風習だったんだ。この時期、皆で一いつ斉せいに結婚することが、もともとの意味の、〝結びの儀〟だったんだよ。……まあ、若い子たちは、知らないだろうけどね」

　ほー。へー。はー。

　そうだったんだ。

「そんなわけで、女神様が解放されたお祝いやら……、毎日何組もの結婚式やら……。もう、わけがわからない状態なのさ。道具屋の主人なんか……。タダだからって、お酒飲みすぎちゃってさ……。あははははー……」

　うん。あはははー、だったねー。

「さぁて……。それじゃあ、わたしも……、タダ酒を飲みにいくとするかな」

　宿屋のおじさんも歩いて行ってしまった。僕はまた村の中を歩きはじめようと──。

「ああ、そうそう……。忘れるところだった」

　おじさんは、くるりと振ふり返ってきた。

「教会に行ってごらん。マイケルとフローラの結婚式を、いまやっているところだよ」

　えっ？　マイケルとフローラ？

「ふたりとも……、カインが帰ってくるのを、ずいぶん待ってたんだがね……。これ以上、順番は延ばせないってことでね……」

　そっか。待っていてくれたんだ。

　待たせちゃってわるいことしたかな。

「今年のカップルの結婚式は、どうも、あのふたりで……、最後になりそうだね。いまだったら、まだ、間にあうはずだよ。顔をみせてやったら、喜ぶんじゃないかな？」

　よかった。間に合いそう。マイケルとフローラのために頑がん張ばって──。その二人の結婚式に出られなかったら、ちょっと残念だよね。二人が幸せなら、僕はそれでいいんだけど。

　やっぱり〝ケッコン〟するところを見てみたいと思うし。

　僕は、走り出した。
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　やってた。やってた。

　教会に駆かけこんだら、ケッコン式、やってた。間にあった！

　僕は皆の後ろに、こっそりと並んだ。

「病やめるときも……。また……、富めるときも……」

　神父さんの声が聞こえてくる。

　誓ちかいの儀式は、いままさに、行われているようだ。

　神父さんとユリアさんが、皆の前で儀式を行っている。

　フローラとマイケルの背中が、僕には見えている。

「……おたがいを助けあい、また、喜びを分かちあうことを……、誓いますか？」

「……誓います」

　フローラが、こくりとうなずいた。すごく真しん剣けんで真ま面じ目めな顔だ。

　頭の上には、花で編んだ冠かんむりがのっかっている。

〝結びの儀〟っていうのは、女の子が、あの花で編んだ冠を頭にかぶるものっぽい。

　神父さんは、フローラの返事を聞き届けてから、その顔をこんどはマイケルに向ける。

「ああ」

　マイケルが言った。

「……違うでしょ」

　フローラに怒おこられる。

「あたたたっ……。痛いって、つねるなよ……」

　フローラに一回つねられてから──。

　マイケルは、こんどは、滅めつ多たに見せない真面目な顔になって──。

「……誓います」

　そう──、言った。

「それでは……。誓いの、口づけを……」

　マイケルとフローラが、向かいあう。

「フローラ……」

「マイケル……」

　二人は見つめあったまま……、顔を近づけてゆき……、そして……。

「……あっ！　カイン！」

　フローラが僕を見つけて、大声をあげた。

　マイケルは目を閉じて、口を突つき出した──ちょっと間ま抜ぬけな顔のまんま。

「カイン……っ！」

　フローラはマイケルをその場に残して、僕のところに走ってきた。

　マイケルも、間抜けな顔をやめて、目をあけて──きょろきょろ周囲を見てから、ようやくこちらに気がついた。笑え顔がおで駆けてくる。

「もうっ……、カインっ！　帰ってきてたなら……、教えてくれても、いいじゃない！」

　フローラは笑顔になったり拗すねた顔になったり。

　きょうはすごい表情が豊か。すごい魅み力りよく的。

　ごめんね。でもいま帰ってきたばかりなんだ。

「ちがうだろ、フローラ……」

　マイケルがフローラに言った。

「カインには、礼を言うのが先だろ？」

「そ、そうよね……。ごめんなさいね。カイン」

　フローラが聞き分けてる。

　そしてマイケルが、まともなこと言ってる？

　なんか、ちょっと、びっくりだった。

「ありがとうな、カイン……」

「ありがとう。カイン」

　マイケルとフローラから、お礼を言われた。

　困ったなぁ。

　お礼を言ってほしくって、やったことじゃないのに。

　僕は昔、ずっと昔に、決めたんだ。

　マイケルとフローラの二人を、もし、引き裂さこうとするやつがいたら、ぼくは絶対に許さない。──って。

　それがたとえ、魔王であろうと、神であろうと──。

　そいつが、泣くまで、ぶつのを、やめない。

　そう誓ったんだ。

　ほんとに、そうなっちゃったけど。

　魔王が泣くまでぶつのをやめなかったよ。

「いや……。おまえには、お礼の言葉なんかじゃ……。足りないな……」

「そうよね……」

　フローラが近付いてきた。

　ちゅっと、僕のほっぺたに、柔やわらかな感かん触しよく。いまチューされた？　ほっぺにチューだ。

「ありがとう、カイン……」

「あーっ……！　あっ！　あっ！　そ、それ……！　俺のっ！」

　マイケルがショックを受けている。わなわなと震ふるえている。

「うふふっ……。妬やかないの、マイケル。あなたには……、これから、毎日、たくさん……、してあげるんだから」

「お……、おうっ！」

　マイケルは機き嫌げんを直した。

「あー……、おほん！」

　神父さんが、そこで大きく咳せき払ばらい。

　そういえば、ケッコン式の途と中ちゆうだった。僕のせいで、ずっと中断されていた。

「あ……、ごめんなさい。カイン……。もどらなきゃ。式の途中なの」

「そ、そうだった。じゃあな……、カイン」

「それでは……、誓いの、口づけを……」

　神父さんが言う。二人は顔を近づけてゆく。

「フローラ……」

「マイケル……」

　ちゅっ。口付けをした。口と口をくっつけるから、口付けっていうらしい。

　つまり、本物のチューのこと。

「おめでとう……。これでふたりは、晴れて夫ふう婦ふになりましたよ」

　二人はまだ、口と口を合わせたまま。僕は歩いて行って、近くから、じーっと見つめた。

「…………」

　フローラは無言で目を閉じている。

（しっ、しっ……。カイン……、しっ、しっ……）

　マイケルは薄うすく目を開いて、僕のほうに、しきりに手を振っている。

「……はいっ、マイケル。おしまい」

「えぇ……っ、そんなぁ」

　フローラがさっと離はなれてしまった。マイケルは残念そうな顔。

「つづきは……、夜にねっ」

「うん！　うん！」

　マイケルは、また一発で機嫌が直ってしまった。

　フローラはマイケルの操縦が本当にうまい。感心するなぁ。

「さぁ、みんな！　踊おどりましょう！」

　フローラが叫さけんで、外に走り出て行く。皆みんなが歓かん声せいをあげて、ついてゆく。

　僕も皆についていって、教会の外に出た。

「あははっ……！　あはははっ……！　ほらっ、マイケル、こっちこっちー！」

「よっ、とっ、ほりゃっ……。あははっ、楽しいなぁ……」

　二人が踊っている。フローラは華か麗れいに、マイケルもずっこけながら踊っている。

「楽しいけど……、夜のために……、体力残しておかないとなっ！」

　マイケルは、なんでか、さっきから「夜」にこだわっている。そこはこだわりポイントであるらしい。

「あはは……。こんなに踊ったのって、娘むすめのころ以来だねぇ……」

　マイケルのおばさんも踊っていた。

「うちのマイケルってば……。うれしそうなカオで踊ってるねぇ、ほんとに、もう……。しょうがないねぇ……。ほんとうにあんたのおかげだよ。あんな穀ごく潰つぶしが、本当に、いい嫁よめさんをもらえて……、噓うそみたいな話だよ、ほんと……」

　おばさんは、泣いちゃった。あーあ。誰だれだ泣かせたの。

「あのおねえちゃん、きれい……。わたしもおっきくなったら、あんなおヨメさんになれるかなぁ……」

　ちっちゃな女の子が、フローラを見て、そんなことを言っている。

　うん。綺き麗れいだよね。僕も今日のフローラは特別に綺麗だと思う。

　僕は楽しそうな皆の輪から離れて、歩きはじめた。マイケルとフローラのケッコン式には出たし。行くところが、まだあるしね。

　次は村長さんのところに行かなきゃ。
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「おお。カイン……。待っておったぞ。おぬしが帰ってくるのを……」

　僕が行くと、村長さんは、いつものように家の二階にいた。

「まずは、礼を言わせてもらおう……。ありがとう。ありがとう。ありがとう……」

　しわくちゃの手が僕の手をつつんでくる。何度も何度もお礼を言われる。

　そんなたいしたことはしていないのに。

　魔ま王おうを懲こらしめてきただけなんだけどなー。

「ふっ。だがカイン……。おぬしには、こんな老いぼれの、百ぺんの礼よりも、フローラとマイケルの笑顔のほうが、うれしかったようじゃの。……ふたりの結けつ婚こん式には、出てきたのじゃろう？」

　うん。行ってきたよ。二人とも幸せそうだった。

「さて……、そこでじゃ！　おぬしに、渡わたす物がある……！」

　村長さんは、部屋の隅すみの宝箱に向かった。

　このあいだの「伝説の装備」が入っていたのとは、また違ちがう宝箱だ。

「うむ。ちょうど最後の一個じゃな……」

　なにかを取り出す。

「これじゃ！」

　村長さんは、戻もどってくると、じゃじゃーんと、取り出したものを、頭上にかかげた。

　これ。さっきフローラが頭につけていた冠かんむりだよね。

「さぁ、おぬしもっ！　その〝花嫁の冠〟を持って、意中のオナゴのもとへと、レッツのゴーじゃ！」

　そっか。これは男の子が女の子に渡すんだ。それで〝ケッコン〟するんだ。

　でも……。

「ん……？　どうしたのじゃ？　カインよ……？」

　うーん……。

「なに？　意中のオナゴが、おらんじゃと？　バカを言っているのではない。おぬしは何人もの娘っこからモテモテじゃろう。うわさおばさんの情報力を舐なめるでないぞ。さぁ……、行った行った！　そのかんむりを持って、おぬしの意中のオナゴのもとに、レッツのゴーじゃ……はっはっは！」

　僕は送りだされてしまった。

　うーん……。

　どうしようか？
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　花嫁の冠を手にした僕は、キサラのところに行ってみた。

「んっ……。カイン……」

　キサラはこんな日にも店番をやっていた。

　頰ほお杖づえをついたまま、僕を見る。物もの憂うげな声を、僕にかける。

「なぁに……？　暇ひまそうにしてる……って？　そりゃぁね……。村じゅう、こんなだもの。こんなときに、薬買いにくる人なんて、いないでしょうね……」

　そうして、また、頰杖に戻ってゆく。

「えっ……？　じゃあ、なんで？　店番してるのか……って？」

　僕が聞くと、キサラは目をぱちくり。

「だってほかに、することないんだもん……。あたしのとこ、かんむり持ってくる酔すい狂きようなやつなんて、いるわけないし……」

　そうかなぁ。キサラけっこう男の子から人気あるよ。美人だし。

　僕は最近はもうすっかり「美人」がわかっていた。うん。キサラは美人だね。

「ほんとよ？　まだだれも持ってきたり、してないんだから……、ぜったい、させてないんだから……」

　そういえば、僕もいま、冠、持っていたんだっけ。

「えっ……？　冠……、持ってきてる……って？」

　キサラは驚おどろいた顔をしている。

「うそ……、うそでしょ？」

　ほんとだよ？　僕は、持っていた冠を、キサラに見せた。

「み……、見せびらかそうって……いうの？」

　キサラは冠をじーっと見ている。

「それ……、だ、だれに……あげにいくわけ？」

　そういえば、まだ、決めてなかった。

「……ユリアさん？」

　ちがうかな。




　[image: →]［いいえ］




「……じゃぁ、マリオン？」
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「わかった……。じゃぁ、ロッカでしょ？」
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「じゃ、じゃぁ……、アネット……とか？」
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「じゃ、じゃぁ……。まさかとは思うけど……、リリー……？」

　なんでリリーだけ「まさか」なの？

　それはともかく、これも違うかなー。
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「じゃ、じゃぁ……」

　キサラは考えこんだ。

　もう、選せん択たく肢しに出してくる、女の子がいない。

「…………」

　いや、一人だけいる。それは──。

「もしかして……、もしかして……、あ……、あ……ぁ、……あたし？」

　僕は考えた。

「…………」

　キサラは不安そうな顔で、僕を見ている。

　この不安そうな顔を、僕は、なくすことができるんだ。

　僕は、答えた……。
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「あたし……、性しよう悪わるだよ？　いいの？　それでも？」




　[image: →]［はい］




「うん……。かんむり……、ちょうだい」

　キサラは、きゅうにおとなしくなった。

　僕の手で冠をかぶせられると、嬉うれしそうに笑った。
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キサラＥＮＤ　
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　花嫁の冠を手にした僕は、ユリアさんのところに行ってみた。

　教会に行っても、もう誰もいなかったので、ユリアさんの部屋に行ってみた。

　ユリアさんは、ちょっと疲つかれた顔をして、テーブルについていた。

　そういえば、ここ数日、ケッコン式ラッシュだったって聞いている。

　神官であるユリアさんは、毎日、神父さんと二人でケッコン式を執とり行っていたから、それで疲れているんだろうな。

「カインさん……」

　ユリアさんが気づいて顔をあげる。僕をみる。

　僕は村長さんから渡された「花嫁の冠」を、後ろ手に隠かくした。

「どう……、されました？」

　ユリアさんは、いつもの優やさしい微笑ほほえみを浮うかべて、そう聞いた。

「おもてでマイケルさんたち……、踊おどっていませんか？」

　うん。まだ踊っているよね。いつまで踊っているんだろう。夜までかな？

　ユリアさんも、踊らなくていいの？

「わたしは……、いいんです。ちょっと疲れちゃいましたから……。ここで休んでいます」

　そう言うと、ユリアさんは寂さびしそうに笑った。その理由を、僕は考えてみた。

「カインさんは……、踊って……こられないんですか？」

　ユリアさんを一人にしてはおけないよね。
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　僕は、踊らないって答えた。

「そうですね……。そういえば、カインさんも……。三日三晩、女め神がみ様の話し相手を、されてきたばかりでしたね……」

　ユリアさんは笑う。また寂さみしげな笑え顔がお。

「ねえ、カインさん。すこしだけ……。わたしの話し相手に、なっていただけますか？」

　うん。もちろん。

「えっと……。なんだか……、こうしてあらたまってしまうと、話しづらいものですね」

　ユリアさんは、照れた顔をしばらくしていたけど、

「じつは……、前から、考えていたんですけど……。わたし、もっと真しん剣けんに……、神様のために、生きようかと思うんです」

　僕はユリアさんの話を黙だまって聞いていた。

「もう、こんな歳ですし……。いっそ、このままずっと、ひとりでいようかなって……。多いんですよ？　神に仕える人のなかには、身も心も捧ささげている人って……。ほらっ……。神父さまなんかも、そうですよね」

　僕はユリアさんの抱かかえていた問題が、だんだん、わかってきた。

　まえにも、ユリアさんは悩なやんでたっけ。人のケッコン式ばかりやって、自分はケッコンできないことを気にしていたっけ。

「でも、あのっ……。決めてしまう、前に……。カインさんに、相談してみようって……、そう……思っていたんです。カインさんは……、どう……、思いますか？　わたしは……、神様にすべてを捧げるべきでしょうか？」
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　僕はそう答えた。悩んでいるんだったら、それは、だめってことだよ。

「ふふっ……。カインさんって……。なにを聞いても……、はいか、いいえしか、言わないんですね。でも……。とてもカインさんらしいです」

　無口なナイスガイとも言うらしいよ。

「あの……、カインさん……。ちょっとだけ……、お願いしてもいいですか？」
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「カインさんの持っている、そのかんむり……。それを、すこしでいいですから、かぶらせて……、もらえませんか？」

　ん？　これ？

　僕は後ろ手に持っていた花はな嫁よめの冠かんむりを出した。

「この三日、たくさんの人の式を行っていて……、いちどだけ、自分もかぶってみたいなぁ……、なんて……」

　そこでユリアさんは黙りこんでしまう。

「なんだか、子供みたいですね。……ごめんなさい。やっぱり、いいです……」
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　僕は「いいえ」って言った。やめちゃだめだよ。したいことは。しようよ。

「えっ……？　かぶれ……って？　そう言われるんですか？　は、はい……。すみません……。あ、ありがとう……、ございます」

　僕はユリアさんの頭に、花嫁の冠をのせた。

「…………」

　ユリアさんは照れた顔。そしてほんのりと嬉しそう。

「カインさん、ありがとう……。もう、満足です……。それじゃあ、この冠は、お返し、しますね……」

　ユリアさんが、冠を取ろうとしたとき──。

「み───た───ぞ───」

「きゃっ！　し、神父さま……！」

　神父さんが戸のところに立っていた。顔半分だけで、こちらを覗のぞいている。

「み───た───ぞ───」

「もう神父さま。へんな声で……、ふざけないでください」

「いやいや……。わたしはふざけてなんか、いませんよ」

　神父さんが言う。部屋の中に入ってくる。

「ユリア……、あなたは神官の身でありながら、結けつ婚こんという儀ぎ式しきの神聖さを、わかっていませんね？」

「えっ……？」

「花嫁の冠をかぶっていいのは、花嫁になる女性だけです。つまり言いかえるなら……」

　神父さんは、腕うでを振ふりあげ、そして、びしりとユリアさんを指差した。

「ひとたび冠をかぶった女性はっ！　いかなる理由があろうともっ、ケッコンしなければならないのですっ！」

「そ、そんなっ……!?　い、いえでも……、そんな決まりなんて……？」

「おや、わたしの言葉を疑うのですか？　あなたは神官。わたしは司祭。わたしには、あなたよりも、深い知識があるのです」

「そ、それは、そうですけど……、で、でも、それとこれとは……」

「さぁ、さぁ……」

「えっ？　あっ……、ちょっ──！」

　神父さんはユリアさんの背中を押す。

「あっ……、し、神父さま……。お、押さないで……」

　神父さんはユリアさんを部屋の外に押しだしていった。

「ほらっ、なにやってるんですか。カインさんもですよ！」

　あれ？　僕も？

「あたりまえじゃないですか。ユリアはいったい誰だれと、ケッコンするっていうんです？」

　あー。そっかー。

　僕は、とことこと歩いて、ついていった。
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ユリアさんＥＮＤ　









[image: ターン55③「マリオンＥＮＤ」]




　花嫁の冠を手にした僕は、マリオンのところに行ってみた。

「あ、カイン……」

　マリオンは鍛冶かじ屋やの作業場で、ぽつんと、一人で座っていた。

「うん……。きょうは、鍛冶屋はお休み。おまつりだしね」

　なんだかマリオンは……。元気がないカンジ……？

「えっ……？　なんか、元気なさそうだって……？　うん……、まあ、そうかも……」

　悩みごとなら、相談にのるよ。トモダチだよ。

「えっ……？　相談に乗るから、話してみろって？　いいよぉ……、べつに……」
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「えっ……？　どうしても話せ……って？」
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「…………」

　マリオンは、しばらく黙って、考えていたけど……。

「しらないよ……？」

　ん？　なにが「しらないよ」なんだろう？




　[image: →]［はい］




　僕がうなずくと、マリオンは、話しはじめた。

「うん、じゃぁ……。このあいださ、魔ま王おうと戦ったときのことなんだけど……」

　うん。僕たちは魔王と戦った。ダンジョンの攻こう略りやくの途と中ちゆうでは、皆みんなの力をそれぞれ借りた。

　魔王と戦う最後の決戦のときには、皆がかけつけてくれた。一いつ緒しよに戦った。

「カインってさ……、あんなにたくさん、助けてくれる娘こが……いたじゃん？」

　マリオンとみんなを合わせて六人だから、そんなに〝たくさん〟って感じでもないかな。

「カインってさ……、けっこう……、モテたんだね」

　モテるっていうのは、よくわかんないんだけど。

　僕はみんなのことが好きだし。みんなも僕のことが好きだし。

　そういうことでいいのかな？　だとしたら、「はい」だよね。
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「あははは……、自信家だなぁ」

　マリオンは笑った。

　普ふ段だんは自信があるように見えるけど、本当のマリオンは、そうじゃないってことを、僕は知っている。

「だけど、あたし……。ぜんぜん、知らなかったんだよね……。はじめて知って、それで……、ちょっとショックだったんだ」

　マリオンは笑った。

「だってカインも、あんまり……、モテないんじゃないかって……。そう、思ってたもんだから……。ほんと。ごめん、ごめん……」

　マリオンは僕が後ろ手に持っている物に目を向けてきた。

「カインさ……。その、持ってるの……、……冠だろ？」

　うん。そう。

「いいから、気にしないでさ……。誰かに、その冠……、あげてきなよ……。カインのこと待ってる女の子、いっぱい、いるんだしさ……。ねっ？」

　マリオンはそう言っている。

　そっか。じゃあ。行くかな……。
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　僕は、うなずいて返した。するとマリオンは──。

「持ってく……の？」

　急に泣きはじめた。……あれれっ？

「だめ……。やっぱり、だめ……」

　僕の服の裾すそを、ぎゅっと両手で摑つかんでくる。

「そ、それっ……。あた、あたしに……。あたしに……、ちょ……ちょうだい」

　ぽろぽろと涙なみだをこぼしながら、マリオンはそう言った。

「だからいったじゃないかぁ……。しらないよ……、ってぇ……」

　そういえば、はじめにそんなこと言ってたっけ。

　マリオンが泣きやんでくれるなら、僕は、いいよ。これ。あげるよ。

　僕は花嫁の冠をマリオンの頭にかぶせた。

「うん……」

　マリオンは泣き止やんで──嬉うれしそうに、微笑ほほえんだ。
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マリオンＥＮＤ　









[image: ターン55④「ロッカＥＮＤ」]




　花はな嫁よめの冠かんむりを手にした僕は、ロッカのところに行ってみた。

　木の上のおうちに、はしごを使って、よいしょ、よいしょ、と登ってゆく。

「あっ……、カインさん……」

　ロッカはやっぱり、ここにいた。

　村中が大おお騒さわぎだというのに、家の中で、ぺたんと一人で座っている。

「こ、こんにちは……」

　遠えん慮りよしがちないつもの顔で、ロッカは僕に挨あい拶さつをしてきた。

　でもその目は、僕がずっと手に持ってた花嫁の冠を、じっと見ている。

「あ、あのっ……。カインさんは……、あのっ……」

　ロッカはなにか言いたげな顔。懸けん命めいに言葉を探している。

「あのっ……、かんむり……。かんむりは……、あのっ……、だれに……」

　そこまで言いかけて、口を閉とざしてしまう。沈ちん黙もくが、長く続いた。

「……ごめんなさい。なんでも、ないです……。いいんです……」

　なんでもなくは、ないと思うよ。話してよ。相談にのるよ？

「なんでも、ないんです。わたし……、最近、おかしいんです」

　おかしいって、どんなふうに？

「カインさん。ほうっておいてください……。でないと……、でないと、わたし……」

　ほうっておけないよ。心配だよ。

「おねがいですから、ほうっておいてくださいよぅ……」

　ロッカは同じ言葉を繰くり返すばかり。

「…………」

　僕の手に持ってる花嫁の冠を、じっと見つめながら、思い詰つめたような顔をしている。

「ほうっておいて……、くれますか？」
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　僕は首を横に振ふった。ほうっておけないよね。

「ほうっておいてくれない、カインさんが……、カインさんが……、わるいんですよ？」
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　うん。わかってる。

「あの……、じゃあ、聞きます……」

　ロッカはようやく悩なやみ事を話しはじめた。

「カインさんが、いま持っている、そのかんむり……。だれに……あげるんですか？」

　うーん。決めてないんだ。

「あの……、わたしじゃ、だめですか？」

　ロッカは僕の目を正面から覗のぞきこむように見つめてきた。

「カインさん……。好きなんです」

　ロッカはそう言った。

　うん。僕も好きだけど。……そういうのとは、ちがうのかな？

「わたし最近……、カインさんのことばっかり考えてて……。へんなんです……」

　どういうふうに、へんなの？

「……だめですか？」

　僕は選せん択たくを迫せまられた。これは「はい」と「いいえ」で答えられる質問だけど……。

　だめですか、ってきいてきてるんだから、「いいよ」のときは、こっちだよね。
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「えっ……？」

　ロッカは驚おどろいている。

「あ……、あのあのっ!?　わたしで……いいんですか？　わたしなんかで、いいんですか……？」

　うん。僕なんかでいいんなら。

「ほんとにっ？」

　うん。ほんと。
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「カインさん……」

　ロッカの目の端はしに、きらっと涙が浮うかぶ。

「あのっ……、なんだか、夢みたいで……、信じられないです……」

　そんな大おお袈げ裟さだなぁ。

「信じさせて……、ください……」

　どうすればいいの？

「あの……、かんむり……。かんむり……、かぶせて……、……ください」

　僕はロッカの頭に、花嫁の冠をかぶせた。
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ロッカＥＮＤ　









[image: ターン55⑤「アネットＥＮＤ」]




　花嫁の冠を手にした僕は、アネットのところに行ってみた。

「やぁ、カイン……」

　アネットは家にいた。狩人かりゆうどの仕事でしょっちゅう村を留守にしているアネットだけど、おまつりのあいだは、狩人の仕事もお休みっぽい。

　アネットは狩かりに使う道具の手入れをしながら、僕に笑いかけてきた。

「どうしたんだい？　いま村中、おまつりでしょ？　いかないの？　おまつりにさ……。あたし？　あはは……、あたしはほらっ、あんまり村にいないしさ。その……」

　アネットは、そこで、ちょっと言いにくそうな顔になって──。

「友達、すくないんだ」

　イケナイことでも白状するかのように、アネットは言った。

「仲がいいのっていったら、リリーぐらいなもんだし……。あの子もほらっ、おまつりに出てくるようなガラじゃ、ないしねっ」

　うん。リリーはずっと家にいるよね。

　外に出るときって、研究のためのアイテムを取りに行くときぐらいだし。

「リリーのやつ、いまごろきっと研究してるよー」

　うん。僕もそう思う。僕たちは、笑いあった。

「それで……なに？　あたしになんか用だったの？」

　アネットは、いま、いそがしい？　なにかの準備をしていたところ？

「えっ……？　いま、なにしてるのかって？　うん……。いま狩りに出かける準備中。もうすぐおまつり、おわるしね。そしたら、また行ってくるよ。また何日か……、もしかしたら、何週間になっちゃうかも。村にいても、あれだしさ……」

　あれって？　なに？

「あたしみたいなのに、かんむり持ってきてくれる男の子なんて……、いるわけがないしー……。ああ、ひとりいたっけ。タイプじゃないんで、引き取ってもらったけど」

　アネットはそこでぺろりと舌を出した。

「だいたい、あたし狩人だしさー。ほとんど村に帰ってこないし。普ふ通つうの奥さんになんて、なれやしないのに……ねぇ？」

　僕は、そんなことないと思う。
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「ん……？　なに、できるっていうの？　あははっ！　無理無理、ムリだってー！」

　アネットは、けらけらと大きな声で笑った。

「あたしのダンナさんに、なるならさぁ……。ずーっと家で待っててくれるか、さもなけりゃ……。いっしょに狩りに、ついてきてくれるか……だよね」
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「えっ……？　あのさ……、まちがってたら、ごめんね？　いまの……、はい、って……。いっしょに、狩りに行ってくれるって……、そういう意味？」
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「カイン……。う、うれしいけどさ……。そのさ……。狩人の仕事って、たいへんだよ？　おなじ場所で、身動きもしないで、何日もずっと張りこんでたり……。かと思えば……、獲え物ものを追いかけて、一日中歩きづめで、何日も山の中をさまよったり……」

　おもしろそうだね。

「ご飯なんて、だいたいいっつも……、硬かたくてぽそぽその保存食だし……。ベッドで寝ねられることなんて、ぜったいないし……」

　ごはんは、とくに、どうでもいいなぁ。寝るのもどこでも平気だなぁ。

「あ、あとはぁ……、お……、お風ふ呂ろとかもぉ……、そのっ……。何日も入れない時だってあるしぃ……、いやそのっ……。ほんというと、何週間もなんだけど……」

　お風呂？　そこって大事？

「いっしょにいると……、クサイかもよ？」

　アネットは、なにかイケナイことでも白状するかのような顔で、そう言った。

「いいの？　それでも……？」
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「えと、えっと……」

　アネットは慌あわてている。……困らせちゃった？

「あのさ……、こ、こういうとき……、なんていったら、い、いいのかな……？」

　どうやら違ちがったみたい。アネットは困ってない。……照れてるんだ。よかった。

「そ、その……、あ、ありがと……。かんむり……、かぶせて」

　僕はアネットの頭に花はな嫁よめの冠かんむりをかぶせた。
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アネットＥＮＤ　









[image: ターン55⑥「リリーＥＮＤ」]




　花嫁の冠を手にした僕は、リリーのところに行ってみた。

「あっ、カイン君だ……」

　今日はすぐに見つけられてしまった。

　普ふ段だんはリリーは研究に夢中で、遊びに行っても、すぐには気づいてもらえないんだけど。

　今日のリリーは、ぼんやりとしていて、僕を見るとすぐに笑いかけてきてくれた。

「んっ……？　ぼうっとして、どうかしたのかって？　ああ……、うん。なんだか、研究が手につかなくってね」

　どうしたのかな。リリーらしくないよね。

「おっかしいなぁ……。こんなこと、はじめてなんだけどなぁ……」

　リリーにもわかんないらしい。じゃあ僕にわかるはずがないよね。

「村じゅうが……、大おお騒さわぎしてるからかなぁ？」

　うるさいから？　でもリリー、僕が手伝いにきて、お皿割っちゃったって、気づきもしないで集中してたよ。リリーが「ゾーン」に入ると、ぜんぜん、出てこない。

「それで……なに？　わたしになにか用があったから、わざわざ船まで使って……、ここまで来たんでしょ？」

　リリーのうちは、池の真ん中に建っている。来るには小こ舟ぶねを漕こいでこなければならない。

「それとも……？　わたしの顔でも、見にきたとかー？」

　ああ。うん。そうそう。
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「えっ……？　もしかして……。ほんとに……、そうだった？」

　そういえば、村長さんから、花嫁の冠を渡わたされてたんだっけ。

　これ……、いる？　もらってくれる？

　僕は、花嫁の冠をリリーに差し出した。

「えっ……？　こ、これ……。わ、わたしに……？」

　リリーはびっくりした顔をしている。

　僕は、ぐーっと、花嫁の冠を押しつけた。

「あ、あのさっ……。わたしなんかで、ほんとうに、いいのっ？　わたし、変人だよ？　ほかの女の子みたいに……、かわいく、ないよ？」

　変人なのは、知ってるよ。

　でもリリーはすごい女の子だと思うよ。それも僕は知ってるんだ。

「それでも、いいの……？　ほんとにっ？　ほんとに、ほんとっ？」

　僕の答えは決まっている。
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「ごはん……、作ってくれる？」

　よろこんで。
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「うんっ……。じゃあ……、いいよ……。かんむり……、かぶせて……」

　僕はリリーの頭に、花嫁の冠をかぶせた。
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リリーＥＮＤ　









[image: ターン56「そして旅立ちＥＮＤ」]




　僕は花嫁の冠を手にしたまま、村の入口のところに立っていた。

　村長さんはこれを、誰だれか女の子のところに持って行けというんだけど……。

　なにか。困るなー。

　僕は、道と空を見ていた。村から出てゆく道は、ずっと、どこまでも続いている。あの青い空の下には、いったいなにがあるんだろう？

　なんだか、急に見てみたくなった。行ってみたくなっちゃった。

　僕は自分の家に入ると、手早く道具をまとめた。

　旅立ちに必要なものは、そんなにない。

　壁かべにかけてある革かわ袋ぶくろに、三日分のパンを詰つめる。あと、だいじなバンダナ。それから薬草を何個か。

　愛用の斧おのはいつも腰こしに差してある。

　さて。準備ができたぞ。




　　　　◇




「ねえねえっ！　カインのやつ、見つかった!?　どこかにいた!?」

「いいやっ！　どこにもいないよーっ！」

　マリオンが聞いて、アネットが答える。

　二人だけでなく、女の子たちは全員でカインを探し回っていた。

「あのあのっ！　この子！　このぼうやが、カインさん！　見てたって言ってますっ！」

　ロッカが小さなぼうやを連れてきた。いつも村の入口で遊んでいる男の子だ。

「あのねあのねっ、おにいちゃんねっ、にもついっぱいもって、おでかけしていったの。ぼくみたんだよ」

「まあ、旅に……？　ひとりで……、出かけられたんですか……？」

　ユリアさんが言う。

「うん。おにいちゃん、ひとりだったよ。なんかコソコソって、でかけていったのー！」

「……逃にげたわね」

　キサラが、ぽそっとつぶやいた。

「あははっ！　カイン君らしいなぁ……」

「笑ってる場合じゃないよっ！　はやく追いかけなきゃ！」

　愉ゆ快かいそうに笑うリリーに、マリオンが叫さけぶ。

「でも追いかけるったって……。どこに行ったのか、わからないし……」

　アネットは顔を曇くもらせている。

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。こんなこともあろうかと思って……。カイン君に、発信機くっつけといたからさ。方向なら、すぐにわかるよ」

「はっしんき……？　なにそれ、なんかの魔ま法ほう？」

「魔法じゃなくて、科学なの、カガクっ！」

「どうでもいいけど、場所がわかるんなら、早く追いかけなきゃ……！」

「追つい跡せきだったら、あたしにまかせて！　獲え物ものは逃がさないよっ！」

　アネットは元気を取り戻もどした。

　狩人かりゆうどとして、その目が、きらーんと光を放つ。

「はいはいっ！　じゃあ、行くひとは、オモテに集合ーっ！　わたしの大発明！　飛行船！　グレート・ボルテン１号で、追いかけよーっ!!」

　村の外には飛行船が停とまっていた。全員が乗れるぐらい大きな乗り物で、リリーの発明品だ。

「そうね。地の果てまでもね……。あいつ……。カエルね、カエル。もう決まりね」

　キサラは地じ獄ごくの底から聞こえてくるようなつぶやきをもらした。

「あの、あのっ……。わたしも……わたしも行きますっ！」

　ロッカが皆みんなに負けじと宣言する。

　──と。隣となりのユリアさんも──。

「……わたくしも」

「えっ……？　あ、あのっ……。ユリアさんも……ですか？」

「あら……、わたくしが行っては、いけないの？」

　ユリアさんはニコニコと微笑ほほえんでいる。

「い、いえっ……。いけなく、ないです……」

　その微笑みの圧力に、ロッカは冷や汗あせを流す。

「あははっ……。たたかい、たたかい、たたかいだっ。カイン君、やっぱりモテるなぁーっ！」

「バカ言ってないで、さっさとこの飛行船とやらを、飛ばしなさい。カインが逃げちゃうでしょ」

　キサラがぎりぎりと歯は嚙がみしている。

「はいはい……。じゃあ、みんな乗ったね？　それじゃあ……、しゅっぱーつ！」

　飛行船は六人の女の子たちを乗せて──旅立った。
















そして伝説へ～
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　あとがき







　ども。新あら木き伸しんです。

　スニーカー文庫では、三シリーズ目、五冊目となります。

　昨今は、ＷＥＢ連れん載さいとして人気を博した作品が、書しよ籍せき化されるという流れが顕けん著ちよになってきています。じつは新木も、一年ほど前から「ＷＥＢ小説」の世界に飛びこんでおりまして……。ここしばらくは、ＷＥＢ連載からの書籍化シリーズが、大変に多くなりそうな気配です。

　さて、本書──。「薪割りスローライフをはじめますか？［はい／いいえ］」と、スニーカー文庫から刊行されている、もうひとつのシリーズ、「四億円当てた勇者ロトと俺は友達になってる」は、どちらもＷＥＢ小説としてスタートした作品でした。




　じつはこちらの「薪割り～」には、元となる物語がありまして──。

「ＲＰＧツクール２０００」というゲーム制作ソフトがあります。知る人ぞ知る、ドラクエ・ライクな２ＤのＲＰＧゲームが自作できてしまうというソフトです。

　このゲーム制作ソフトには、サンプルゲームとして、何本かの稼か働どうするゲームがついております。そのうちの一本が、新木がシナリオを書いた「花はな嫁よめの冠かんむり」というゲームでした。ちなみにゲームのキャラデザインおよびイラストは、本書のイラストを描えがかれた佐さ嶋じま真実まこと氏です。

　ちなみにイベント部分ボイス付きです。サンプルゲームとは思えないほどの豪ごう華かさです。現在でも「ＲＰＧツクール２０００　ＶＡＬＵＥ！＋版」として入手可能です。ＷＩＮＤＯＷＳ７／８／10で動作するダウンロード・ソフトウエアとして、現在も販はん売ばい中です。遊べます。あとがきの末まつ尾びに、二次元バーコードを付けておきます。




　その「花嫁の冠」のストーリーは、村の薪まき割わりの少年が、親友とその恋こい人びとを引ひき裂さく「村の掟おきて」を打ち破るために、六人の幼なじみの女の子たちの力を借りながら、魔ま王おうのいるダンジョンに挑いどむ──というものでした。

　はい。本書の後ろのところで「端折はしよられていた」部分ですね。

「魔王のダンジョンに挑むぞー！」　[image: →]　「倒たおしてきたぞー！」

　──の、間にあった部分です。

　本作品でたっぷりと描いていたのは、幼なじみの少女たちとの、スローな「日常」です。ＲＰＧで語られるような非日常の「冒ぼう険けんの日々」は、コンセプトが違ちがいますので、大おお幅はばカットとなりました。

　なお本書、巻末のマルチエンドでは、七番目の選せん択たく肢しとして、「誰だれも選ばず、旅立ちエンド」があります。その先には「日常」ではない「冒険の日々」が待ち受けています。主人公カインと六人の女の子たちの、新たな冒険を──。カインが「村の勇者」ではなくて、「大陸の勇者」となる大冒険を──。描く機会が、どこかであるといいなぁ、と思っています。

　最後に各種サイトへの、二次元バーコードです。

[image: ]

　「小説家になろう」新木伸。著者ページ。

　（ＷＥＢ小説の掲けい載さい場所です）

　（多数。連載しています）




[image: ]

　「ＲＰＧツクール２０００　ＶＡＬＵＥ！＋」

　紹しよう介かい／販売ページ

　http://tkool.jp/products/rpg2000/index
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